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　二重らせんが神が描いた生物の設計図ならば、

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうはいかなる設計図を描くのだろうか。

　しかしその果てにあるものは創造主たる彼でも予測できないに違いない。

　神が人の堕だ落らくを予測できなかったように。


（「神と科学の境界」の前文より抜粋）









　　　プロローグ







「はぁはぁはぁはぁ」

　少年は息を切らせながら走る。どんなに苦しくても立ち止まることはできない。立ち止まることは死を意味しているからだ。

　森には危険な動物がたくさんいる。狼おおかみや熊くま、ごくまれにだがシベリアトラと遭そう遇ぐうする可能性も皆無ではない。だから子供達たちは大人達から、もしものときのための対処方法を学ぶのだ。動物だけではない。タイガ地帯の厳しい自然の中で生き抜くには、学ばなければならないことはいっぱいあった。それは昔から受け継がれた知恵の結晶だ。

「……どうしてだよ、……どうしてだよ」

　しかし大人達はみんな死んでしまった。父も母も目の前で死んでしまった。少年があこがれていた村一番に賢くて強い青年もあっさりと死んでしまった。好きだった女の子を助けることもできなかった。先人の知恵など何一つ役に立ちはしなかった。

　羽音が聞こえた。左右の木立の間から赤い光点が明滅している。

「ひっ」

　少年は恐怖と驚おどろきで転んでしまう。雪の上を何度も転がる。止まるまで10メートル以上の距きよ離りを転がった。立ち上がろうとして自分の手が真っ赤なことに気づく。

「え、あれ？」

　自分の体を慌あわてて確かめて、ところどころ赤いことに気づいた。体をさぐるが痛いところはない。寒さが痛みを麻ま痺ひさせているのだろうか。

　しかしすぐに自分の血でないことに気づいた。少し視線を先に向ければ、ばらばらになった動物の死体が、真っ白な雪を鮮やかな赤に染めている。正確な数は解わからない。しかし一頭や二頭ではすまない数の狼おおかみの屍しかばねが散乱していた。

　恐怖が神経をいつも以上に敏感にしているのか、うしろから気配を感じた少年は転がるようにして慌てて振り返った。

　目の前に透明なガラス細工があった。花のつぼみを連想させる形状をしている。つぼみと違うのは大きさが人の背丈ほどもあることだ。ガラス内全体に毛管のような赤いラインが走り、中心に収束し大きな赤い光点を作り出している。

「あっあっ」

　地面の上を這はうようにして逃げた。いや逃げようとした。しかし実のところ、ほとんど移動しておらず、転んだ場所でもがいているに過ぎなかった。

　つぼみがゆっくりと開く。硬質な外観に似合わず柔らかな開花であった。完全に開くと直径３メートル近い巨大な花となる。

　花びらが回転を始めた。時計回りと反時計回りの二重構造の花びらの回転は、徐々に速度を増していく。わずかに角度のついた花びらが浮力を生み出し、３メートルの花のガラス細工はふわりと浮いた。

　風を切る音は羽音に似ている。花がわずかに傾き、少年のほうへゆっくりと近づく。赤いしぶきが少年の顔にかかった。先せん端たんが赤くぬれているのは村人や狼の返り血だ。

　少年が逃げる林の中を進むには、つぼみが開いた３メートルの花は大きすぎた。しかし硬い杉すぎの木に阻はばまれるようなことにはならなかった。花びらの刃は木の幹にめり込み、やすやすと両断した。巨木が音をたてて倒とう壊かいする。さらに二本の杉の木を同じ運命に追いやり、ガラスの花は少年の目と鼻の先までたどり着いた。

　少年の血肉が花びらをいっそう鮮やかな赤に染めるのはもはや時間の問題だ。

「うわあああああああっ！」

　少年は最後の力をふりしぼり、立ち上がって駆け出した。うしろから羽音が迫る。心臓が破裂しそうだ。足が何度ももつれる。それでも転ばなかったのは奇跡的だ。

　林の終わりが見えた。あそこを抜ければきっと助かる。あの先にある雪原に出れば助かる。根拠のない希望にすがった。そうでもしないと今にも何もかもあきらめてしまい、足が止まってしまいそうだった。心なしか羽音が遠くなった。

　──助かる。助かるんだ。

　林を抜けた。その先に大きな雪原が広がっているはずだった。足が自然と止まる。しかしそこに少年の知る世界は何一つ残っていなかった。

　雪原の代わりにあったのは、山と見まがうほど大きな透明の結晶だった。中央に赤い光点が揺らめき、そこから血管にも配線にも見える赤いラインがいく筋も延びている。大きさや形こそ違うものの、少年の村を襲おそったガラスの花と同種のものであることは確かだ。

　巨大な何かはゆっくりと前進している。山が動いている。その周囲には多種多様の見たこともない生き物達たちがひしめいていた。どれもがガラスのように透明な体、中心に赤い光点と、そこから広がる無数のラインで構成されている。

　地平の彼方かなたまで赤い光で埋め尽くされていた。この悪夢の光景はどこまで続いているのか、見当もつかない。逃げ道などどこにもなかった。

「あっ……あっ……」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつになった少年のまわりを巨大な花が取り囲む。もはや少年の運命は決した。絶望の中で死すことが神に定められた運命だった。

　花がいっせいに少年に突進した。大木すら切断する花びらが接触する寸前、しかし少年の耳に神の定めにあらがう言葉が届いた。

「ふせなさい」

　優しさの中に有無を言わせない強さを秘めた声に、少年はとっさにしたがった。花びらの刃が頭上をかすめて通り過ぎる。

　人影があった。見覚えのない女性だ。亜あ麻ま色いろの長い髪が風に揺らめいている。いや本当にそうだろうか。その髪の流れは風に逆らっていないか。不可思議な光景から少年は目が離はなせない。

　異形の化け物を前にして、たおやかな外観の女性はまるで怯ひるむことなく、翡ひ翠すいの瞳ひとみをわずかに細めるだけだ。ついと持ち上がった右手は、少年がいままで見たこともない上品なしぐさだ。

　そのあとに起こったことを少年は理解できない。花びらが次々と砕け散って地面に落ちる。少年に解わかったのは、村をあっというまに全滅させた奇妙な花を、目の前の女性が破は壊かいしたという事実だけだ。

「逃げますよ」

　女性に抱きかかえられたと思った瞬しゆん間かん、少年は空にいた。女性が跳ちよう躍やくしたのだと理解するにはいたらなかった。ただただ驚きよう愕がくするばかりだ。

「あの生命体が……。まさかここまで勢力を拡大させるなんて」

　悲壮感を漂ただよわせてなお美しい女性の横顔に、少年は先ほどまでの恐怖をいっとき忘れていた。以前正教会で見たイコンの絵画を思い出していた。この人はきっと生しよう神しん女じよ様に違いない。

　逃げる二人のうしろの大地は、蠢うごめく謎なぞの赤い光点で埋め尽くされていた。







　その奇妙な生命体の誕生は二十年前にさかのぼる。

　かつてセルゲイ・イヴァノフという天才科学者がいた。

　冷戦時代、ソビエト連邦の狂える頭脳と呼ばれた男イヴァノフは、当時マッドサイエンティストの代名詞であった。

　その天才性ゆえか、狂気ゆえか、彼は世界でただ一人、まだ無名だった峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの才能を見み出いだし、理解する。

　勇次郎の才能を見抜いたイヴァノフは、ひそかに流されたいくつもの暗号化された情報──正確には暗号化ではなく勇次郎独自の文法なのだが、それを解析し実験を進めた。しかし大半は実験を繰くり返しても失敗に終わった。

　だが一つだけ成功例があった。直接的にではないにせよ、峰島勇次郎の発明の初の成功例は、数多あまたの惨むごい人体実験の末に生まれた。成功した実験体は長い亜あ麻ま色いろの髪を持つ美しい女性だった。その実験体がもたらす凄すさまじい戦せん闘とう能力と可能性に魅み入いられたイヴァノフは、唯一の成功例である実験体を連れて日本に亡命し、勇次郎との邂かい逅こうを果たす。

　しかしイヴァノフは亡命先の日本で命を落とし、長い亜麻色の髪を持つ実験体は行方不明となった。

　問題は残されたイヴァノフの研究所だ。亡命した裏切り者の研究所は閉へい鎖さされ、イヴァノフが生み出した数々のテクノロジーはソ連に没収された。しかしイヴァノフがひそかに解読し実験していた峰島勇次郎の暗号を発ほつ端たんとする研究は、ほとんどが理解されず、ずさんな処置しかほどこされないまま、シベリアの奥地に放ほう棄きされてしまった。

　最初の一年は変化がなかった。

　しかし二年目のある日、分子間力制御装置Intermolecular Force Controlが収納されていたケースが崩ほう壊かいした。経年劣化の破損にしては早すぎる。

　分子間力制御装置Intermolecular Force Control、通称ＩＦＣは無機物の分子間力を制御する装置だ。簡単に言えば石や鉄などの無機物の形を自在に操ることができるはずのものだった。のちにＡＤＥＭが使用するウィンディーネも同じ理論のもと作られている。

　ケースからこぼれたＩＦＣの形状は、一見六角形にカットされた赤い宝石ような形をしていた。

　ＩＦＣは未完成ながらも、一つの行動を実行するように設定されていた。自己の複製である。周辺のコンクリートや鉄を取り込み、構造を改変し自分とまったく同じＩＦＣを作る。複製されたＩＦＣも周囲の無機物を取り込みながら増殖を続けた。

　壁や床等のコンクリートや金属を取り込み不定形のまま蠢うごめいているＩＦＣの群集は、徐々にその赤い色の勢力を伸ばし、無む秩ちつ序じよに複製拡大を繰り返す。

　しかしＩＦＣはアポトーシス細胞のように複製回数と寿命が決められていた。無限に複製増殖される危険性を回かい避ひするためだ。

　一つのＩＦＣの寿命はとても短く、活動を開始してから停止し崩ほう壊かいするまでの平均時間は十七秒程度しかなかった。

　たった十七秒間の寿命とはいえ彼らの複製はきっちりと繰くり返される。しかしそれもあと少しの間だ。複製回数も設定されており、そのリミットは遠くない。

　だが、異変は起こった。進化とは偶然の産物が繰り返された結果に過ぎない。生物の適者生存と呼ばれる自然淘とう汰たは、ＩＦＣにも同じように起こった。

　何万、何十万と繰り返された複製の中、不完全なものが出始める。完かん璧ぺきなコピーではなく、それぞれどこかに微小な差異があった。不完全なＩＦＣはさらに不完全なＩＦＣを生みだし、オリジナルからかけ離はなれていく。

　繰り返すうち、複製回数を制限する機能が狂った。非同一性物体とみなされたＩＦＣは複製回数がリセットされ、複製回数制限による破壊、アポトーシス死をまぬがれた。

　多様に変化したもののいくつかは、アポトーシス死をまぬがれて、変化し切れなかったものはアポトーシス死を迎える。そのような仕組みができあがった。

　さらにＩＦＣに生まれた多様性は、取り込んだ無機物をさまざまな形に発展させた。

　秒単位の寿命と複製の速さのため、ほんの数日で数十億種類という新たなＩＦＣが生み出されていったが、そのほとんどはただの歪いびつなものでしかなかった。取り込む無機物の形成する形状が違うだけのものだ。

　しかし中の一つが、ある日、無機物を美しく配列する。

　無機物の美しい配列は、それだけでは何も意味をもたなかった。だが研究所の四方を侵食していくＩＦＣ群の一つが自家発電用のバッテリーを取り込もうとしたとき、最初の大きな変革が起こった。

　無機物は帯電し、石に記き憶おくが刻まれた。

　コンピュータに使われるＣＰＵやＬＳＩなどの半導体の原材料は珪けい素そ、つまり石だ。ＩＦＣがそれと同じ機能を持ったのである。

　知性の土台となる進化が始まった。その進化を一言で表すなら「記憶」だった。

　記憶の継承によりＩＦＣは無機物とはいえ、生命体に等しい存在になる。無機物生命体の誕生だった。

　石に記憶することを覚えたＩＦＣ群は、無機物生命体へと変化し、一気にその勢力をのばした。活動の邪じや魔まになる他のＩＦＣ達たちを駆く逐ちくし、わずか一週間足らずで一大勢力となった。

　進化による淘汰が、徐々に規模を大きくしていく。

　記憶が生まれると、効率のいい形状や行動パターンが継承される。さらに、効率よく行動するための役割分担が生まれた。

　しかし記き憶おくの継承が行き過ぎると多様性を失い、複製回数はリセットされず、いずれアポトーシス死により絶滅を迎える。それを重要な記憶の部分にのみしぼり記憶を継承することで解決させた。

　また複雑化した機能のため、形状の記憶を自在に操るのは難しくなってきた。無機物生命体の作る個体は、徐々に形を一定化させるようになった。その形も進化の中で変わっていく。

　無機物生命体の行動パターンはさらに複雑化と多様化に満ちたものになる。その進化の多様性は、五億年以上前に起こったカンブリア爆発と酷こく似じしていた。

　四足や多足で歩行するもの。手のような突起が生まれるもの。無機物を取り込み再構築し自分の体とするための消化器官にも似たものを持つものも生まれた。

　手足や尻尾しつぽを持った、もはや生物のような形へと変へん貌ぼうした無機物生命体もあった。

　最小限の分子間力の制御で体を動かし、コンクリートの壁や床を硬い歯のある口で噛かみ砕き、体内で再構成し体の一部とする。体がコンクリートや鉄でなければ、その有り様は生物そのものであった。







　地下廃はい棄き所じよから研究所内を侵食し、数を増やしていった無機物生命体は、ついに外へ出た。壁のコンクリートを取り込み穴をあけ、外への道を開いた。穴から現れたのは子供が作った不ぶ恰かつ好こうな粘土の動物のようだ。

　穴からなかなか出てこれず、手足をばたつかせてやっと地面に降り立つ。

　おりしも六月、一年のほとんどが永久凍土と化す過酷な大地だったが、いまは春が訪れ生命が活発になっていた。地面にはコケが生え、新芽が芽吹き、長く冬を耐えてきた動物達たちも動き出している。

　最初の無機物生命体が地面に降りた。コケの生えた地面が柔らかいクッションとなって無機物生命体を受け止める。

　そのときも異変が起こった。無機物生命体の体が痙けい攣れんしだした。体の表面がひび割れ手足をでたらめに動かす。しかしそれもすぐに動かなくなった。体が崩れて細かい粒子状になる。風が吹くと粒子は吹き飛ばされ、あとには赤い六角形の核が残された。

　穴から次々と無機物生命体が這はい出てくる。穴はいくつもあいてそこからも無機物生命体は姿を現した。しかしどれもコケの上に落ちると、最初のものと同じ運命をたどった。

　地面は粒子となった無機物生命体の残ざん骸がいで埋め尽くされた。その上に落ちた無機物生命体は何事もなく歩行を開始する。しかしコケの上までたどり着くと同じように苦しみだし崩ほう壊かいする。

　何千何万何億という無機物生命体が崩壊した。さまざまな進化の多様性を見せた無機物生命体だが、ここで行き詰まった。

　原因は炭素だ。

　もとが分子間力制御装置Intermolecular Force Controlであった無機物生命体は、炭素と接触すると、分子間力の制御を失い崩ほう壊かいしてしまう。一度崩壊すると記き憶おく素子も駄だ目めになり、もう二度と同じ姿を取り戻すことはない。ＩＦＣがアポトーシス死以外で初めて味わう死であった。

　炭素とはすなわち有機物の源であり、地球上のあらゆる生命体の体を構成する物質である。

　無機物生命体にとって、地球を覆おおう有機物生命体すべてが毒であった。

　暗い地下廃はい棄き所じよの穴より外に出てからの数ヶ月は、彼らの死の行軍であった。何万何億という屍しかばねが研究所のまわりの敷しき地ちに積み上げられ、そこかしこに赤い核の残ざん骸がいが残った。

　このままでは全無機物生命体が滅びるまで行軍は続くと思われた。しかし数ヵ月後、思いがけない形で無機物生命体達たちの生き延びる道が開いた。

　冬が来たのである。

　ツンドラ地帯の冬は厳しい。永久凍土と呼ばれる地面は凍りつき、厚い雪で覆われ、有機物である草やコケは死に、または雪の下に隠れてしまう。

　無機物生命体達が初めて自由に活動できたのは、その年最初の猛もう吹雪ふぶきの日であった。

　無機物である無機物生命体にとって寒さはさほど問題にはならなかった。それどころか新しい進化の形を模索するチャンスですらある。

　彼らにとって猛毒である針葉樹を避さけて、無機物生命体は雪上に、あるいは氷上に散らばっていく。それでも建物内では集団行動ばかりであったので、完全にばらばらになることはなく一定数以上の集団コロニーを形成した。

　そして寒さに順応した進化を開始する。マイナス70度の寒さに達することがあるツンドラ地帯、彼らの生まれ故郷である地下廃棄所の中で、処分のために使われていた液体窒ちつ素そを利用するものが現れた。マイナス１９６度、液体窒素を体とする無機物生命体のコロニーである。彼らは他の無機物生命体の中で特殊な存在だった。いかに極ごつ寒かんのシベリアでもマイナス１９６度以下でないと気体化してしまう彼らは、個体の維持のために、断熱素材の無機物生命体と共きよう棲せいする。液体窒素の体を断熱素材で覆い、個体の形を維持した。

　再び春が訪れる。ほとんどの無機物生命体は春の息吹に死滅してしまった。しかし冬の間に生まれた無機物生命体のいくつかは生き残った。いずれも消極的な進化の中で、液体窒素を利用した無機物生命体のコロニーは違った。

　液体窒素に触れればどんな生命も瞬しゆん時じに凍り付いて死滅する。さらに液体窒素は思わぬ副産物を作った。

　一部の種が宿敵である炭素の対策方法を編み出す。有機物のほとんどは熱すると二酸化炭素と水を排出し、あとに残るのは消し炭だけだ。

　それにいち早く適応し、優すぐれた進化を見せたのも、液体窒素を利用する無機物生命体達だった。まず液体窒素で大気から液体酸素を分留すると、体内に血液のように流して保存した。赤い核から流れるその液体は、心臓から伸びるいくすじもの血管のように見えた。液体酸素は酸化剤として使用することにより高熱を発する。有機物どころか無機物までも溶かしかねない高熱を操るようになった。







　ＩＦＣが活動を開始して十九年の歳月が流れた。

　短い生命サイクルだった無機物生命体はゆえに急激な進化を遂とげて、あっというまにその勢力を広げていった。

　いまや複雑化した無機物生命体の寿命は、十数秒から年単位までさまざまだ。

　無機物生命体はさらに勢力を広げようと活動を活性化させた。それは地球上のあらゆる有機物生命体を脅おびやかすことを意味していた。
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　東京都港区麻あざ布ぶ台だいには数多くの大使館が存在する。

　六月の雨の中、都心にしては緑が多く残された街の中を、青の外交官ナンバーをつけたグレーのセダンがひっそりと進む。その後部座席にはＡＤＥＭの最高責任者、伊だ達て真しん治じの姿があった。

　車が大使館に到着したときにはすでに出迎えの人間が正面ゲートで待っており、彼に案内され中に入ると、さらに玄関で一人の男が立っている。

「お待ちしておりました。わざわざお越しいただきありがとうございます」

　──ロシアの駐在武官、アレクサンドル・ロマンコフか。

　駐在武官とは大使館で軍事関係の仕事をこなす人物だ。軍人と外交官という二つの側面をあわせ持ち、ときにはスパイとして活動する、ＡＤＥＭとしてはやっかいな相手だ。

　差し出された右手を握り返しながら目の前の相手を見る。身長は伊だ達てより頭一つ低く、痩やせぎすで、よく仕立てられたスーツの中でも体が泳いでいた。病院の検査服を着せたら似合いそうな、いささか貧相な体つきだった。しかし細い目の奥の鋭い眼光は、決して安あん穏のんとした人生を送ってきた国家公務員が持ちえる種類のものではない。

　ロシアの駐在武官は充分警戒に値する人物のため、簡単な人物像くらいなら伊達の頭に入っている。ロシア連邦軍参さん謀ぼう本部情報総局、略称ＧグＲルＵーは法を無視した諜ちよう報ほう活動も行う。アレクサンドル・ロマンコフが駐在武官という体てい裁さいのもと、日本でどのような活動をしているか知れたものではない。

　もっともそれは相手からＡＤＥＭを見ても同じことだ。国際的に超法規的な立場を持ち、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産に関する事件ならばどんなことでも闇やみの中に葬ほうむろうとする。ロマンコフに言わせればＡＤＥＭに比べればＧＲＵなぞ可愛かわいいものだとハナで笑うだろう。

「本来なら私どものほうから出向くのが筋だとは思いますが、今回はあまりにも特殊な事情でして……」

　恐縮するロマンコフに伊達は歯切れ良く答える。

「カバンに詰めて気軽に持ち出せるような情報でしたら、私個人を呼び出すまでもない。大使から日本政府を通じての正式な依い頼らいで事足ります」

「ご理解いただきありがとうございます。ではこちらにおいでいただけますか」

　礼れい儀ぎ正しい態度がかえって相手との距きよ離りを感じる。ロマンコフはそれを知っていて、あえて馬ば鹿か丁てい寧ねいな態度で接しているように思われた。

　──あまり友好的な態度とはいえないな。

　ロシアは隣りん国こくのわりに交流が少ない。アメリカの属国とみなされ敵視されていた冷戦時代の名な残ごりもある。

　伊達が通されたのは、ベージュのソファと木製のテーブルが置かれた一見ごく普通の客室だった。が、二階であるにもかかわらず窓は一切ない。ざっと見た限りでは監視カメラのようなものもなかった。

　ロマンコフは注意深くドアを閉め、内側から鍵かぎをかけようとしたところで、思い出したように伊達に聞いた。

「ああ、すみません。紅茶かコーヒー、どちらがよろしいですか？」

「今はけっこうです」

　伊達は勧められるより早くソファに腰掛け、暗に社交辞令はもうここまでという態度を見せる。

「いや、話が早くて助かります。では」

　ロマンコフは唯一の出入り口でもあるドアの鍵をかけ、伊達の向かいのソファに座った。すぐに天てん井じようから大きなスクリーンが下りてくる。

「これからお見せする映像は他言無用でお願いいたします」

　ごく当たり前の言葉だが、その声の裏に鋭い刃を潜ひそませている。細い目の奥から、軍人としての厳しい一面がかいま見えた。

「心得ています」

　よほど口外されたくない映像なのだろう。遺産に関する事件の重大さと共にロシア国家の威信が色濃く出ているように思われた。

　ロマンコフは簡単なロシアの地図を伊だ達ての前に広げる。

「一週間ほど前からシベリアの北部に点在するいくつかの村が音信不通になりました。我々は最初、ロシア内部に潜せん入にゆうしたスパイによる侵略行為とみなしました。近くに重要な研究機関があったからです。しかしそれはまったく的外れな見解でした」

　ロマンコフの声がわずかではあるが徐々に緊きん張ちようを帯びていく。

「いまからお見せするのは、村に調査に向かった部隊から通信映像で送られてきたものです。我々の手に残ったのは映像のみです。部隊は全滅しました」

「その部隊を全滅させた敵が、強力な遺産を使用していたのですか？」

　伊達がそのように予測したのは、ロマンコフの口調には軍人でもある彼のプライドが見え隠れしたからだ。ロシアの軍隊が侵略者に負け、ましてそれを解決できずに第三者に手を借りるとなれば大変な名折れとなる。

「そのような単純な事態ならば、どんなにか」

　返すロマンコフの表情は複雑なものだった。まるで見当違いだという嘲あざけりと、それでも抱いてしまうＡＤＥＭに対する期待と希望が入り混じっていた。

「我々も判断しかねているのです。まずはご覧になってください」

　ロマンコフがスイッチを押すと、部屋の照明が落とされ、スクリーンに映像が再生される。

　映っているのは深い雪と針葉樹に囲まれた小さい集落だった。カメラの映像は粗くノイズも多い。暗い映像を無理やり明るくしたのか、コントラストが不自然に強かった。視点の位置は高く上下運動も激しいことから、ヘルメットカメラの映像だと推測できる。

「これから起こる出来事を言葉で説明するのは困難を極めます。──なにより、信じてもらえないでしょう」

　最後の言葉は、国家、企業などの組織の大小を問わず、自らが手にした遺産を扱いかねＡＤＥＭに依い頼らいしてくる者達たちに共通のもので、伊達には聞きなれた言葉だった。伊達の横に八や代しろがいれば、ウチにくる依頼者はいつも同じことを言う、怪奇現象よろず解決屋とでも思われてるんでしょうか、と肩をすくめてみせたことだろう。

　しかし、スクリーンに映し出された映像は、数々の遺産事件を目にしてきた伊達を驚きよう愕がくさせるに充分なものだった。
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『この村か？』

　数人の男がカメラの横から入ってきた。全員がロシア軍の軍服で銃をかまえていた。熟練した兵士達たちなのかそれとも優秀なのか、フォーメーションは崩れることなく迅じん速そくに村の中央へ進む。

　村の中心は広場になっており、その中央には不思議なオブジェが置いてあった。

『なんだこりゃ？　この村の工芸品か？』

　兵士が見上げたのは５、６メートルくらいのガラスの塊かたまりだった。ガラスの中に赤いラインが何本も走っている。まるで血管のようなそれは、生理的嫌けん悪お感かんを呼び起こすのか、気味悪そうにカメラが下がった。

『まずは住人を探せ』

　隊長の指示で、奇妙なオブジェを遠巻きにしていた兵士達も、村中に散っていった。

『隊長！』

　しばらくして兵士の一人が村の奥から慌あわてて戻ってくる。

『大変です。来てください』

　案内する兵士を追って、カメラが激しく動く。視点が左右へ激しく動くのは周囲を警戒しているからだろうか。やがて一つの民家にたどり着いた。

『こちらです』

　民家の中に兵士達がなだれ込む。カメラも少し遅れて中へ入りまわりを見渡した。兵士達はあっというまに民家の中で散開し、最初に異常を知らせた兵士と隊長とおぼしき男が奥へ向かった。緊きん張ちようからか、後に続くカメラが落ち着かない。

『こっちです』

　一番奥の部屋にあったベッドの上に人影が見える。

『……なんだこれは？　死体……なのか？』

　死体の猟りよう奇き的てき状況に部屋に入った兵士全員がうめいた。

　画像が粗いが、顔の口、鼻、目、耳、穴という穴がふさがっている。ふさいでいるのは石だ。腹が歪いびつに膨ふくれていた。兵士の一人がおそるおそる手を伸ばして触るが、触った瞬しゆん間かん、すぐに手を引っ込めた。

『中に硬いものが……』

『腹の中まで入り込んでるってことか？』

　まるでゼリーのように柔らかくなった石が人間の体に侵入し、そのまま元の硬さを取り戻したようだ。

『おい、しっかりしろ』

　隊長が振り返ってカメラの持ち主の肩を叩たたく。二十代半ばの精せい悍かんな面つら構がまえの男がカメラに映し出された。

『は、はい。大だい丈じよう夫ぶです』

　しどろもどろになって返事をする声に重なるようにして、外から悲鳴が聞こえてきた。

『うわあああああっ！』

　悲鳴に続いて、いきなり激しい銃声が何度も鳴り響ひびく。

『どうした！』

　兵士達たちが急いで民家から出る。カメラも慌あわてて家を飛び出し、そして呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　村の中にいつのまにか四本足の獣けものがいた。象のように太い四し肢しに巨きよ躯く。しかし決してそれは象などではない。それどころか生き物であるかも怪しかった。

　全身がガラスのように透明で、中では赤いラインが電子回路のように駆け巡っている。体のラインが収束する中央にはルビーのように鮮やかな赤い球体がある。光り輝かがやくそれはあたかも心臓のように見えた。

『広場の中央にあったオブジェか？　あれがロボットかなんかだっていうのか？』

　隊長の推測は半分は正しかった。広場中央から奇妙なオブジェは消えうせている。

『ぎゃああああっ』

　兵士の一人が木片のごとく吹き飛ばされた。そばにあった民家も簡単に半はん壊かいする。太くて長い首と球状の頭はまるで鉄球ハンマーだ。

　兵士が悲鳴をあげながら小銃を乱射する。しかしガラス質の体はわずかに欠ける程度で、ことごとく弾丸をはじき返した。

『ば、化け物か』

　獣が、その巨体からは想像できないほど俊敏に突進する。何人もの兵士がはじき飛ばされ、民家が次々と瓦が解かいした。

　それでも一体だけなら被害を最小限に食い止めて、撤てつ退たいもできたかもしれない。しかし別の場所から発生した新たな悲鳴と銃声が、さらなる状況の悪化を知らせた。

　悲鳴の方角を向いたカメラは、最初の一体とはまったく異なる奇妙な獣を映した。

　四本足で俊敏に動くさまや大きさは鹿しかのようだ。しかし体の構造はまったく異なる。細長い棒で無理やり作った奇妙な体。逆関節の四本足も反り返った胴体も異様に細い。どんなに太いところでも直径10センチメートルもないだろう。頭にあたる部分はさらに長く細く上にせり上がり、先せん端たんは針のように鋭い。鉄球ハンマーを持つ物体と同じく、体は透明で中には赤いラインがある。

　しかも今度現れたのは一つや二つではない。カメラに映っているだけでも十以上の棒状獣じゆうの姿があった。それらが俊敏に動き回りながら兵士達を襲おそった。

　兵士も銃で応戦するが、左右に跳ねながら迫る細い体に命中させるのは難しい。鋭利な先せん端たんが兵士達たちの体にめり込んだ。一体が突き刺すと他の棒状獣じゆうが次々とあとに続いてツノを突き刺し、兵士の命をあっさりと奪った。

　棒状獣に飛び掛かられた兵士は次々と押し倒され、そのまま刺されて絶命していった。カメラの持ち主は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているが、運がいいのかまだ襲おそわれていない。

『撤てつ退たい！　態勢を立て直す！』

　すぐそばで怒鳴っている隊長の声がむなしく響ひびく。

　ほとんどの兵士が倒れ、部隊はほぼ壊かい滅めつ状態となる。すると棒状獣の次なる標的は、同じガラス質の体を持つ、鉄球ハンマーを振りまわす巨きよ躯くへと変更された。

　巨躯を四方から取り囲み、ツノをつこうとする。巨獣も岩石の頭を振りまわし防戦するが、俊敏な棒状獣になかなか当たらない。それは肉食獣が大型の草食獣を追い詰める姿を連想させた。

　巨躯の奮ふん戦せんのかいがあってか、一匹が振りまわしている頭に弾はじき飛ばされて粉々に砕けた。しかしそれが隙すきとなった。棒状獣が反対側からツノを突き刺す。弾丸すら跳ね返していた巨獣の体がやすやすと貫通される。周囲のガラスにひびが入り砕け散った。

　棒状獣は次々とツノを突き刺し、そのたびに巨躯の体が砕けていく。ついに足も砕け、地面に倒れた。思うように動けなくなった巨躯へいっせいに飛び掛かる棒状獣。その容よう赦しやのなさはますます肉食獣を連想させた。えぐられていく体の奥から赤い光が見えた。

　そのときカメラが大きくぶれた。カメラの持ち主のうめき声が聞こえ、カメラが下を見ると腹から棒状獣のツノが突き出ている。うしろから突き刺されたのだ。

『くそ、大だい丈じよう夫ぶか！』

　一人奮戦する隊長が銃を撃うって、棒状獣をしりぞけた。カメラがゆっくりと倒れていく。映像は真横になり、右半分は地面しか映っていない。左半分にはかけよってくる隊長の姿が映っている。

　隊長が手をかけた拍子にカメラが空を向いた。隊長の顔の向こうはどんよりと曇くもった厚い雲ばかりだ。

『しっかりしろ。まだ……』

　その言葉は途中で止まる。隊長の表情がすでにカメラの持ち主が、死んでいることを物語っていた。隊長が手を離はなすと、カメラはまた力なく横を向いた。

『誰だれか応答しろ。ほかに誰かいないか！』

　通信機に怒鳴りながら銃を撃ちうしろに下がる。

　なんとかこの状況を打破しようとあがき、奮戦するが数体の棒状獣に取り囲まれ、完全に逃げ道がなくなってしまった。

『くっそおおお！』

　銃を乱射するがついに弾丸がつきた。包ほう囲い網もうの輪がじわりと狭くなる。

『死んでたまるか』

　大振りのナイフを取り出し最後まで抵抗の姿勢を見せた。飛び掛かってきた一体目の棒状獣じゆうのツノをナイフではらう。二匹目も同様にしりぞけた。しかしほぼ同時に背後から飛び掛かってきた三匹目は防げなかった。

『くっ……』

　わき腹を突き破ったツノをつかみ、隊長は膝ひざをつく。さらに次々と棒状獣が襲おそいかかろうとした。しかし突然雰ふん囲い気きが一変する。

　全部の棒状獣が立ち止まり、あらぬ方向を見た。その様子はあきらかに警戒だった。しかしそれもわずかな間だ。すぐに見ていた方向と反対側に、まるで一目散に逃げるように棒状獣は走り去る。

　隊長はそのまま倒れて動かなくなった。死んだのか気を失ったのかまでは判別できない。

　それから数分は画面になにも変化はなかった。風で舞い上がった氷がカメラに付着する。

　しばらくして棒状獣が警戒していた方角から、一つの人影が現れた。いままで映っていた軍人達たちに比べるとフードの上からでも体の線が細いと解わかる。

　何度か画面に現れては消える。村の様子をさぐっているのだと解った。最後に倒れている隊長のところにくると体を調べ、呼吸や脈、傷口を確かめて生きていることを確認していた。

　生きていると解ると、自分のフードを外し隊長をくるむ。フードの下から現れた亜あ麻ま色いろの長い髪が風に大きくなびいた。

　それから何かを探すように周囲を見渡した。カメラに気づいたのか歩み寄る。近づくにつれその人物が女性であり、このような現場にまるで似つかわしくない整った顔立ちの美女だと判明した。

　美女はカメラを持ち上げると、話しかけてきた。

『このカメラがデータ通信で外部に繋つながっていることに望みをたくして話します』

　高い知性を感じさせる翡ひ翠すい色いろの目だった。

『この状況をどう説明すべきでしょうか……。まったく異なった生態系の生物が、シベリアの生態系を脅おびやかしています。いままでの生き物のように有機物で構成された体とは異なり、ガラスなどの無機物で構成されています。にわかには信じられないと思いますが』

　美女は辺りを見渡してカメラの向きを変えた。そこには倒れて動かなくなった巨きよ躯くの無機物生物がいた。

『あれが無機物生物です。私達はグラキエスと呼んでいます。他ほかにもさまざまな無グ機ラ物キ生エ物スは存在し、独自の生態系を構築しています。動物だけではありません。植物のような形をしたものもたくさんいます』

　カメラは再び美女の顔を映した。

『無グ機ラ物キ生エ物スの生息領域は急速に拡大を続けています。ときに津波のように襲いかかり、周辺の村を全滅させてしまいます。この辺りもまもなく呑のみ込まれるでしょう』

　映像のノイズが多くなった。

『私は他の生存者と共に、この悪夢のような土地でなんとか生き延びています。現在は三十七名。いえ、いま発見した軍人もいれたら三十八名でしょうか。老人や子供もおり、逃げるのも限界です。本当は軍隊がここに乗ってきた車に乗りたかったのですが、すでに彼らの血肉になってしまったあとでした』

　ノイズの中にあっても、落胆の色はありありと解わかった。

『私が望むのは二つです。一つはこの無グ機ラ物キ生エ物スの生息地をこれ以上拡大しないよう対策を練ってください。二つ目は三十八名の人間の救出です。しかし危険がともないます。闇やみ雲くも……に……ぐんた……を送って……も……今の二の舞になるだけ……』

　声にノイズが混じるのと一いつ緒しよに、画面にも細かなノイズが多くなり、亜あ麻ま色いろの髪は徐々に色彩を失いつつあった。

『まもなく電波が届かなく……でしょう。彼らの生息地は……電波が乱れ……。私の名前……スヴェ…ラーナ…クレール……』

　映像と音声は唐突に途切れた。
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　伊だ達てはしばらく呆ぼう然ぜんとしたまま声を出せずにいた。

「驚おどろかれるのも無理はありません。我々もいまだに混乱しているのですから。こんな生き物など見たこともない。確かに人体実験の末、人ならぬ力を手に入れて異形の姿へと変異した例もあることは知っています。しかしこれは、そのような事例ではない」

　ロマンコフの指摘は半分は正しくて半分は間違っていた。確かに伊達はカメラに映った奇妙な生物にも驚いた。しかし心の準備ができている分、その驚きはある程度抑えることができる。

　問題は残りの半分だ。

　──なぜ彼女が!?

　最後に映った亜麻色の髪と緑の瞳ひとみを持つ女性。

　スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤ。

　二十年前、ロシアがソビエト連邦だった頃ころ、日本へ亡命した科学者に同行し、まだ無名だった峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうと邂かい逅こうをはたした人物だ。

　彼女は、峰島勇次郎の遺産の最初の犠ぎ牲せい者しやでもあり、初めての成功例でもあり、真まな目め家けと峰島家の因いん縁ねんの起因の一つでもあった。

　あの頃ころの姿はいまでも鮮明に覚えている。彼女の美しさもさることながら、圧倒的な戦せん闘とう能力は脳裏に焼きついていた。

「おっしゃるとおり、にわかには信じがたい映像ですね。最後に映った民間人の女性は？」

　内心の動揺を悟られぬよう、伊だ達ては慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「まだ見つかっておりません。これは由ゆ々ゆしき事態です。状況は一刻を争います。ぜひＡＤＥＭにご協力をお願いしたい」

　建前を述べるロマンコフの口調に迷いはなかった。当時まだ若いロマンコフ個人はスヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤのことを知らない可能性が高い。ソ連時代の国家最高機密はほとんどが闇やみに葬ほうむられてしまった。伊達が彼女を一目見て解わかったのは、自分が事件の当事者だったからである。

「ＡＤＥＭとしても遺産事件ならば、早急に介入し解決に最善をつくすことをお約束いたします。しかし一つ質問させてください。これが峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産事件だと確証にいたるものはなんでしょうか？」

　最近は人には理解しがたい出来事すべてが、峰島勇次郎の仕し業わざと決め付ける傾向がある。

「確証はあります。じつは……」

　ロマンコフが口にした理由を聞き、伊達はますます因いん縁ねんめいたものを感じた。

「確かに、遺産である可能性は高いですね」

「ご理解いただけて幸いです。さて、ここから先はＡＤＥＭにとって少々不愉快な話になるかもしれません」

「不愉快？」

「はい。大変恐縮なのですが、支援をしていただくにあたり制限を用意させていただきます。こちらから頼たのみにきておいてと、ご不満もあるでしょうが、そこはどうか我々の国際事情を汲くみ取っていただきたい」

「制限とはなんですか？」

　伊達はあえて端たん的てきに話を進めた。

「制限が二つ、条件が一つあります。制限の一つは機材の持ち込み制限です。必要な機材はこちらですべて用意します。どうしてもというものだけ、こちらでチェックをしたのち認可いたします」

「待ってください。すべてを用意するのは無理でしょう。こちらも相応の装備があります。ＬＣ部隊の装備の中には極秘のものも少なくありません。そちらで用意していただくのは不可能です」

「必要ありません」

「必要ない？　どういうことですか？」

「我々はあの奇妙な生物に物理的に対抗する策をすでに持っております。ＡＤＥＭにお願いしたいのは、あくまであれに対する学術的な研究と解明です。ですからＬＣ部隊は必要ありません。最初にお話しておくべきでしたね。現地入りできるのは三名まで。軍関係者はだめです。全員文官、つまり研究者でお願いします」

「馬ば鹿かなっ」

　薄うす暗ぐらい部屋の中で伊だ達ては思わず机を叩たたく。だがロマンコフは動じることなく、さらに言葉を付け加えた。

「最後に条件です。派遣していただく三名の中に峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産研究の第一人者、岸きし田だ群ぐん平ぺい氏を加えていただきたい。必ずです」

「何をおっしゃるのかと思えば……」

　議論の余地もないと言うように、伊達は首を大きく横に振った。

「失礼だが、岸田群平博士の重要性を解わかって言っているのですか？」

「もちろん。だからこそ、ぜひにとお願いしているのです」

　臆おく面めんもないロマンコフの言葉は、伊達から大きな嘆息を引き出しただけだった。

「制限も条件も両方呑のめません。あなたのおっしゃっていることは危険な地域へＡＤＥＭの頭脳と情報のみを提供しろということだ。まして岸田博士の見識はＡＤＥＭの要かなめ。いくらでも替えがきく私などより、よほど重要人物です。護衛もつけず送りこむなどもってのほかです」

　暗に、これは体ていのいい人質だという意を言葉にしのばせる。

「確かに理り不ふ尽じんなお願いに見えるでしょう。心中お察しします。ですがどうぞ護衛はこちらに任せてください。我々にはあの奇妙な生物に対抗する策はあります。岸田博士が研究に専念できる環境をお約束します」

「では、あの奇妙な生物に対する策というものを、まず見せていただけませんか？」

「それはできかねます」

「即答はできない。後日改めて連絡させていただくが、よろしいか？」

「……近く行われる国際安保理ですが」

　交渉の席を立ちかけた伊達の背に、ロマンコフの言葉が投げられる。

「最近の国際情勢では日本、ひいてはＡＤＥＭの立場がとても微妙になっています。今度の安保理で可決される第三京都条約の内容、ＡＤＥＭにはそうとう不利な内容かと。海かい星せいの件はお察しします。軍部の反乱は我々も二十年近く前に経験しています」

　振り返るとそこには、伊達の神経を逆なでするロマンコフの薄笑いがあった。

「しかしここで常任理事国である我が祖国の後ろ盾があれば、条約の内容はもっと有利なものへと変わるでしょう。いかがですか、悪い条件ではないと思うのですが？」
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　ＡＤＥＭ本部の廊下を伊だ達てが足早に進んでいく。すれ違う職員は敬礼をしつつも伊達の様子が普ふ段だんと違っていることに気づいた。普段から険しい表情をさらに厳しくしている。機き嫌げんが悪いのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　苛いら立だちを隠しもせず胸ポケットから携帯電話を取り出し、各所に指示を出す。

「日本政府にＥ─０６０の発行許可を。そうだ条件付特例恩おん赦しやだ」

　廊下を歩きながら、また別のところに電話をかけた。

「Ｂ─００４４５の開発はまだか？　あと十二時間でものにしろ」

　エレベーターを待っている間、また別のところに電話をかけた。

「ヘリの用意だ。そうだ。あれから二週間が経過している。ああ、休暇は終わりだ」

　エレベーターの中で、また別のところに電話をかけた。

「岸きし田だ博士か。いまから十二時間後にケースＳの模も擬ぎ演習を行う。そうだ」

　また別のところに電話をかけた。

「Ｓ─００００１を起こせ。あいつにも働いてもらうぞ」

　エレベーターを出るとすでにそこにはヘリコプターが待ち構えていた。

　──しかしここで常任理事国である我が祖国の後ろ盾があれば、条約の内容はもっと有利なものへと変わるでしょう。いかがですか、悪い条件ではないと思うのですが？

　ロマンコフのいやらしい笑い方が脳裏に張り付いて離はなれない。

「なめられたものだな」

　伊達は携帯電話を握りしめ奥歯をかみ、感情を押し殺した。
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　峰みね島しま由ゆ宇うの心は深い懊おう悩のうの闇やみに閉じ込められていた。

　いま彼女の心を占めるのは三つの事柄だ。ＮＣＴ研究所から出るのではなかったという後悔。十年前、比ひ良ら見みを救えたのではないかという自責。そして坂さか上がみ闘とう真まと出会い希望を抱いてしまった悔かい悟ご。

　三つの思いが彼女の心を絶望の底へがんじがらめに縛しばりつけている。

　どんなに世界が希望に満ちていても、峰島勇ゆう次じ郎ろうの娘という事実から逃れることはできない。それは海かい星せいの事件で痛感した。

　ゆえに由宇は再び自分の殻に閉じこもることを選択した。それは闘真に会う以前の殻よりも分厚く、何者をも拒絶していた。心を閉ざし、ただ時が過ぎるのを待つ。何も感じない。考えない。少しでも心を動かせば、あの少年のことを思い出してしまう。

　テーブルの上に花が飾ってあるのに気づいた。

　それみたことか、と由ゆ宇うは自じ嘲ちようする。思い出したのはやはりあの少年のことだった。

　──花が咲いたら、見にこようよ。

　逃亡中に二人で見上げた山桜。山の奥にたたずむ桜はまだ蕾つぼみだった。

　本気なのか冗談なのか。逃亡中にもかかわらず闘とう真まはのほほんとした笑顔で言った。

　二人でのんびり花を見上げることなど、できると思っているのか？　思わずいつもの冷たい反論が口から出そうになった。しかし由宇はそののほほんとした顔に反論しきれず、つい、それもいいなと笑ってしまった。その微笑ほほえみはささやかではあるが希望というものの芽め生ばえだったと、今では解わかる。

　闘真はいつも愚おろかなことばかり言っているように見えた。絵空事ばかり語っているように見えた。その能天気な態度が面おも白しろくなく、不愉快で、時に冷たく君は馬ば鹿かだ非現実的だ間抜けだと罵ののしった。

　しかし彼はいつも真剣で真ま面じ目めだった。その言葉に嘘うそはなかった。

　闘真は本当に命がけで自分を助けにきてくれた。何千という兵が待つ空の要よう塞さいの中にも。真っ暗な深海２０００メートルの海の底にも。ＮＣＴを出てから、常に闘真は自分の横にいてくれた。自分に何か起これば比ひ喩ゆでもなんでもなく、火の中水の中、かまわず必死に助けにきてくれた。

　抱きしめられたときに感じた体の熱さ、強く手首を握り締しめられたときに知った思いがけない手の大きさ。

　思い出すだけで鼓動は速くなり、胸が苦しくなる。

　しかし、由宇を守るため闘真の手に強く握られた鳴なる神かみの尊みことを、由宇はもう認識することができない。闘真が刃を振るうたび、闘真はどんどん遠い存在に、否いな、抹まつ消しようしなければならない対象になっていく。

　闘真は由宇に希望を教えてくれた。

　同時に抗あらがいようのない絶望も教えてくれた。

　ダメだ。絶対に──。

　二度とあいつのことは考えない。思い出さない。

　もう一度、自分自身の殻を確かめるように肩を抱き、うずくまる。心を閉ざし、ただ時が過ぎるのを待つ。

　しかし由宇の選択は何も生みはしない。そのことに気づくのは大事な人を失ってからなのだが、いまの彼女の未成熟な心では気づくはずもなかった。

　明かりがついた。まぶしさに目を細める。

「ずっと暗くしていると体に悪いよ」

　優しい声が聞こえてきた。十年間聞きなれた声だ。緩かん慢まんな動作で顔を持ち上げると、天てん井じようのガラスの向こうに岸きし田だ博士の顔があった。

　海かい星せいに襲しゆう撃げきを受けたＮＣＴ研究所は急ピッチで復旧作業が進められている。最優先されたのが由ゆ宇うが十年間過ごしてきた地下１２００メートルの最下層だ。もともと被害の少なかった最下層の復旧はあっというまに終わり、最低限のセキュリティ設備も稼か動どう可能になると、由宇の身柄は再び地下の奥底へ戻された。

　彼女の待遇を改善しようという声も上がったが、由宇自身が最下層にいることを望んだ。外界とのつながりを少しでも断ち切りたかったのだ。

「気分でも悪いのかい？」

　返事をしない由宇に岸田博士は辛しん抱ぼう強く話しかけていた。

「もし体のどこかが悪いのなら言って欲しい。私は心配だよ」

　由宇がもう一度顔をあげたとき、岸田博士は表情を輝かがやかせるが、由宇はすぐにまた膝ひざの間に顔をうずめてしまい、岸田の喜びはぬか喜びに終わる。

「ふう、しかたない。いまはゆっくり休んでいてくれ。あれだけのことがあったんだ」

　立ち去ろうとした岸田博士だが、思い直して立ち止まった。

「由宇君、これは言いにくいことなのだが、どうやらまた何か大変なことが起こったらしい。伊だ達てさんが各部署に自ら緊きん急きゆう連絡を取って指揮しているんだ」

　嫌きらっている伊達の名前にも、由宇の反応はない。

「伊達さんは君に協力を頼たのむだろう。できるだけ私は阻はばむつもりだが、心の準備だけはしておいてくれ」

「かまわない。必要ならいくらでも利用するといい」

　由宇は顔を伏せたまま返事をして、それっきり黙だまってしまった。
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　日本に寄港しているサルベージ船に向かうヘリコプターがあった。ちょうど時を同じくして船上減圧室ＤＤＣの気圧が外気圧と一致したことを示す青いランプが灯ともった。

「ああ、気持ちいい！　久しぶりの陽ひの光だ！」

　マモンは減圧室から出ると、空に向かって大きく伸びをした。

「なにせ二週間ぶりだもんね。毎日毎日、海を見ながら狭い暗い部屋の中でじっとしてるなんて、体が腐っちゃうよ。あー、外はいいなあ！　空気はおいしいし、体は伸ばし放題だし。潮風サイコー」

　体を伸ばす運動をしながら、マモンは上じよう機き嫌げんに喋しやべりまくる。

「気持ちよくなったら、なんだかおなかすいてきちゃったな。なんかない？」

　マモンは自分を取り囲んでいる人間達たちに向かって話しかけた。しかし返答はなく、冷たく向けられた数十の銃口は揺らぎもしない。

　マモンを取り囲んでいるのはＡＤＥＭ所属のＬＣ部隊の隊員達だった。

　二週間前の海かい星せいとの戦いで、マモンは八や代しろの策略にはまり減圧室に閉じ込められた。加圧された部屋から出るには、二週間以上かかる減圧を減圧室の中でただじっと待つしかない。いかにマモンが変異体の能力を使って部屋を出ようと、呼吸をする以上は潜せん水すい病びようにかかってしまう。

　二週間たち、減圧は無事に終了した。しかし同時にＬＣ部隊が減圧室を取り囲み、ただならぬ雰ふん囲い気きを作っていた。

「なんだ、無ぶ愛あい想そだな。もうちょっとニコーって笑ってもいいんじゃない？　ＡＤＥＭの就職条件って無愛想で無ぶ遠えん慮りよなことって項目でもあるの？」

　手をひらひらと振って挑発気味の口調でマモンは周囲を見渡す。いつのまにか手に握られているのは何もかも分解してしまうナイフ、小型化された霧む斬ざんだ。

　空気は痛いほどに張りつめられ、いまや一触即発の状態となった。

「ちょ、ちょっと待ってよ。ストップ、いきなりそれはなし」

　間に入ったのは、マモンから遅れて船上減圧室から出てきた八代だった。

「この二週間おとなしくしててくれたじゃない？　ねっ、ここはもうちょっと穏おん便びんにいけないかな？　天気がいいのにいきなり血なまぐさい場面は勘かん弁べんしてくれ」

「えー、なんで？　なまった体ほぐすのにちょうどいいと思うけど」

「よくない。絶対よくない。後ご生しようだからおとなしくしてくれないか？」

　一転、ナイフの切っ先と殺意が八代に向けられる。

「なんか勘違いしてない？　僕とあなた達は敵同士なんだけど」

「いや、昨日の敵は今日の友って言うじゃない。あははは」

　両手を小さく挙げて八代は笑って見せるが、マモンがにこりともしないので徐々に小さくなっていった。

「さんざんチェスで僕をコケにしてくれたヤツを、友だなんて思えないな」

「チェスこそ友愛の証あかしだよ」

「弱いふりして相手を笑う腹黒なヤツが言っても説得力皆無」

「それはそれ、これはこれってことで」

「あはははははは、ずうずうしいね」

　笑っていたマモンはそのままナイフを突き出す。切っ先が高振動でぶれている。いま触れれば高振動で分解されてしまう。

「じゃあこれも、それはそれってことでいいよね？」

　ナイフの矛ほこ先さきを変えた先に立っていたのはＡＤＥＭのトップ、伊だ達て真しん治じだった。八代との会話で少し緩ゆるんでいた雰囲気が引き裂けんばかりに高まった。伊達は目の前のナイフを見ても表情一つ変えず、静かに立っている。

「そんなことさせると思ってるの？」

　伊だ達てとナイフの間を水の壁がさえぎった。水を自在に操るウィンディーネの使い手、環たまきあきらのしわざだった。

　マモンは戦いの予兆に喜悦の表情を浮かべ、隊員達たちは引き金を引く寸前だった。あきらは普ふ段だんの戦せん闘とうでもめったに見せない、こめかみに血管を浮かべたぶち切れた顔をしていた。

　そこにパンッと気の抜けた手拍子が一回だけ鳴った。強すぎればきっかけとなり戦闘が始まり、弱すぎればなんの影えい響きようもなかった。絶妙な強さの拍手だった。たった一度の拍手が、全員の気をわずかにそいだ。

「はい、それまでそれまで。やだなあ、こんないい天気に血なまぐさいことはやめようじゃないか。平和が一番、もしかしたらおなかすいてピリピリしてるの？　確かにＤＤＣの中にあったアメリカ軍のレーションは食べれたもんじゃなかったもんね。今晩、僕はお寿す司しとプリンにしようと思うんだけど」

　わずかに緩ゆるんだ空気にすべりこんだ八や代しろの言葉は、さらに辺りの雰ふん囲い気きを弛し緩かんさせた。それでもわずかに足りない。戦闘を終わらせるきっかけには届かなかった。

「銃をおろせ。環君、君も下がって」

　緩んだ気配を伊達の言葉が引き締しめる。それが逆に全員に冷静さを取り戻させた。

「でも」

　あきらが渋る。

「下がりたまえ」

「は、はい。失礼しました」

　あきらがウィンディーネの水の壁を取り払う。伊達の目配せでマモンを取り囲む銃もおろされた。残ったのは伊達に向けられた霧む斬ざんだけだ。

「へえ、さすがトップの人間ともなれば器もでっかいね」

　流し目で八代をうすら笑う。

「器小さっ」

「え、ええ！」

　八代が弁護を求めてあきらを見ても、

「ごめん、擁よう護ごできない」

　瞬しゆん時じに目をそらされた。

「ああ、なんか馬ば鹿からしくなっちゃった」

　マモンが霧斬をおろし腰のうしろにしまうと、ようやく殺気だった雰囲気が消えた。

「それで、ＡＤＥＭのお偉いさんが僕みたいな哀あわれな捕ほ虜りよになんの用？　もしかしてあれかな。君には黙もく秘ひ権けんがある。発言がうんたらかんたら、弁護士を呼ぶならとか言うの？」

「ＡＤＥＭは警察じゃないよ」

　八や代しろがすかさず否定した。

「じゃあなんの用なのさ？」

　八代は伊だ達ての表情をうかがい、手元の書類にも目をやる。ある程度予想はしていた、そういう顔をしていた。

「たぶん条件付特例恩おん赦しやの件ですよね？」

「なんなのそれ？」

「おまえが説明しろ」

　伊達が渡した分厚い書類をめくりながら八代はにっこりとマモンに笑いかけた。以前由ゆ宇うにうそ臭くさい笑みだと評された笑みは、マモンにも同じ印象を与えたようだ。胡う散さん臭くさそうに八代を見ている。

「なんだか嫌いやな予感」

「そんなことないよ。簡単に言うとスカウトだ」

「スカウトぉ？」

　思いがけない言葉にマモンは素すっ頓とん狂きような声を出した。

「そう、スカウト。ただし報ほう酬しゆうは高額なお金じゃなくて、いままでの犯罪の免除ってこと」

「つまりＡＤＥＭ流司法取引ってわけ？　でもいいの？　僕いっぱいいっぱいあんたたちの仲間殺しちゃったよ」

「もちろん相応の処置はある。まず言動の制限。詳しくは書類に書いてあるが、まあ読まないよね？　あとで詳しい人に説明させるけど、ここは僕がざっと説明してあげよう」

「なんだか偉そうだね」

　マモンはやや憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「まず第一に公私を問わず行動は監視されることになる。行動範囲もいろいろと制限がつく。海外はもちろんのこと、定められた場所から半径１００キロ以上離はなれることも駄だ目め」

　長々と説明する八代の言葉をマモンはあくびをしながら聞いていた。

「それと居住区も制限がつく。百平方メートル以上の広さは認めない。へえ、初めて知ったな。つまり贅ぜい沢たくは許さないってことだね。アメリカの司法取引のほうが条件いいね。でもまあ東京のアパートじゃ充分贅沢な広さだよ」

　マモンは頭をかきながら空を飛んでいる鳥を見ていた。

「そうそう、一応給料も出るよ。危険手当もある。ちょ、ちょっと待てよ。これってもしかして僕より場合によっちゃ給料いい？　マジで？　それはないでしょ？」

　八代は説明そっちのけで書類をめくり、指を折り、なにやらぶつぶつ計算をはじめたところを、あきらに小突かれ慌あわてて自分の職務を思い出した。

「あ、ごめんごめん、それとえーっと……」

「ちょっといい？」

「ん？　なんだい？」

「僕の身柄の引渡し要求、他ほかにどっからもきてないの？」

「………………もちろん引く手あまただよ？　でも悪いね、君の身柄を確保したのはＡＤＥＭだから悪いけど握りつぶさせて……」

「もういいっ！　嘘うそをつくならもっと上う手まくつけっていつも言ってるだろ!!」

「あ、いや、あのね」

　まだ話そうとする八や代しろの手から書類をひったくると、マモンは乱暴に書類をめくって最後にある契約書のサイン欄らんに名前を書く。

「はい、これでいい？」

　最後に書類を八代の胸に押し付け、投げやりに言った。
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「で、これが最初の任務ってわけ？」

　マモンは風に声がかき消されないように、大声で怒鳴った。怒鳴るのは風の音ばかりが理由ではない。これから行われる無む茶ちやな任務への抗議の意味もふくまれていた。

　マモンがいるのは飛行機の貨物室の中だ。後部ハッチが開いていて雲とさらに下には緑の生い茂った山が見える。風とエンジン音がうるさい。

『怒鳴らなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、声はちゃんと聞こえてる。と言いますか、怒鳴らないでくれ。耳が痛い』

　イヤホンから聞こえてきた八代の声は、マモンの切迫した雰ふん囲い気きと裏腹に腹立たしいくらいのんびりしていた。

「あなたもパラシュートなしで６０００メートルの高度から飛び降りる身になってみればいいんだ！　僕の怒鳴りたい気持ちが解わかるよっ」

『いや、ははははは。絶対解りたくないね。飛行機の操縦に忙しくて。それにこのテストは君が適任ってなったんだから、誇りに思わなくちゃ』

　マモンは鼻にしわを寄せて自分の体を見下ろした。ダイバースーツのように体にフィットした柔らかい素材の服を着ている。

『ＡＤＥＭ特製アンチインパクト対衝撃スーツ、Ｂランクに該当する技術でね。正確には深海探査用スーツを改良した代しろ物もので性能は折り紙付き。ＡＤＥＭでもつい先日使用認可が下りたばかりの新品だよ。つい一時間前に完成したばっかり』

「ばっかりばかりのうえに、こんなやわっこい服で本当に大丈夫なの？」

『大丈夫なんじゃないかな？　モグラのお姫様の説明によると、内に向かうベクトルをすべてスパイラル構造の斥せき力りよくによって……えーと、待って、訂正。衝しよう撃げきの99パーセントは胸のところの球体に集約？　するらしいよ。どう？　安心でしょ？』

「その疑問符だらけの説明で安心できる人間を見てみたいね」

『このくらいの高度と速度ならぎりぎり大だい丈じよう夫ぶだろうという話だよ。３０００メートルまできたら、落下速度はだいたい一定だし』

「なんでいきなり限界テストに挑戦するのさ!?」

　マモンは胸元に埋まっている球体を触る。球体を中心に放射状にスーツの材質が広がっていた。これが力の流れになるのだろうかと考えながら、ハッチのふちまで歩く。下に広がる地面が広い。この高さからパラシュートなしで降下など正気のある人間がやることではないと、マモンですら思った。

『任務内容の最終確認だ。君は高度６０００メートルから降下、とある施設に潜せん入にゆう。そこの一番奥にあるものをもってきてもらいたい。目標地点は限定されているから、降下のタイミングはカタパルトからこちらで操作する』

「本当にやるの？」

『あれ？　怖おじ気けづいたのかい？　以前フリーダムからサルベージ船の甲かん板ぱんに飛び降りたことだってあるじゃないか』

「状況が違う。ぜんぜん高度低かったし、海かい星せいはホバリングで停止してたし、レプトネーターに乗ってた。もっとずっと安全だったよ」

　八や代しろの感覚にしてみればそれも充分に危険な行為なのだが、そこは黙だまっていた。

『怖い？　だったらテストは中止するけど。普通は怖い。目標地点まであと十分。やめるならいまのうちだよ』

　マモンは少し考えて、話題をずらした。

「でもこんなすごいスーツＡＤＥＭが使っていいの？」

『鋭いこと言うね。じつはそのスーツは今日から一週間しか使えないんだよね』

「なんでさ？」

『第三京都条約の決議が二週間延期になって、第二京都条約の期限が切れた。つまり法の抜け道ってわけ』

「こっそり使っちゃえばいいのに」

『運営費用も馬ば鹿かにならないからね。そのスーツ一着で最新鋭戦せん闘とう機き十機は買える。しかも使いこなせる人間がほとんどいないから』

「つまり選ばれた人間ってわけだ、僕は」

　マモンは上じよう機き嫌げんでヘルメットをかぶった。ヘルメットとスーツの接続部が結合し、首周りもフィットする。

「ならこの窮きゆう屈くつさは我が慢まんしてあげないこともないな」

『ははは、そうそう君は選ばれた人間だよ』

「なんだかすんごい馬ば鹿かにされた気分なんだけど」

『そんなことないよ。ほら、カタパルトに乗って』

「このテストできたら、ちょっとは僕のこと見直す？」

『もちろん。当たり前じゃないか。普通はできるもんじゃない』

　軽い言い方が気になったが、それでもマモンは少しだけ機き嫌げんが良くなる。

「ふーん、そうなんだ。成功したら僕を尊敬して崇すう拝はいして様付けで呼ぶんだね」

『いや、そこまで言ってな……』

「じゃあ、一丁やりますか」

　カタパルトに体をあずけると、表情からいつものおどけた雰ふん囲い気きが消えた。

『高度５９９８メートル、セ氏マイナス７度、外気圧０・４８。射出まで六十秒前、二十秒よりカウントダウン開始。五十秒前』

　マモンは舌なめずりをした。一度覚悟を決めてしまえば気分は高揚し恐怖心は薄うすれる。由ゆ宇うの頭脳の一部を読み取ったことにより得た身体能力の解放はアドレナリンを分ぶん泌ぴつし、気持ちを高揚させる。それは楽しくてしかたなかった。

『射出まで二十秒、十九、十八、十七……』

　これさえ成功すれば認められるかもしれない。その気持ちがマモンを突き動かす。

　六りく道どう家けではずっといらない子として扱われてきた。海かい星せいは利でのみ繋つながっていた相手でしかない。唯一信しん頼らいしていたルシフェルもどこかに行ってしまった。目の前に差し出された手がＡＤＥＭしかなかったのは笑うしかない現実だったが、誰だれからも顧かえりみられないあの時の惨みじめさと絶望感に比べれば、まだマシだった。

「戦い終わって日が暮れて、かあ……」

『なに黄昏たそがれてるの？　まだ終わってないし。っていうか、もう十秒前だよ？　九、八、七、六』

　マモンの感傷は、八や代しろの能天気な声に無理やり中断させられ、目の前の現実に戻される。

『五、四』

「うわ、ちょっとまってまって……まって───！」

『三、二、一、発射！』

　カタパルトがマモンの体を叫び声ごと飛行機の外に追いやった。

「うわああああっ！」

　体が空中に放り投げられる。逆さに飛び去っていく乗ってきた飛行機の姿が見えた。自分の体が逆さなのだと自覚したのは体の回転がとまらなかったからだ。

「うわっ、うわっ」

　それでも空気抵抗を利用してなんとか体勢を整える。すでに２０００メートル落下していた。眼下に見えるのは森ばかりだ。

「施設ってどこにあるんだよ？　もしかしてミスった？　あーでも落ちるんだったら森の中のほうがまだ気分的に楽かな」

　体をまっすぐにのばし頭から落ちていく。身を守る物がまったく正体不明のアンチインパクトスーツだけというのは心細い。いま自分は投身自殺しているのではないかという錯さつ覚かくにおちいる。

「錯覚じゃなかったりして」

　ヘルメットの前面に激しく風が当たる。気圧の変化にはスーツが対応しているのか、スカイダイビングにつきものの耳鳴りなどはないが、それがかえってよけいに感覚を狂わせる。姿勢をたもっているのが精一杯だ。

『高度２０００メートル。大だい丈じよう夫ぶ、こっちで君の状況はモニタリングしている』

「本当に大丈夫なの!?」

『高度１０００メートル、神に祈ろう。姿勢制御準備』

「祈るって何？　どこにも施設なんて……」

　言いかけたマモンの言葉が途中でとまった。眼下の森が突然消え失うせて、開けた大地と建物が目に入った。

　森はスパイ衛星からカモフラージュするために展開されている立体映像か何かだろう。

　マモンが驚おどろいたのは建物だ。見覚えのある地形だとは思っていた。

「まさか、襲しゆう撃げきする施設ってＮＣＴ研究所!?」

　マモンの見間違いではない。中央にある無ぶ骨こつな外観のコンクリートの建物は間違いなくＮＣＴ研究所であった。しかしそれだけではない。周囲に以前は見なかった重火器類が設置されている。

　対空用の機銃にミサイル、戦車の姿まであった。

「や、やばい」

　空を向いている重火器がいっせいに火を噴いた。銃弾がミサイルが大砲がマモンを狙ねらって飛んでくる。カタパルトで加速までつけた高速で落ちるマモンを捉とらえるのは至難のわざだ。ほとんどはかすめこそするが直撃にはいたらない。

　しかし一発のミサイルがマモンのそばで爆発した。爆風の直撃に小さな体が吹き飛ばされた。







「やったか」

　爆発に巻き込まれた人影を見てＬＣ部隊は声を上げる。しかし爆発の中から現れた体はまだ人の形を保っていた。

「うわあああああああっ！」

　それどころか悲鳴すらあげていた。それからはまったく信じられない光景が展開される。

　空から斜め四十五度で落ちてきたマモンは、建物の屋根を削り派手に破片を撒まき散らし、そのまま斜めに突っ込むと大地をえぐり、何度もバウンドしながら敷しき地ち内を大きく縦に横切り、さらに途中にあった戦車にぶつかると高くバウンドし、でたらめにくるくる回りながらそのまま倉庫の屋根を突き破って落下した。

「ひ、人だよな？」

　誰だれもが口を開けたまま唖あ然ぜんとするしかなかった。







　倉庫の屋根の穴から破片がぱらぱらと落ちた。その下に巨大なコンテナをへこまして大の字になっている人の姿がある。

「いたたたたたっ」

　見上げた屋根の穴から太陽が見えた。細かい破片が降り、かろうじてケーブルで繋つながっている屋根の一部がゆれている。

「さすがの僕でもこの方法は無む茶ちやだ」

　コンテナにめりこんでいる手足を引き剥はがした。

「ああ、さすがに耐え切れなかったか」

　胸のところに埋め込められている丸い球体が砕けていた。一定以上の衝しよう撃げきをすべて肩代わりしてくれるらしい。これがなければいま着ているアンチインパクトスーツはなんの意味もなさない。

「我ながらよく生きているなあ」

　割れた球体を外し腰のポーチにある予備の球体を取り出そうとして、まだ下半身が深くコンテナにめり込んでいることに気づいた。

「僕もどうかしているな。ん？」

　立ち上がろうとしたが、尻しりがコンテナに深くめり込んで抜けない。

「ちょっと待って。こんな、くそっ、抜けないなんて、ううっ、ことはないっ、ふうっ、はずなんだっ」

　軋きしんだ音が頭上から聞こえてきた。かろうじて繋がっていた屋根の鉄筋の一部が落ちようとしている。

「うわ、やばっ。まだ球つけてないんだから」

　いま衝撃を受ければまともに体にダメージが来る。１００キロはあるかと思われる鉄筋がマモンに迫った。

「うわあああああっ！」

　何もできず両手で体をかばう。鉄筋は真横のコンテナに突き刺さった。少しして両手の間からまわりの様子をうかがい、何度も触って自分の体が無事なことを確認した。

『マモン、マモン、大だい丈じよう夫ぶか？』

　通信機から珍めずらしく切迫した八や代しろの声が聞こえてきた。

「し、死ぬかと思った」

『つまり無事ってことか。ふう』

「紙一重だったよ！　あと少し、ほんの少し、ほんとに僅きん差さで死ぬところだった！」

　マモンはなんとかコンテナを抜け出し抗議する。

「それになんでＮＣＴ研究所なの？　僕聞いてないよ」

『言ってなかった？』

「言ってない。つうか白々しすぎる。絶対わざと言わなかったでしょ！」

『いやいやいや忘れてただけだよ。いまから任務を再び説明するね』

「再びじゃないし、一度目聞いてないし」

　ぶつぶつ言うマモンを無視して八代は説明を開始する。

『ＮＣＴ研究所はケースＳの演習を行う。君の空からの侵入はその一環だよ』

「なーんだ演習か。それでケースＳってどんなの？」

『侵入者はＮＣＴ研究所の最下層へ向かう。標的は峰みね島しま由ゆ宇う』

　ポーチから予備の球体を取り出し取り付けようとしているマモンの手が止まった。

「峰島由宇？」

『そう峰島由宇の誘ゆう拐かいもしくは暗殺。それがケースＳだ』
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『潜せん入にゆうの際、君はいっさいのＡＤＥＭ関係者を殺してはならない。ＮＣＴ研究所職員はもちろんＬＣ部隊もだ。戦せん闘とうは極力避さけて。不ふ可か避ひの場合も殺しては駄だ目め。せいぜい怪け我がまで。あくまでも演習だから』

「でも峰島由宇は殺すんだ？」

　マモンは納得がいかない顔をしている。狐きつねにばかされている気分だ。

『いやいや、それも演習だから』

「でも演習だから事故も起こるよね。ついうっかり殺しちゃったとか」

　半分は冗談だが半分は本気だ。マモンがまとう殺意は演習の度を越している。

『ついうっかりもＮＧです』

「そう？　善処するよ」

　歪いびつな笑い方をするマモンに八代は最後の念を押す。

『くれぐれも他ほかの人を殺さないように』

「言いたいことはそれだけ？」

　八や代しろからの返事はなかった。

「了解、やってやるさ」

　険しい表情を見せたマモンは気配を感じてうしろを振り返った。

「え？」

　すぐ目の前にミサイルが迫っていた。高熱で歪ゆがんだ大気の向こうに対戦車ミサイルを発射したばかりのＬＣ部隊の姿が見える。把は握あくできたのはそこまでだ。ミサイルは標的を正確に捉とらえ、マモンの体に命中して爆発した。

「命中したか？」

　ＬＣ部隊の隊員達たちが爆心地にかけよる。コンテナも巻き込みあたりの惨さん状じようは惨さん憺たんたるものだった。しかしそこにはマモンの死体はなかった。ただ割れた球体が散乱しているだけだ。







「あ、あぶなかった」

　爆風にまぎれてマモンは倉庫を抜け出していた。アンチインパクトスーツの球体はまたしても割れてしまった。

『大だい丈じよう夫ぶかい？』

「死ぬよ！　ちょっと待ってよ、超基本的なこと聞いていい？　僕は殺しちゃだめで相手は僕を殺していいの!?　このスーツがなかったらいまごろバラバラだよ！」

『アンチインパクトスーツのテストもかねてるからね。防衛側は遠えん慮りよなく攻こう撃げきしていいことになっている』

「なにそれ!?　それで死んだらどうするのさ！」

『法的には問題ないよ。だって君サインしたじゃない。第十一条第二十七項目の例外処置に関する注意事項十二、演習中の事故死はいかなる場合であっても、本人の承しよう諾だくのもと行われたものとみなす』

「なんだよその悪あく辣らつな契約事項は！　僕の人権はどこにいったの！」

『人権も放ほう棄きしてるでしょ。第二条一項目の……』

「もういい！　つまり僕はだまされたんだね。卑ひ怯きようで卑劣で卑ひ猥わいなあなた達に！」

『卑猥はないんじゃないかな？　それより演習に集中して』

「卑猥だね！　どうせあなたからセクハラされても、契約書に書いてあるから法的には問題ないとかなんとか言うんだ。きっとそうだ」

『僕の人格誤解してない？』

「ふん、ともかくこの理り不ふ尽じんな演習続けるよ？　そのかわり僕だって一いつ切さい合がつ財さい容よう赦しやなんてしないからね。あなたにハメられて演習って名目で殺されるなら、契約違反で銃殺刑のほうが何万倍もマシだよっ！」

　言い捨てると、マモンは用心深く周囲を見渡した。演習と聞いて甘く見ていたが、ＡＤＥＭの扱いに甘さはなかった。重罪人に対する恩おん赦しやとは名ばかりの特例措置だ。ようは自分は今、殺してもかまわない便利な手て駒ごまとして遺産の実験台になっているのだ。

　ＮＣＴ研究所は海かい星せいの襲しゆう撃げきで半はん壊かいし復旧工事の真っ最中だった。警戒は厳重になったが穴も多い。マモンは工事にまぎれて進んだ。

　どうしても避さけられない戦せん闘とうも速すみやかに片付ける。物陰に隠れて警備の目がわずかにそれた瞬しゆん間かんを狙ねらいマモンは走りよる。

「侵入者か？」

　物音に気づいて銃を向けたときは遅い。マモンの足は床ではなく壁を蹴けっている。さらに天てん井じようを蹴り頭上を通り越す。マモンの動きについてこれず、見当違いの方向を見ている警備員を背後から手刀で気絶させた。

『けっこうけっこう、順調だね』

「安全なところから偉そうなこと言われると殺意わくよね。そう思わない？」

『そんなことないよ。適材適所。理にかなった作戦というのは気持ちいいものだよ』

「やっぱりむかつく」

　マモンはむすっとした顔で廊下を歩いていたが、ふいに足が止まった。分かれ道の左右を見渡す。

「あれ、どっちだったっけ？」

『ＮＣＴ研究所の構造は記き憶おくに入ってるんじゃないのかい？』

　マモンは人の脳を読み取るリーディング能力がある。かつては戦闘力がほとんどなかったマモンだが、由ゆ宇うの知識を読み取り体の動かし方を知ってからは、積極的に使っていた。由宇の知識があるならばＮＣＴ研究所内の構造は把は握あくしているはずだった。実際に以前潜せん入にゆうしたときは、変異体に取り込まれた木き梨なしの不完全な記憶からでも、迷うことなく奥へ進んだのだ。

「うるさいなあ、誰だれだってど忘れすることくらいあるだろう」

　まだ復旧中のエレベーターを見つける。覗のぞき込むと縦穴の奥は真っ暗で何も見えなかった。壁はサタンの攻撃によるものか、跡形もなく溶解している。

「最下層の直通エレベーターじゃないか。こいつをまあーっすぐ下に行けば、目的地につくよね」

『でもそこは工事中で動かないだろ？　途中に足場も組まれてるし、危ないよ』

「なんのためにこのスーツ着てるのさ、ヒャッホー！」

　マモンは暗い穴へなんのためらいもなく足を踏ふみ出した。手足を広げて全身で落下の風を受け止める。

「わ──お、なれちゃえば気持ちいい！」

　床が見えると姿勢を変え、足から片かた膝ひざを折って着地した。衝しよう撃げきで周辺の床に落ちていたごみや塵ちりが散らばった。

「ねえねえ、いまの着地のしかた、すごくかっこよくなかった？　アメコミのヒーローみたいじゃなかった？」

『うんうん、すごいね。かっこいいよ』
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「馬ば鹿かにしてる？　ねえ馬鹿にしてるでしょ？　だって見えてないじゃない！」

『心の目で見たのさ』

「うっさい、もう黙だまれ馬鹿変態！！！」

　修復中のエレベーターは地下１２００メートルまでは直結しておらず、途中が何箇所もふさがれていたが、マモンは迷いながらも下層を目指して進んだ。何度か無む茶ちやな方法でエレベーターを降りて、でたらめに走る。まったく予測不能の行動パターンは、はからずとも警備側の人間を混乱させるのに一役買った。

　しかし７００メートルも降りたところでマモンは完全に行き詰まった。

「ここ、どこ？」

　直径50メートルほどのドーム状の部屋だ。

『爆発実験用の施設だね』

「ふうん」

　そのときマモンが入ってきたのと反対側の扉が開いて、一人の人間が姿を現した。バイザーで目隠しされ、手足は枷かせで繋つながれている。凶悪犯の護送のような処遇を受けているのは、まだ十代の少女だ。

「な、なんでこんなところにいるの？」

　マモンは予想外の出会いにとまどう。

『どうした？』

「標的を発見した」

　拘束されている少女──峰みね島しま由ゆ宇うに向かいマモンは戦せん闘とうの姿勢を見せる。

「これからぶち殺す」







　由宇が立ち止まったのは部屋の中央だ。マモンは十数メートルの距きよ離りを置いて反時計回りに回る。手が無意識に胸の球体にさわる。対戦車ミサイルの直ちよく撃げきも一回だけなら耐える。ならば拘束された徒と手しゆ空くう拳けんの少女に負ける道理はない。しかしその道理をあっさり無視するのが峰島由宇だ。

「ん？」

　マモンは様子見のため由宇を観察していたが、ふと由宇の様子に違和感を覚えた。

「あなた前からちょっと根暗はいってたけど、ますます暗くなってない？」

　返事はない。

「まっいいか。あなたが暗くても根暗でも殺すだけだからね。ところでなんでこんなところにいるの？」

　マモンは作戦も計画もなく、でたらめに進んできた。なぜ由宇が待ちかまえているのか解わからなかった。

「おまえの記き憶おくの劣化と性格から、ここに来ることを予測したにすぎない」

「え？　なんだって？」

　記憶の劣化という言葉が、マモンの軽い歩みを止めた。

「私から読んだ記憶も使わなければ徐々に忘れるのだろう。君の脳の記憶容量では、私の知識すべてを記憶し続けるのは無理な話だ。使わない記憶やデタラメな数字の配列はすぐに消えていく。もう風かざ間まのバックアップもない。いまはどれだけ残っている？　半分か？　それとも三分の一か？」

　由宇は唯一表情が解る唇くちびるで笑みを作る。

『そうなのかい？』

　八や代しろが驚おどろいた声で聞いてきた。

「うるさいなあ、どうでもいいことなんだから忘れてもいいだろ。それよりなんでも解った気になってるあの女の態度が気に入らないね！」

　由ゆ宇うに事実を容よう赦しやなく言い当てられたマモンの表情に、殺意だけでなく憎しみも含まれていく。

「恨うらみはないんだけどさ、ううん、ないこともないかな。フリーダムの上空じゃひどい目にあったし、今も思いっきり脳が足りないって馬ば鹿かにされた気がするし。うん恨みはあるんだけどさ。あるね。殺すね」

　由宇が何か行動を起こす前にマモンは動く。様子を見て待つなど性しよう分ぶんではない。腰からナイフを取り出し、一直線についた。しかし切断したのは由宇の髪数本だ。直前に彼女は最小限の動きで体をそらしていた。

「うわっ！」

　悪お寒かんを感じてすぐに下がった。下がったまま何度かうしろによろけてしりもちをつく。腹を押さえて苦痛の表情をした。震ふるえる手で胸に手をやり、球体の健在を確認する。

「ある。な、なんで……」

『何があったの？』

「腹殴なぐられただけ。なのにすんごい痛い」

『アンチインパクトスーツは？　もしかして球体なくなった？』

「あるよ。あるから驚おどろいてる」

　由宇はゆっくりと歩いてきた。

「そんなおもちゃで私の攻こう撃げきをふせげると思うか？」

　マモンは腹を抱いた体勢のまま、急いで立ち上がると距きよ離りを取った。背中を壁に貼はり付けて壁ぞいに進む。ようやくたどり着いた扉は開かなかった。

「なんだか絶体絶命」

　由宇は走ることもせず同じペースで近づいてくる。それがかえって不気味だった。

「ちょっと、このスーツにほかになんか機能ないの？　リミッター解除でぎゅーんってパワーアップする機能とかさ」

『機密保持のための自爆装置ならあるけど』

「ざけんなっ！」

　結局なにも策がないまま、由宇が近づくのを許してしまう。

「つまり実力で勝つしかないってことか」

　マモンはヘルメットをはずしスーツの上半身だけ脱いだ。

『ちょっと待って。肉体に影えい響きようをおよぼす力の使用は制限したはずだ』

「やられちゃったらもともこもないでしょ。使わせてもらうよ」

　マモンが右手を突き出す。指先が震ふるえ血管が浮き彫りになった。以前得た変異体の能力だ。しかしそれは諸もろ刃はの剣つるぎでありマモンの脳と体への負担は尋常ではない。マモンの寿命を確実に縮める能力ゆえに使用を禁止されていた。

　しかし故ゆえに強力でマモンの戦いのときの最後のよりどころでもあった。身体能力は飛ひ躍やく的てきにアップする。負ける気がしない。だからこそ額に感触があったときの驚おどろきは尋常ではなかった。

「やめておけ」

　由ゆ宇うがマモンの額に手を置いている。

「い、いつのまに……」

　近づかれたことさえ気づかなかった。なぜと思う前に頭に衝しよう撃げきを受け、マモンは昏こん倒とうしてしまった。
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「……ものか。しかしこの娘は……だぞ」

「ほかに誰だれ……いる。性格は……だが、実力は………」

「性格に……は君に……ないだろう……」

　人の話し声が聞こえてくる。誰だろう。マモンは混こん濁だくした意識をなんとか取り戻そうとしたが、なかなかうまくいかなかった。寝起きは良いほうではない。

　──ああ、気絶させられたんだっけ。

　それでもこれほど意識が不鮮明なのは、違和感があった。

「目覚めたようだぞ」

「混乱しているな」

　会話しているのは男女だ。どちらも聞いたことのある声だった。

「あたりまえだ。気を失っている間に本人の承しよう諾だくなしに、ＬＡＦＩとシンクロさせられては混乱する」

「経験者だから問題ない」

「そういう問題なのか？」

　男のほうはやや呆あきれた口調だった。

「ＬＡＦＩ？　シンクロ？　もしかしていま僕はＬＡＦＩの中にいるの？」

　目を開けて飛び起きたマモンの前に二人の男女がいた。一人は峰みね島しま由宇、もう一人は風かざ間ま遼りようだ。

「なんで？」

　マモンが驚いているのは由宇ではなく風間にだった。ＬＡＦＩファーストの中で出会ったＬＡＦＩで生まれた人格、風間のことを嫌きらいではなかった。生きていてくれたら嬉うれしいと思う。

「だってフリーダムと一いつ緒しよに海に沈んだんじゃなかったの？　それともまた僕はあの茶髪に騙だまされた？」

「誤解させ期待までさせておくのはよくないので、最初に断っておこう。俺おれはおまえが知っている風かざ間まとは別の存在だ」

「別人？　だってどう見たって……」

　マモンは怪け訝げんそうにしていたが、すぐに目の前の風間が誰だれなのか合が点てんがいった。

「そうか、そういえばＬＡＦＩサードにも風間って人格があるんだよね。あなたはそっちの風間か。はは、少しでも期待したのが馬ば鹿かみたいだ」

　あからさまに落胆するマモンに風間はいつもと変わらない調子で話した。

「おまえが知っている風間から頼たのまれごとをしている」

「風間から？　何を？」

「おまえの体のことを頼むそうだ。最後の最後におまえの心配をしていたぞ」

　マモンはしばらく返事をできずにいた。いまだ口をぱくぱくさせているマモンに向かって風間は言葉を重ねる。

「引き受けた以上、おまえの体の管理は俺が責任を持ってみよう。その目的もあってＬＡＦＩにシンクロしてもらった。おい、聞いているか？」

　マモンはうつむいたまま動かない。しかし地面についている手の甲に、涙の雫しずくがいくつもこぼれ落ちた。

「風間が僕に隠し事してたのも知ってた。誉ほめてくれたこともあったけど、風間は僕を利用するために優しい言葉をくれたんだって思ってた」

　そう言ってはなをすする。

「そういう部分もあっただろう。しかしそれがすべてではなかった」

「うん、うん。いいんだ。僕だって風間を利用してたんだし」

　涙にまみれた顔を上げると、マモンは風間に屈託のない笑顔を見せる。

「これからよろしく」

　マモンが手を差し出した。面食らった風間だったが、

「握手というのは人間には必要な行為なのだろう。一種の契約か」

　マモンの手を握った。

「そんなもんかな。でも同じ風間でもけっこう違うもんだね」

「ほう、たとえばどんなところが違うと感じる？」

「こっちの風間は人間くさくて、ちょっと安っぽいね」

　絶句した風間を見てマモンは、

「ほらやっぱり」

　と指を指して笑うのであった。







「ところで私はいつまで待てばいい？」

　二人の挨あい拶さつがすんだ頃ころを見計らって、由ゆ宇うが憮ぶ然ぜんとした顔で会話に割り込んできた。

「俺おれの用件はすんだ。あとはおまえの用件を残すのみ」

　風かざ間まは一歩下がると、傍観の構えを見せる。

「なんか用？」

　マモンの態度は一変して無ぶ愛あい想そうなものになる。その変わりようにさすがの由宇も、表情を引きつらせた。

「用があるから待ってたんだ」

「ふーん、ってあなた、なんで裸なの!?」

　ここにきてマモンはようやく由宇が裸であることに気づく。

「それを言ったらおまえも裸だ」

「え、うそ!?　わっ、きゃっ、なにこれ！　なんで裸なのさ！　風間は服着てるのに、僕たちだけなんで！」

「よけいなデータ転送量を減らし、脳の負担を減らすためだ。風間はもともと肉体が存在しない。私達たちの皮ひ膚ふが風間の服にあたる」

　当然だろうと言いたげに由宇は胸を張る。

「以前もこんなことがあったな。同性同士だから問題ないかと思えば、同じことの繰くり返しか……」

　これだから人間は面倒くさいと嘆息する風間のつぶやきを無視して、由宇はつかつかとマモンに近づく。

「こっちこないでよ、なんだよなんだよ。自分のがデカいからって、あからさまに誇示しなくていいだろ！」

　マモンは腕で隠した自分の胸と由宇の胸を見比べた。

「でかい？　ああ、胸の大きさのことか。胸の大きさを誇示して何か意味があるのか？　別に女性としてなんの問題もなく機能するのだから、大小は問題ないだろう。それより激しい戦せん闘とうや運動をしたときに邪じや魔まだぞ」

「うわっ、最悪。なにそのパンがなければケーキを食べればいいじゃないみたいな、持たざる者の苦悩を無視した余裕の発言は」

　悔しがって身じろぎしたかのように思えた刹せつ那な、マモンの体が突然跳ね上がって由宇へ向かって右手を突き出した。変異体の能力はＬＡＦＩサード内でも通じるのか、ツメが槍やりのように長くなっている。

　由宇の顔面めがけて繰り出した攻こう撃げきに、手ごたえを感じたマモンは哄こう笑しようした。

「きゃははははは、油断したね。死んじゃえ、バーカバーカ！　僕を馬ば鹿かにするからこんな目にあうんだよ。……あれ？」

　マモンの突き出したツメの槍やりは親指と人差し指に挟まれて途中で停止している。

「油断もしていなければ馬ば鹿かにもしていないぞ」

　指を弾はじきマモンのツメをしりぞけると、由ゆ宇うは最初と変わらない憮ぶ然ぜんとした態度でマモンの前に立った。

「な、なんだよ」

　マモンはばつが悪そうに手を引っ込めると、

「で話ってなに？」

　何事もなかったように話をうながしてきた。

「その前に一つ忠告しておこう。知っての通りここはＬＡＦＩの世界だ。そこで元はＬＡＦＩの住人であった変異体の力を使えばどうなるか」

　マモンは自分の手を見た。ツメは伸びたままだ。それどころかさらにツメは伸びて太くなる。自分ではなんの意識もしていないのにどんどん指や腕が太く長くなり、人としての形を失いつつあった。

「な、なんだよこれ。僕はこんなことイメージしてない！　おかしいよ！」

「とうぜん君の制御下を離はなれて暴走する。もう君の手には負えないだろう」

　由宇の言葉は冷淡にも聞こえた。

　怖くなったマモンが手を振って払い落とそうとする。しかし体の一部がそんなことで払い落とせるはずもなく、マモンの手は膨ふくれて歪いびつになる一方だ。その形状はかつてＮＣＴ研究所を混乱の坩堝るつぼに陥おとしいれた変異体に似ている。

「うわ、うわあああ、なんだよ、おかしいよ。こんなのってないよ。こんなの僕の手じゃない！」

　変異する部位はひじから二の腕、肩へと範囲を広げていった。

「いやだ、いやだ、いやだ！　こんなの嘘うそだ。助けて、助けて！」

　ふいに風かざ間まが歩み寄ってマモンの頭に手を載せる。反対の手を横に突き出すと、その空間に何十枚という脳の断面映像が映し出された。サーモグラフィのように青から赤へ複雑なグラデーションを描いていた。

「ふむ、脳が活性化しているのはここか」

　マモンはすがるような眼まな差ざしを風間に向けた。

「脳の活性状態を調整する。しばらくの間意識は混こん濁だくするぞ」

　マモンの頭と風間の腕の間を青い電極がいくつも走る。

　実際に電流が走っているわけではない。あくまでも視覚的イメージをＬＡＦＩ内で再生しているにすぎない。

　本来風間は視覚的データを必要としない。風間がわざわざそのような振るまいを映像化しているのは、マモンへの心理的効果を狙ねらってのことだ。治ち療りようしているという行為を目まの当たりにすることにより、精神状態は落ちつき治療効果も高まる。

　効果があったのか変異の拡大は収まり、腕の形も徐々に人に近づいていった。

　マモンは信じられないといった様子で自分の手を見ている。

　虚こ空くうに浮かんでいる由ゆ宇うが、マモンを見下ろし宣言するように言った。

「リーディングしただけの私の知識と違い、肉体と完全に同化した変異体はすでに取り除きようがない。いいか。人の姿と心をたもっていたければ、変異体の力はもう使うな。これ以上使えば取り返しがつかなくなるぞ」

「でも、でも、死んだらもともこもないじゃないか……」

　マモンは食い下がった。しかしふだんの彼女ならもっとエキセントリックに叫んでいる。それだけいまの一件にはまいっていた。

「解わかった、非常事態に限り使用を許そう。しかしそれも一度だけだ。一度だけならまだ戻れるだろう。二度目は保証できない。三度目は取り返しがつかないと思え」

「僕を助けてくれるの？」

「ファーストとの約束ならな」

　マモンの心情はよほど複雑なものだったのだろう。彼女らしく大きく感情をあらわしているように見えて、そのじつ喜びなのか悲しみなのか怒りなのかまるで判別がつかない。

「用件は終わったな。これを見届ければここに用はない」

　由宇はそれだけを言い残して消えてしまった。ＬＡＦＩとのシンクロをやめ現実世界に戻ったのだ。

　マモンはしばらくキョトンとしていたが、やがて風かざ間まに話しかけた。

「なんなの？　あいつ。なんでここにいたの？　おっぱい自じ慢まんしにきたの？　根暗ってやだね。ああ、やだやだ」

「前々から笑顔の少ない娘だったが、いまは完全に笑わなくなった」

「ふうん。心配なんだ？」

　マモンはにやりと笑う。

「なんかこっちの風間ってさ、お父さんみたいだね」

「次に同じことを言ったら、俺おれは今後いっさいおまえの面倒はみないぞ」

　本当に勘かん弁べんしてくれといった様子の風間はますます人間らしく見えた。
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　由宇がエレクトロン・フュージョンのバイザーをはずして起き上がると、頭上のガラス越しに珍めずらしい人物がいるのを確認できた。

「真まな目め麻ま耶や……どうしてここにいる？」

　にこやかに手を振っている麻耶を見て苦笑いをする。

「ロシアの件での作戦会議に私も参加できるようお願いしましたの。何かご助力できることがあるかもしれないと思って」

「ではここにきたのはついでか」

　その言い方が気にさわったのか、にこやかな笑顔が一いつ瞬しゆんだけひきつった。しかしそれもすぐに新たな笑顔で塗りつぶされる。

「そうですわ。ここによったのはついでもついで、大ついでですわ」

　由ゆ宇うの反応は薄うすい。麻ま耶やのほうを少しだけ見てそれで終わりだ。

「報告にあったとおりですわね」

「報告？」

「暗く無口で人をよせつけず、元の穴倉娘に逆戻りしたとありました。まったくそのとおりでしたわ」

「だったら、そこから話しかけていることが無意味だと解わかるだろう」

　由宇はソファに横たわって空を見つめる。無気力な様子を見て、麻耶は肩を落とした。

「でもそうなるのも無理からぬことかもしれませんわね」

　無反応でも話は続ける。

「私は比ひ良ら見みで十年前の再生映像を見ました」

　由宇の肩がびくりと動く。

「世界が歪ゆがみ、自分が溶けていく恐怖も味わいました」

　肩が震ふるえている。

「由宇さんがステルス核ミサイルをなんのために打ったのかも、たぶん私の解釈と理解で間違っていないと思います」

「……」

「あの老人、ルシフェルともその後お話させていただきました。脳の黒点のこと、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうのこと、海かい星せいの存在、ＬＡＦＩフォース。なにより、由宇さんがもっとも恐れている、勇次郎の実験。それに兄さん、闘とう真まがどれほど深くかかわっているのか。ずいぶん解ってきているつもりです」

「何が解る！」

　由宇は飛び起きて感情むき出しの言葉を吐はいた。

「私がここで十年暮らしてきたことも、峰島勇次郎が父親だったことも、比良見でしなければならなかったことも、いったい何が解るって言うんだ！」

　感情の高ぶりに肩で息をする由宇に、麻耶は優しさに寂しさをふくんだ微笑を向ける。

「そうでわね。解ると言ったのはあさはかでした。でも由宇さんを助けたい。いえ、力になりたいのです。私は由宇さんを友人だと思っています」

　どこまでも優しい麻耶の言葉に、由宇は感情の行き場所を失った。ばつが悪そうに顔を背けて黙だまってしまう。

「兄さ、闘とう真まのことは気になりませんか？」

　しばらく返事はない。だが闘真の話なら由ゆ宇うは返してくれるはずだ。辛しん抱ぼう強く待っていると、ようやく由宇がこちらを向いてくれた。

「闘真とは……連絡をとっているのか？」

　やっと言葉を返してくれたが、あいかわらず目はそらされたままだ。

「いえ闘真とは、あれ以来連絡をとっていません。正確に言うと、お父様と行動を共にしている以上、今の私とは敵対関係にあり、接触をもつことはできませんし、する気もありませんから」

「ほう、ようやく兄離ばなれ、ブラコンは卒業か？」

「揶や揄ゆするのはやめてください。兄さんは誰だれのために命がけでお父様のもとに行ったと思っているのです？」

[image: ]

　由宇はまたすねた態度を見せる。普ふ段だんは冷静だが感情をむき出しにすると由宇の精神年齢の幼さが露ろ呈ていする。しかしだんだん由宇を理解してきた麻ま耶やは、むしろそういうところが可愛かわいいと思っていた。

「由宇さんは闘真を信じないのですか？」

「あの男に何が出来る？　鳴なる神かみの尊みことを振るうしか能のない男だ。しかも今は唯一のよりどころであるそれを使うこともままならないはず。あの男の……」

　そのとき、由ゆ宇うの言葉を遮さえぎって、バンっと強い力で机が叩たたかれた。叩いた本人の麻ま耶やは痛そうに右手を押さえている。

「君はあいかわらず進歩がないな」

「ないのは由宇さんのほうですわ！　いい加減に子どものようにふてくされるのはやめたらいかがです？　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの真意がどこにあろうと、兄さんの鳴なる神かみの尊みことと脳の黒点の存在がどれほど世界を脅おびやかそうと、必ず打破する方法があるはずです」

　しかし由宇は首を振る。冷静さを取り戻した分、そこには深い絶望が横たわっているように感じられた。

「いままでの鳴神尊の継承者は脳の黒点の開き方が内向きだったのだろう。自己に変革をもたらす。そういう存在だったはずだ」

　初めて聞く由宇の鳴神尊の継承者の解釈に、麻耶はやや面食らった。

「しかし闘とう真まは違う。脳の黒点の開く方向が外向きだ。変革を周囲にもたらし、結果、世界を歪ゆがませる。内向きの力を外向きにしたのは誰だれかと考えるまでもない」

「……峰島勇次郎ですか？」

「そうだ。内向きの力しかしらなかった真まな目め家けに何かできると思えるほど私は楽観的な人間ではない。だからあいつに力を使わせてはならない。しかし私のそばにいるとあの馬ば鹿かは鳴神尊を使わざるを得ない」

「でも……」

　麻耶は反論しようとして、由宇の眼まな差ざしを前に何も言えずに終わった。

「私はもう二度と闘真に会うことはないだろう。もし次に会うときがくるとしたら、それは……」

「それは？」

「あいつを殺すときだ」

　かたくなな言葉だった。
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「これがロシアで発見された謎なぞの生物だ」

　スクリーンに映された奇妙な生物群に会議室内は小さなどよめきが起こった。

　会議室には十数人の関係者が顔を並べていた。ＡＤＥＭトップの伊だ達て、ＮＣＴ研究所トップの岸きし田だ博士、ＬＣ部隊をまとめる蓮れん杖じよう、秘書官の八や代しろ、いまやＬＡＦＩの第一人者となった小さ夜よ子こ、他ほかにも各部署の責任者が並んでいる。異質な存在として末席にはマモンが座っていた。さらに唯一の部外者として真目麻耶と怜れいの姿もあった。

「これらは本当に実在するんですか？」

　職員の一人がそう尋ねたのも無理はない。写真がないため伊だ達ての記き憶おくから描かれた生命体の形は、どれも地球上の生物とはかけ離はなれすぎている。

「俺おれの記憶に間違いがなければな」

　岸きし田だ博士が立ち上がり、会議室内全員を見渡す。

「伊達司令の証言より、問題の生物がいかなる存在か推測しました。その結果驚おどろくべき結論に達しました。問題の生物の行動は合理的な生態系に基づいたものだと推測されます」

「ちょ、ちょっと待ってください。ロシアにこんな奇妙な生物が生息していると？　ありえない」

　複数の異を唱える声が上がった。それが収まるのをまって岸田博士は話を再開する。

「さらに驚くべきことは、体を構成する物質もいままでの生命体と一線を画しています。この生物の体の主成分は、有機物ではなく無機物によって構成されていると思われます」

　ざわめきは一段と大きくなった。そんな馬ば鹿かなという声や、あり得ないという声、ＮＣＴ研究所の分析班も質が落ちたなという揶や揄ゆする声まで上がった。

　分析班の責任者が立ち上がろうとするのを、伊達は手で制し代わりに発言した。

「これは俺の第一印象をもとに作られた分析だ。もしこの分析に間違いがあるなら、それは俺の責任だ」

「以降をもちましてこの謎なぞの生物の総称を、無機物生命体と仮称します」

　岸田博士の説明を八や代しろが受けついだ。

「その無機物生命体ですが、これが予測生息域です。これはロシア側が提供した連絡不通になった集落をもとに作成しました」

　表示されたロシアの地図の一角が赤く表示される。

「面積にして一万七千平方キロメートル。およそ四国ほどの大きさがこの生物群の生息域と思われます。生息域の拡大は早く、これが一ヵ月後、半年後、一年後の予測です」

　赤い面積は四倍の大きさになり、ロシアの三分の一を覆おおい、最後にはユーラシア大陸と周辺大小の島々のほとんどを染めた。その中には日本も含まれている。

　どよめきが起こった。

「無機物生命体の習性上生息域の動植物は全滅。ここで深刻になるのは植物の排出する酸素不足です。無機物生命体の直接的な脅きよう威いにさらされていない地域も、生態系に大きな打だ撃げきを受けることが予測できます」

　どよめきがさらに大きくなる中、八代はロシアの三分の一を覆う半年後の画像をポインターで指し、

「ここまで状況が進んでしまったら、おそらく巻き返しは不可能でしょう」

　ここでいったん言葉を切り、会議室全体を見渡してから言った。

「三ヶ月以内に有効な手段が発見できなければ、事実上、地上の動植物の全滅は確定します」

　会議室内が一いつ瞬しゆん水を打ったように静かになる。

「ロシアはこの事実を認識しているのか？」

「打診はしましたが無回答です」

「我々の予測を大げさに思っているのか、自分達たちの力を過信しているのだろう」

　別の職員が手を挙げた。

「この事件が峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産がらみだという確証は？」

　再び現在の生息域予測図が表示される。その中心が拡大され一つの建物が表示された。

「ツァーリ研究局。旧ソ連時代、唯一皇帝の名を冠することを許された施設だ。当時の責任者はセルゲイ・イヴァノフ。レーニン勲くん章しようを十度も授与されたこの男のことは、詳しく説明する必要はないだろう。問題は彼が手に入れた峰島勇次郎の文書だ」

　スクリーンに奇妙な書類が表示される。びっしりと書き込まれた文字や記号はしかし地球上のいかなる文字とも一致しなかった。唯一英数字のみが一致を見る。

「二十年以上前、全米科学財団ＮＳＦネットワークネツトに発表された峰島勇次郎ゼロファイル。当時ほとんどの学者が奇妙な文字をいたずらと思い無視した問題の文書だ。しかしこの文字は峰島独特の文法で、決していたずらではなかった。これを見抜いたのがセルゲイ・イヴァノフ。彼はゼロファイルを研究し、そのうちの一つは現実化した。ほかにも研究していた可能性が高い。今回の事件はそれらが関与していると俺おれは見ている」

「そうですね。ツァーリ研究局が問題の地域の中心にあるというのは、偶然にしてはできすぎています」

　伊だ達ての説明を岸きし田だが補足した。

「以上の理由により、今回の事件を暫ざん定てい遺産事件と認定する。以後各部署はそのように対応するように」

　次に話を始めたのは麻ま耶やだ。

「現時点であまりにも情報量が少ないので、僭せん越えつながら私どもの情報網もうを使わせていただきました。しかし詳しいことは解わかりませんでした。隠いん蔽ぺい工作がうまくいっているというよりも、ロシア側もほとんど詳しいことが解っていないからだと思われます。ただ分析班の予測が正しいものであると裏付けるデータはいくつか見つかっています。あとで正式な手続きのもとお送りいたしますわ」

「お願いする。軍部の動きは？」

　伊達が難しい顔をする。

「ＧＲＵが中心となって動いているようです。しかし旧ＫＧＢ、ロシア連邦保安庁にも動きがあり、おたがい牽けん制せいしあっているようです。無機物生命体をめぐりいろいろときな臭くさいことになっているようですわね」

「きな臭くさいとはなんですか？」

　八や代しろが質問した。麻ま耶やの笑みは解わかっているくせにと言いたげだ。

「無機物生命体の軍事利用です」

　やはりという空気が流れた。

「一つ気になることがある。駐在武官であるロマンコフは対抗策があると言っていた。口からでまかせにしては自信に満ちていた。その論拠を知りたい」

　麻耶は少し困った顔をする。

「私も気になっていたのですが、情報はあまり集まりませんでした。これは先ほどと違い、隠いん蔽ぺい工作の賜たま物ものです」

「まったく解らないのか？」

「いえ、一つだけ。ＧＲＵが画期的な軍隊を作ったと。それには一人の科学者が関与しているという話です。名前はイワン・イヴァノフ。セルゲイ・イヴァノフの後継者とされる人物です。いまはこれ以上のことは」

「いや、充分だ。ありがとう」

　伊だ達ては会議を締しめくくるために立ち上がった。

「迅じん速そくな対応が求められる事件である。ロシア側の多少の無理な条件は呑のまざるを得ないだろう。派遣する人間はロシア側の条件どおり三名。人選は岸きし田だ群ぐん平ぺい、八代一はじめ、六りく道どう舞まい風かぜとする。人選の理由は以下のとおり。岸田博士は先方の指名によるものではずせない。八代はＡＤＥＭの文官、六道はＮＣＴの研究者、岸田の助手という体てい裁さいを保てる護衛の適任者として。以上異論や質問のあるものはいまのうちに言っておいてくれ」

　手を挙げたのは蓮れん杖じようだ。

「つい先日まで敵だった六道、いえマモンを選抜した理由はなんですか？」

「その名前両方嫌きらいなんだよ。舞風って呼んでくれないかな」

　場の雰ふん囲い気きを無視して、マモンはうそぶく。

「理由は三つ。一つは六道が敵対したのは思想的対立ではないこと。一つはＬＣ部隊のメンバーでは相手に顔が知られていてＮＣＴ研究所員として送り込めないこと。最後の一つは賭かけだ。この条件下ではどのような選択をしても危険がともなう。ならば危険要素がまだ予測可能なものを選択したい」

　蓮杖は納得したのか深くうなずいた。

　次に手を挙げたのはマモンだ。八代を指差して喋しやべる。

「こいつ役に立つの？」

　驚おどろいたのは八代だ。

「ええっ！」

　マモンに同意するように場の何人かがうなずいてさらに驚く。

「そんなっ！　立つよ、充分に立つよ！」

　張り詰めていた会議室内の緊きん張ちようが少しだけ緩ゆるんだ。

「人選についてこれ以上異論はないようだな。では選ばれた三名は明朝七時、ロシアに出発してくれ。しかしだ！」

　伊だ達てが机に強く手をついて立ち上がる。

「俺おれはこのまま終わらせるつもりはない。この事件は少し手を貸したくらいでロシアが解決できる事件とは思えない」

　伊達は派遣される三人に話しかける。

「この程度のことしかできなくて申し訳ない。三日待ってくれ。増援は必ず送る。それまで君達たちは身の安全を優先し調査して欲しい。岸きし田だ博士、よろしいですね？」

「解わかりました。死んだらもともこもありませんからな」

　岸田博士は神妙な表情でうなずいた。

「以上をもって本作戦会議を終了とする。解散」
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　──You are my sunshine, my only sunshine

　護送車から陽気な歌声が聞こえる。

　運転席以外窓と呼べるものはなく、後部ドアにスリット状の細長い小窓があるだけだ。それも今は閉ざされていて外界とのつながりは皆無である。

　護送車が走っているのは背の高い針葉樹がひしめく山間の山道だ。辺りは雪に覆おおわれ肌に突き刺さる冷たい風が絶え間なく吹いている。厳しい自然が支配する世界だ。人工物といえば護送車以外になにもない。

　──You make me happy when skies are gray

　護送車の中では二十歳前後の若者が気持ちよさそうに歌っている。しかし上じよう機き嫌げんなのは彼一人で他の同行者は不機嫌そうに若者を睨にらんでいた。

　睨まれている若者は気づいていないわけではないだろうがまるで意に介さず、なかなかの美声を披ひ露ろうしていた。気分が高揚し興に乗ると自らの歌に手拍子をくわえた。それによってますます周囲の視線が厳しくなってもおかまいなしだ。

　──You'll never know dear, how much I love you

　両手を挙げて歌うことに酔いしれている。本当は両手を広げたいのだろうが、両の手を繋つないでいる手て錠じようがそれを許さない。手錠は手だけではなく足にもかけてあった。

　若者が手を挙げたとき同行者の間に一いつ瞬しゆんだけ緊きん張ちようが走った。手が自然と懐ふところや腰の銃に伸びる。しかし歌による高揚と解わかると、あきれたため息とともに首を振って銃から手を離はなす。

　──Please don't take my sunshine away

「ブラーヴォ！　ブラーヴォ！」

　手を叩たたき褒ほめ称たたえるのは歌っていた本人のみで、他ほかの人間は冷たい視線を送るだけだ。

「あれ、うまくなかったかい？　自信があったんだけどね。じゃあ他の曲を歌おうか？」

　若者が歌うより早く隣となりに座っていた男の拳こぶしが若者の顔面を叩きのめす。

「おい、静かにしろ」

　いらだった声を出したのはロシア連邦保安庁ＦＳＢに所属する職員だ。ソ連時代にＫＧＢと呼ばれ恐れられた諜ちよう報ほう機関が元になっている。しかし諜報機関といっても服装や装備、言動に至るまで軍人そのものだった。一人だけではない。護送車の後部に座っている若者以外の全員が、同じ雰ふん囲い気きを持っていた。

「暴力で解決するとは野や蛮ばんだな」

　殴なぐられた拍子に壁にぶつけた後頭部と鼻を押さえながら若者は抗議する。

　ややウェーブした青みがかった銀髪に、女性を惑わせそうな甘いマスク。着飾り黙だまっていれば一国の貴公子といった雰囲気になっただろう。しかし今の彼の度を越えた陽気さは、ただの愚おろか者に見えてしまう。

「イワン・イヴァノフ、貴様、自分の立場が解わかってるのか？」

　握り締しめた拳はまるで石だ。それをイヴァノフと呼ばれた若者の目の前でちらつかせ脅おどす。

「本当にこんな男があのセルゲイ・イヴァノフの後継者か？」

　ＦＳＢの職員達たちはイヴァノフをあざ笑う。

「あはははははは、そうだよなあ。はははははは。僕もそう思うんだよ」

　しかしイヴァノフ本人も一いつ緒しよに笑っていることに気づくと、他の人間はいっせいに黙り込んだ。

「おまえ正気か？」

　一人はむしろ哀あわれむ眼まな差ざしすら見せた。

「本当に自分の立場を解っていないんだな」

「いや、解ってるつもりさ。無機物生命体を利用して、ＫＧＢ時代の権威を取り戻そうって魂こん胆たんだろ。なのにＧＲＵに出し抜かれてあせって慌あわてて、とにかくこの計画の要かなめである僕を誘ゆう拐かいして、情報をはかせようと。そんなところさ」

　また裏うら拳けんが飛んできた。後頭部が壁に激突する鈍い音がする。

「ＫＧＢの時代なら殴られるだけですまないぞ」

「そうぽんぽん殴らないでくれないか。馬ば鹿かになったらどうするんだい？　これでもソ連の頭脳と呼ばれた男の後継者だよ」

「さっきは自分でも笑ってただろうが。いまはさしずめロシアのお荷物だな」

「はははははっ。うまいこと言うね」

　またも馬ば鹿かにされた張本人が笑う。

「ま、いいさ。ところで一つお願いがあるんだけど、一服していいかな？」

　イヴァノフは自分を取り囲んでいる六人全員の顔を見渡した。

「一服？」

「タバコだよ、タ、バ、コ」

　イヴァノフは二本の指でタバコを挟むまねをする。手に掛けられた手て錠じようが不自由そうだ。

「おまえ自分の立場解わかっているのか？」

「いいだろう？　いまの僕はもう丸腰、か弱い学者風ふ情ぜいに何ができるっていうのさ？　僕の武器は頭脳であって肉体じゃない」

　それでもＦＳＢの兵士は首を横に振る。

「タバコを吸うふりをして相手の隙すきを突いて、ここを抜け出そうとしてると思ってる？　まさか、僕はドラマの主人公じゃない。この貧弱な身体からだで何ができる？　ねえ、おねがいだからさ」

「へんなマネはするなよ」

　懇こん願がんするイヴァノフの姿を見て哀あわれんだのか、リーダー格とおぼしき人間がタバコを一本差し出した。

　慎しん重ちようにタバコを出すと火をつけてイヴァノフに渡す。それをイヴァノフはうれしそうに口にくわえた。

「ぷはぁ、生き返るねえ。タバコを吸うとね、気持ちが落ち着くんだ。これはタバコのもつ鎮ちん静せい効果だね。でもそれだけじゃない。頭の中がクリアになる。脳の隅々まで思考がいきわたる感覚がたまらないんだよな」

　うまそうにタバコを吸っているイヴァノフの様子を全員が呆あきれて見ている。この男は自分の知識を目当てに誘ゆう拐かいされたという立場が解っているのか。ＦＳＢの前身は冷戦時代まで存在したソ連国家保安委員会ＫＧＢと呼ばれる組織だ。時代を反映した組織の方針は残ざん虐ぎやくで、自白に拷ごう問もんを使うなど当たり前のことであった。

　ソ連の終了とともに解体されたが、ＦＳＢはＫＧＢ時代の風習を色濃く残している。有利な情報を得るためにイヴァノフを拷問にかけるなどなんのためらいもない。

　それを知らないわけはないイヴァノフであったが、態度は不自然なくらいくつろぎすぎている。脅きよう威いではないが不気味であった。

「さてどう活用しようかな」

　だからイヴァノフが煙を吐はき出しながら言った一言が気にならないわけがない。

「なんの話だ」

「なんでもないさ。気にしない気にしない」

「話せ」

「んー、言っちゃっていいのかなあ？」

　にやにやと全員を見渡した。ＫＧＢ時代ならそれだけで殴なぐられる。

「話せと言ってるんだ！」

「そうどならないでくれよ。ちゃんと話すからさ。このなかに内通者がいるって知ってる？」

　誰だれもが反応に困った。

「内通者だと？」

「そう。僕の所に情報を垂れ流ししてくれるありがたい人」

　兵士はイヴァノフの口からタバコをひったくると床に投げて踏ふみ潰つぶした。

「くだらないことを言うな！　そうやって我々を混乱させようと思っても無む駄だだ！」

「そう？」

　名な残ごり惜しそうに踏み潰されたタバコを見ていたイヴァノフだったが、リーダー格らしい男の顔を見てにやりと笑った。

「ところで病気は大だい丈じよう夫ぶ？」

「なんだと？」

「家族の病気だよ。確か隊長さんには妹がいたよね？」

　隊長の顔色が変わった。

「なぜ知っている？」

「言ったじゃないか。情報提供者がＦＳＢにいるって」

　隊長の銃がイヴァノフのこめかみに押しつけられた。

「言え。なぜ知っている!?」

「しかたないな、じゃあ教えようか。そろそろかな」

「そろそろ？」

　順調に一本道を走り続ける車の中で、イヴァノフは黙だまるようにと口に指をあてた。

「いいかい？　僕が喋しやべり終わった二秒後に車が止まる。それで運転手がこういうよ。エンジンの調子が悪いのですが、一度車を止めていいですか？　これが裏切りの合図。さあて誰が裏切り者かな」

　息を呑のんだ直後、車が止まった。そして運転席と通じるスリットの窓が開いた。

「エンジンの調子が悪いのですが、一度車を止めていいですか？」

　全員が騒そう然ぜんとなる。

「裏切り者は彼だけかと思うかい？」

　イヴァノフはにたりと笑った。







　いったいなぜこんな状況になってしまったのか。

　誰もが思ったに違いない。

　全員が銃を抜いていた。銃口はそれぞれまったく別の人間に向けられている。しかし唯一の例外がいた。イヴァノフのみが銃を向けられることなく、また銃を持っていないので向けることもなかった。

「誰だれが裏切り者なんだ？」

　わずか数分の出来事だった。イヴァノフの告白は次々と仲間を疑心暗鬼にさせた。いったい誰が裏切り者で誰が味方なのか。もしかしたら自分以外の全員が裏切り者かもしれない。一度芽生えた疑惑は消えるどころか、深く根付いていく一方だ。

「ああ、困ったねえ」

　場の雰ふん囲い気きなど我関せずとばかりに、一人のんびりとイヴァノフは喋しやべる。

　誰もが思う。なぜこいつだけ銃を向けられていないのか。不自然すぎる状況にもう一つの疑惑が芽生える。すべてこいつに乗せられたのではないか。しかし同時にこうも考えるのだ。こんな男にこの状況を演出できるはずはない。いや誰にだってできない。全員の心理状態を把は握あくし誘ゆう導どうしなければ不可能だ。もしできるとするならば全能の神に他ほかならないと。

　あるいはＡＤＥＭの人間ならば、とある一人の少女の名をあげるかもしれない。

「正直者は何人だろうね？」

　イヴァノフは裏切り者ではなく正直者と言った。それは無意識のうちに裏切り者が複数いるという意識を植え付ける。

　緊きん張ちよう感かんが一気に高まった。その限界に、

「はい」

　イヴァノフが手を叩たたく。

　それがきっかけになった。全員がいっせいに銃を撃うった。







　車内は血だらけだった。ほとんどの人間は絶命し、もはや生きているのは二人しかいなかった。

「だ、誰が裏切ったんだ？」

　ＦＳＢ唯一の生き残りはすでに瀕ひん死しだ。

「裏切り者？　そんなの嘘うそに決まってるじゃない」

　イヴァノフは舌を出した。この状況下でやはりイヴァノフは無傷であった。

「言っただろ。僕の武器は頭脳だって」

　自分のこめかみを指し、もう一度舌を出し、甲かん高だかい声で笑う。

「僕の洞察力と話術に騙だまされて、君たちは勝手に自滅したんだ」

　気の済むまで笑った後、足元から銃を拾うと危なっかしい手つきでいじくりまわした。

「ええと、どう使うんだっけ？　ああ、これが安全装置か」

　たどたどしく安全装置をはずすと、銃を生き残りに向けた。

「じゃあね。うわっ、引き金硬い」

　弾丸はそれて耳を弾はじき飛ばした。

「うがあああっ！」

　悲鳴にうるさそうに耳をふさぐ。

「僕を恨まないでくれよ。引き金が硬いのがいけないんだ。じゃあもう一発。うわっ。よし、今度はちゃんと当たったぞ。意外と才能あるんじゃない。どう思う？　ああ、死んじゃったら話できないか」

　イヴァノフはさも愉快そうに笑いながら護送車から出て行った。残されたのはお互いに仲間を撃うち合った死体だけだった。







「あれ？」

　イヴァノフが外に出ると、銃を持った兵士達たちが待ち構えていた。ＦＳＢが様子がおかしいと思い、兵力を差し向けたのだろう。

「これは口先でどうにかなる状況じゃなさそうだね」

　やれやれと肩をすくめた。どこまでも人を食った態度だ。

「地面に伏せて手を頭の上にのせろ。抵抗するならば容よう赦しやなく射殺する」

　銃器が一斉にイヴァノフに向けられた。二十以上の銃口に囲まれてイヴァノフは困った顔をする。料理をしていたら材料が足りなかった。その程度の表情であった。

「あんまり奥の手は使いたくなかったんだけどなあ」

　イヴァノフがスーツの懐ふところに手を伸ばす。兵士達がいっせいに銃の引き金をしぼった。あと数ミリで弾丸が飛び出す。発射されなかったのはイヴァノフの動きが途中で止まったからだ。

「撃たないでくれよ。別に危険なものを出すわけじゃないから。ゆっくり動くから誤解しないでくれ。ほら、これが何か解わかるかい？」

　イヴァノフが取り出したものを見て全員戸惑った。

「あれ、解らない？　クシだよクシ。髪の毛とかすのにつかう道具なんだけど難しかった？」

　インチキくさい笑顔でクシをちらつかせた。兵士達は面食らう。撃たれる危険性をおかしてまで取り出すものだろうか。それともクシに見えて、あれはとてつもないイヴァノフの発明品なのだろうか。

「これから僕が出す秘密兵器にはこれが必須でね。君達も見たかったんじゃないのかな、ＧＲＵの奥の手をさ。さて、ここで問題です。このクシは何に使うでしょうか？　正解者の方はまもなく生かして帰してあげます」

　スポットライトをあびている芸人のように一挙一動が大げさだ。

「地面に伏せて頭の上に手をのせろ！」

　いらだった兵士が怒声で警告した。

「え？　クイズに答える気なし？　死にたいの？　まっ、いいか」

　イヴァノフが腕を伸ばして指を鳴らす。ほぼ同時に轟ごう音おんと激しい光が辺りを埋め尽くした。とつぜん雷雲の中に放り込まれたかのようだ。空から雷のごとく何本もの放電の柱がイヴァノフの周囲を取り囲んだ。あまりに激しい音と光に身をすくませる兵士達たちの中で、イヴァノフだけが涼しげな表情をしていた。

　光と音が姿を潜ひそめ焦こげ臭くさい異臭が周囲に漂ただよう。否いな、放電の柱が去ったあとに片かた膝ひざをつき伏している十人の姿があった。

　鉄の鈍い光を放つ体にフィットしたコンバットスーツに身を包み、顔はフルフェイスのヘルメットで覆おおい隠している。スーツの上を常に走る青白い光は放電しているのか。まるで雷をまとっているかのようだ。

「紹介しよう。僕の最強の私兵、いかずち隊だ」

　十人全員が立ち上がった。放電がそのたびに激しくなる。持ち上がったヘルメットの正面はほとんど不透明で、中の顔は見えなかった。

「強さは申し分ないんだけどね、一つだけ重大な欠点がある。見てよこの頭」

　放電現象が起こす静電気で、イヴァノフの銀髪はまっすぐに逆立っていた。その頭をクシでなでつけて整える。

[image: ]

「ねっ。クシは必要でしょ」

　のん気な口調のイヴァノフに兵士の一人が銃を撃うった。まだ発砲命令は出ていない。恐きよう慌こう状態におちいったとっさの反応だ。弾丸は狙ねらいたがわずイヴァノフへ向かう。しかし届くことなく弾丸は途中で停止した。真横から突き出された手に阻はばまれたのだ。

　兵士達たちの間に声にならないざわめきが起こった。

　いかずち隊の一人が瞬しゆん時じに移動しイヴァノフのそばに現れ、腕を突き出し弾丸を阻む。一連の行動を視認できた兵士は一人もいなかった。彼らの目に映ったのは紫電の残像のみ。まさしく電光石火の速さであった。

　ゆっくりと開かれた拳こぶしから一個の弾丸がこぼれ落ちた。地面の上を転がり放電の光が二、三度瞬またたいた。

　動きすら把は握あくできない速さを持ついかずち隊と呼ばれる謎なぞの兵士。一名でもてこずるだろう。それが十名、イヴァノフを取り囲むようにいる。人数だけは倍以上いるはずのＦＳＢの兵士は、全員が青くなった。

「原理を説明するとだね」

　場を支配する恐怖感をまるで無視してイヴァノフが話し出す。それがきっかけで兵士達は恐怖にかられるように動いた。いくつもの銃声が鳴り響ひびく。それと同時にいかずち隊も動いた。と言っても三分の一だけだ。残りはイヴァノフを守るようにそばにいた。

「セルゲイ・イヴァノフが残した技術であるブレインプロクシを……あれ、違う人が考えたんだっけ？　どっちでもいいや。ブレインプロクシで体を極限まで使いこなしているんだよ」

　三人のいかずち隊が兵士達の懐ふところまで瞬時に詰め寄った。弾丸の軌跡は綺き麗れいに回かい避ひしている。素手でつかむことすらできるいかずち隊にとってそれはたやすいことであった。

「でもそれだけじゃいまの動きは無理なんだよね。せいぜい優秀な兵士どまり。それで動きの補助として外部から電気信号で刺激をあたえて筋肉の動きを補強している。でもまだこれだけじゃ足りないんだよね。人間の体って重たくってさ」

　いつの間にかいかずち隊が目の前に立っている。兵士は悲鳴をあげながら銃を撃つが、至近距きよ離りでも一発も当たらなかった。対していかずち隊の攻こう撃げきはただの一度、拳を兵士に叩たたきつける。しかしそれは雷の速さをまとった拳だ。兵士の体が吹っ飛ばされるような生ぬるいことは起こらなかった。頭部が吹き飛んだ。まるでスナイパーライフルで頭部を狙そ撃げきされたかのようだ。

　他のいかずち隊は腕を突き出し紫電を解き放った。直線状にいた兵士は感電し体を硬直させ、体をのけぞらしたまま倒れて動かなくなった。

「あとは極限まで軽量化。いらない部分はどんどん削っちゃった。ブレインプロクシがあるから脳はいらないでしょ。会話も必要ない。食事も必要ない。いらないものどんどん削ると人間ってこんなにも軽くなるんだよね。うん、究極のダイエットだよ」

　三人のいかずち隊が次々と兵士を倒していく。ある者は感電し、ある者は肉体がひしゃげ、ある者は味方の銃弾に倒れた。

　惨ざん殺さつ現場を前にイヴァノフはまるで意に介さず気分よさそうに講釈を続けている。

　悲鳴と銃声の数が減っていき、ついには何一つ聞こえなくなった。二十人の死体が散らばった大地の上に三人のいかずち隊が静かにたたずんでいた。

「どう、見て、この勇姿！　これこそが次世代の戦争を担になう戦略兵士、いかずち隊！　ってなるわけだよ。……ん？」

　一通りの説明が終わったイヴァノフは、そこでやっと目の前の惨状を認識した。

「もしかして誰だれも聞いてない？」

　手近に倒れている兵士の髪をつかんで持ち上げた。

「もしもーし、僕の講釈聞いてましたかあ？」

　反応は皆無だ。顔が半分潰つぶれていて、すでに事切れていた。イヴァノフはつまらなさそうに手を離はなすと、死体の頭がどさっと落ちる。不ふ機き嫌げんそうな顔でいかずち隊の面々を見渡した。

「あのさ君達たち、僕の演説の間くらい生かしておこうっていう、気の利きいたことができないわけ？　こう、もうちょっとさ、僕の気持ちを汲くみ取るくらいの器用さを見せてもいいんじゃない？」

　銃声が轟とどろいたのはそのときだ。倒れていたはずの兵士の一人が半身を起こして銃を撃うった。味方の凶弾に倒れたが運よく命を取り留めていたのだ。

　弾丸はイヴァノフをかすめてそばに立っていたいかずち隊の側頭部に命中した。弾丸はヘルメットを貫通し反対側から突き抜けた。

　撃たれたいかずち隊は二、三歩よろけたがすぐに直立の姿勢を取る。

「な、なんで生きてるんだ？」

　弾丸は完全に頭部を貫通している。生きているはずがない。呆ぼう然ぜんとしている兵士の腕が踏ふまれた。

「ぎゃああ」

　銃を持った手はいかずち隊によって完全に踏み潰つぶされていた。腕を押さえて悲鳴をあげている兵士のそばにイヴァノフは近寄った。

「どうして生きてるのか？　さっきの僕の講釈を理解していたらそんな疑問は出ないはずなんだけどな。不必要なものは全部捨ててあるって。ブレインプロクシがあるから脳はいらない。食事も会話もしないから口もいらない。ほらっ！」

　イヴァノフは頭部を撃たれたいかずち隊のヘルメットを外した。そこにあった顔を見て、兵士は痛みではない悲鳴をあげる。

「ひっ、ひいいいいい」

　それは頭と呼ぶには語ご弊へいがあった。脳を含めた頭部がまるごとなかった。口もない。目と耳と鼻がわずかに残っている皮ひ膚ふを通じて申し訳程度に繋つながっているだけの、顔の残ざん骸がいがあるだけだった。死体ならまだよかった。それは意思を持った目で兵士を見て瞬まばたきをしている。呼吸をしている。狂気の産物であった。

「ちょっと臭におってきたね。防腐処理が甘かったかな。どうだい、これでも生前はなかなかいい男だったんだよ。ははは、あははははっ」

　兵士の悲鳴とイヴァノフの笑い声がいつまでも続いた。
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　少年は混乱していた。無理もない。家族と住んでいる村の人々を殺されて、氷のような巨大な花びらに追われ、林を抜けると異形の生物群に遭そう遇ぐうした。そこで謎なぞの女性に助けられたのだ。

　女性の横顔に見とれているうちに知らない場所についていた。すでに異形の大群は大きく引き離はなしている。しかし異形の花の包ほう囲い網もうだけは突破できずにいた。

「少し待っていてくださいね」

　少年をおろすと女性は花の前に立ちふさがる。

　バラの花びらをつまむように、しなやかな指が目の前の巨大な花びらをつまむ。杉すぎの幹すら切断する刃がそれだけで停止した。否いな、一枚の回転を止められて、逆に本体が回転してしまう。さらに逆回転していた花びらは二倍の速さで逆回転する。トルク制御を完全に失い、ばたばたと暴れる３メートルの花を、二本の指先で止めている姿は何かの冗談にしか思えなかった。

　指を弾はじくと、花は縦に回転して林の中を転げる。杉すぎの木にぶつかったとき、あっさりと花びらが折れた。角度が違えば、意外ともろいようだ。

　すべての花びらを失い中心部分だけ残った花は、陸に上げられた魚のように横たわったまま無ぶ様ざまに暴れるしかなかった。

　いまだほうけている少年の頭に、優しく手が置かれた。

「あなた、お名前は？」

「ヴォ、ヴォルグ」

「そうヴォルグ君というの。私はスヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤ。ラーク村の人ですか？」

　恐怖心が去ると悲しさが襲おそってきた。みんな死んでしまった。一人になってしまった。そう思ったとたん目から涙があふれた。

「そう、一人でがんばってきたのですね」

　ヴォルグを抱きしめると優しく頭をなでる。

　しかしその眼まな差ざしはすぐに鋭いものへと変化した。林の中を油断なく見渡す。いくつもの赤いぼんやりとした光点が目に入った。十や二十ではすまない数だ。

　羽音が四方から近づく。何本もの杉が倒とう壊かいする。

「この数のフロスは少々まずいです」

　フロスはラテン語で花を意味する。回転する甲かん高だかい音が近づく。女性──スヴェトラーナは少年を抱き上げると同時に後方にもんどりを打つ。ほぼ同時にいくつもの花──フロスが四方から二人がいた空間を切り裂いた。

「くっ」

　かわしきれずスヴェトラーナの服が裂け、肌にも薄うつすらと血がにじんでいる。しかしこれだけですんだのは僥ぎよう倖こうといえた。

　さらに突進してきたフロスの回転する花びらを下から蹴けり上げる。またも指で回転する花びらをつかみ、他ほかのフロスに投げつける。次々とかわしては倒す。しかし無数と錯さつ覚かくするほどの数の前では、じりじりと追い詰められていく。

　ヴォルグはスヴェトラーナにしがみついたまま震ふるえていた。子供をかばいながらでは限界がきた。

「さすがにこの数をさばききるのは無理ですね」

　ならば奥の手を。そうつぶやいて髪が揺らめいたとき、空から降ってきた大きな人影が、真上からフロスの中心軸を攻こう撃げきした。巨きよ躯くの体重を乗せた一撃はフロスを地面にめり込ませ、花びらを折ってしまう。

「姉あね御ご、こっちです」

　そう言って手を伸ばしたのは、熊くまと見間違えそうなほどの巨漢で、髪もヒゲも濃い男であった。山にいたら誤って撃うたれてもおかしくない。

「リバース、姉あね御ごはやめてと何度言ったら」

　二人は背中合わせに防衛戦を始める。大男──リバースにスヴェトラーナのような器用なまねはできない。ただし腕を伸ばせば、ぎりぎりフロスの中心部に手が届く。そこを豪快に殴なぐって退ける。あるいはつかんで振り回す。巨体ゆえの戦法だ。

　ヴォルグはめまぐるしくかわる状況に目を白黒させていた。もはや悲しむ余裕すらない。目の前のできごとに驚おどろくだけで心がいっぱいになってしまった。いつしか涙は止まっていた。

「きりがないですな。二十一匹目！」

　リバースの投げたフロスが、他ほかのフロスを巻き込んで地面に落下した。しかしすぐに別のフロスが押し寄せる。何十体と退けたつもりだが、数が減った様子はない。

「無む駄だ口ぐちをたたいている余裕はありませんよ」

　単体の戦力では勝っていても、数の前では意味をなさない。そこには必ず限界が訪れる。

「ぐおおおおおっ！」

　大男の左腕が真っ二つに裂け、宙に飛んだ。三体同時のフロスをかわしきれなかった結果だ。

「いってえじゃねえか、このやろうが！」

　怒りにまかせて殴ったフロスが遠くまで転がっていく。しかし片腕になってしまったのは圧倒的に不利だ。リバースは防戦一方になった。そのぶんスヴェトラーナに攻こう撃げきの手が回る。

「やべえな、このままじゃジリ貧ですぜ」

「まだです」

　スヴェトラーナの視線が林の奥に向けられた。彼女はいったい何を見ているのか。その背後からフロスが襲おそう。抱きしめられてうしろを見ていたヴォルグは、目の前に迫ったフロスに悲鳴をあげた。

　そのフロスが突然何かに弾はじかれるようにうしろへ傾いた。銃声のこだまがとどろいたのはその直後だ。

　さらにいくつかのフロスが銃弾に傾いた。銃声は着弾のあとから響ひびいてくる。視界さえおぼつかない状況の中での長ちよう距きよ離り射撃である。

「けっ、いいとこどりしやがって」

　狙そ撃げきで次々と倒されるフロス。そこにわずかながら逃げ道ができる。三人はそのわずかな隙すき間まを駆け抜けた。リバースは途中で切断された腕を拾う。心配そうに見ているヴォルグにリバースは意外と愛あい嬌きようのある顔で笑いかけた。

「心配すんなよ」

　狙撃で次々と倒されるフロス。さらに阻はばむものはスヴェトラーナとリバースが排除していく。彼らが駆けぬけたあとには、フロスの残ざん骸がいが延々と散らばっていた。

　ついに林を抜け開けた雪原に出た。その中腹にぽつりと黒いフードをかぶった人影が二つある。三人はそこを目指して走った。すぐ背後からは何十、何百という数のフロスが押し寄せてきた。なだれのごとくだ。

　一人はライフルをかまえて次々とフロスを打ち落とす。

「アリシア、撤てつ収しゆう準備です」

　声が届く距きよ離りまでくると、スヴェトラーナは叫んだ。狙そ撃げきに徹てつしていたアリシアはすぐに背後の雪に偽ぎ装そうしていたフードをはらった。一台のジープがそこにあった。

　もう一人のフードをかぶった人影が前に出る。スヴェトラーナとすれ違うわずかな時間、短い言葉をかわす。

「時間を稼かせぎます」

「気をつけて、闘とう真まさん」

　フードを脱ぎすてた少年は、片手にまだ抜刀していない小刀をかまえた。

「こい」
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　一週間前。

　夜のとばりが落ちるのを待ち、その者達たちは動いた。迅じん速そくかつ静かに、闇やみにまぎれて徘はい徊かいする。装備しているものは光の反射を避さけるために、一様に黒く塗りつぶされていた。

　目指すは林の奥にひっそりとそびえる屋や敷しきだ。人の気配はなく、灯あかりも見えない。

　しかし人がいることは確かだ。それは昼間のうちに確認している。目標の人物は世界の情報を束ねる超重要人物。付き人はたったの二名で、少年と少女だ。護衛はなく、社会的地位を考えたら手て薄うすを通り越して、無用心極まりない。

　対し侵入者の数は異常であった。四人一組のチームが六、計二十四名の人間が屋敷を取り囲む。所定の位置についた彼らはじっと時を待つ。草むらの中、蛇へびや虫が体を這はっても微動だにしなかった。隠おん密みつ行動のプロフェッショナル集団、質量とともに死角なしである。

　時計の針が夜中の二時を指す。ほぼ同時に屋敷の上に発光弾が打ち込まれ、四方を明るく照らした。

「ゴー！」

　同時に侵入者達がいっせいに屋敷へ向かって動いた。さらに轟ごう音おんが木々の枝を大きく揺らす。ものかげから浮上してきたのは静せい穏おん飛行で潜ひそんでいた二機の攻撃ヘリ、アパッチだ。

　二機のヘリは屋敷の周囲を巡回し、サーチライトで窓から中を照らす。その間侵入者達は一階と二階の窓を突き破り次々と侵入した。

　四人一組のチームはまるで一つの生き物であるかのように行動し、手て際ぎわよく屋敷内を探索していく。サーモセンサーはたとえ人間が物陰に潜んでいたとしても、たやすく発見することができる。屋や敷しき内の扉は次々と破られ、部屋をあばいていった。

　ついに一階は占拠され、二階の探索も半ばが終わろうとしていた。そこまで発見は皆無。

　しかしついにサーモセンサーに反応が表れる。

『目標発見、二階最奥の扉の向こうに人型の熱源反……ぐあっ』

　二階に向かった一チームからの通信は悲鳴で終わった。

「αチーム、どうした？　何があった？」

　応答はない。

　一階に一チーム残し、他ほかのチームは二階の奥へ向かう。彼らがそこで見たのは倒れている数名の仲間だった。だが慌あわててかけよったりはしない。周囲への警戒は怠おこたらず、仲間のもとへ慎しん重ちように歩み寄る。

「まだ生きている」

　首筋に手を当てて、全員の生存を確かめた。そのうちの一人はまだ意識がかろうじてあった。

「目標はどこだ？」

　かすかに震ふるえる手が廊下の一番奥の扉を指差す。サーモセンサーを装備している侵入者が、扉の向こうに熱源を探知した。

「熱源を確認した。標的Ｃだと思われる」

　標的Ｃとはまだ年とし端はもゆかぬ小柄な少女。しかし彼らはためらうことなく襲しゆう撃げきの準備を進める。銃を手に取り、扉に手をかける。目的は標的の殺害だ。

　扉に張り付いた先頭の男が指を折ってカウントダウンする。

　誰だれもが扉に注目していた。だから先行して倒れていた四人のうちの一人がゆっくりと立ち上がったとしても、誰も気づきはしなかった。倒れていた男は立ち上がるとノクトビジョンのゴーグルを外し床に投げ捨てる。下から現れたのは意外に若い男であった。手に取ったのは重火器ではなく小刀。

　その小刀も異様であった。全体に何枚もの札が貼はられ、奇妙な文字が書かれている。さらに厳重に鎖くさりが巻かれ、抜刀できないようになっていた。武器としての意味をなしていない。

　最新の重火器を持った相手に対し、あまりにも無む謀ぼう。

　しかし若い男──坂さか上がみ闘とう真まは廊下の通路を一気に走りぬけた。すれ違った侵入者達たちは次々と倒れていく。背後からのふいうちといえ、的確に次々と急所を突き昏こん倒とうさせていく。
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「うわっ！」

　仲間の悲鳴を聞きつけ、ようやく背後からの襲撃に気づいたチームも、しかしそのときはすでに三分の一、五名が倒れていた。先の四名とあわせてすでに九名。

「襲撃だ！」

　背後から襲おそいかかる少年めがけて銃口を向ける。子供と侮あなどっていたが、尋常でない手だれだ。引き金にこめる指先に微み塵じんのためらいは消えた。

　しかしそれでもなお彼らは油断していたといえる。扉の向こうの熱源に背を向けてしまった。彼らは知るべきだった。少年はまだ慈じ悲ひ深い存在であることを。背後に立つ少女こそ一片の感情もない無慈悲な殺さつ戮りく者しやであることを。

　扉が崩れ落ちた。防壁をかねる扉の内には分厚い鉄が仕込まれていたが、それごとばらばらになった。床に散らばる破片の重たい音を聞きつけて、彼らは再度扉に目をやる。

「え？」

　扉の向こうに立っていたのは闇やみ夜よに浮かぶ真っ白なワンピースを着た少女だ。少女が動くたび、重力がないかのように亜あ麻ま色いろの髪や白い服がふわりと漂ただよう。その姿は幻想的ですらあった。しかしそれは扉を斬きった動から自然体の静へ速すみやかに移行した技量の片へん鱗りんであった。右手の長刀だけが不自然に浮いている。

　その迅じん速そくならぬ太た刀ち筋すじは一片の慈悲もなかった。

　少女が断ち切ったのは扉だけではない。そこに張り付くように立っていた侵入者の肉体もまた、同様に両断していた。

　遅れて吹き出た血ち飛沫しぶきが真っ白な服を赤く染める。崩れた肉片をまたぎ血に染まった少女は、残りの生存者へと歩みを進めた。

「クレール、殺すなっ！」

　もう一人の少年がとっさに叫び、残りの侵入者に襲おそいかかる。このときいまだ侵入者達たちはただの一発も銃を撃うてていない。長い廊下の両りよう端はしから十名の侵入者はたった二人に挟み撃ちをされ完全に浮き足立った。

　窓の外からまばゆい光が廊下を照らす。アパッチのサーチライトだ。毎分千発のガトリング砲が火を噴いた。味方もろともの暴挙である。しかし標的を抹まつ殺さつするという目的を考えると最良の手段であった。

「うわっと！」

　転がるように伏せた闘とう真まの頭上をガトリング砲の銃弾が走り抜ける。しかし対応が遅れた廊下の侵入者達たちは、ガトリング砲の弾丸をまともに受けて廊下の壁に叩たたきつけられた。

「クレール！」

　少女を案じた闘真の叫び声は杞き憂ゆうに終わった。銃弾に倒れた人間の中に幼い少女の姿はない。それどころか廊下のどこにもいない。

　サーチライトの明かりめがけて二階の窓から跳ちよう躍やくした小さな体を、闘真はかろうじて視界の隅で捉とらえた。ヘリコプターの風を受けて、白い服が激しくはためく。

　音もなくコックピットのガラスにクレールの体が着地した。

「これでおしまい」

　振り上げた長刀は真横になぎはらわれ、ガラスごと中にいる人間を両断した。

　操縦者を失ったヘリが制御を失い墜つい落らくする前にクレールは再び跳躍し、割れた窓から二階の廊下に戻る。墜落したヘリは地上をもんどりうって燃料に引火し爆発した。

「クレール……やりすぎだ」

　背後の炎をまるで気にも留めず自分を見るクレールに、闘真はかすれた声を出す。

「前にも言ったはずだよ。必要以上に殺す必要はないって」

　クレールは少し考えるような顔をして、小首を傾かしげる。

「生かすとあとあと面倒」

　闘真の言うことはまるで聞かず、長刀を鞘さやに収めた。
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　一夜明けて、闘真達は別の場所に移動していた。不ふ坐ざと行動を共にするようになって三日と同じ場所に滞たい在ざいしたことはない。特に昨日のような血なまぐさい現場の後はすぐに場所を移動する。

　いま闘真がいるのは昨日の豪邸と比べると、やけに質素なマンションの一室だ。闘真としては無む駄だに広い家より、こちらのほうが気分的にも落ち着いた。

　不坐はこのマンションにクレールと闘真を残すと、仕事があるからと消えてしまった。これも珍めずらしいことではない。不坐の行動はパターンというものがない。ついでに周囲の人間への配はい慮りよも皆無だった。いつも気ままに自分中心で世界を動かしている。

　闘とう真まはいまキッチンで料理をしている。たいした料理は作れないが、ときどきクレールが様子を見にくる。表情には出さないが、まだかまだかと待ちわびているのは明らかであった。

「あとちょっとだから」

　闘真が作ったのはホットケーキだ。甘いものが好きなクレールに作ってやれる数少ない闘真のレパートリーの一つだが、意外にも好評をはくしたらしい。

「ほら完成したよ」

　ホットケーキを持っていくとクレールはナイフとフォークを握って、おとなしくテーブルに座っていた。その姿は見た目以上に幼く見えた。

「クレール、ケーキを食べる前にちょっといい？」

　クレールは闘真を見ることはせず、その視線はずっとホットケーキに注がれている。

「昨日のことだけど、約束したよね？　無む駄だな殺せつ生しようはしない。襲おそってくる人間は僕に任せてくれって。僕の言うことを聞かないと、もう作ってあげないよ。プリンもだめ。わかった？　ちゃんと解わかったっていうまで、食べちゃダメ」

　クレールの視線が初めてホットケーキをはずれ、何も言わずに闘真を見た。反論も反省もしない、ただ曇くもりのない緑の瞳ひとみで闘真をじっと見つめるだけだ。

　感情はない。ないように思える。しかし闘真には言葉よりも雄弁に思え、悲しんでいるようにも見え、怒っているようにも見えた。

　なによりもクレールが唯一と言っていいほど楽しみにしている甘いものの摂取を取り上げるのは、とても残ざん酷こくな行為に感じてしまう。

「うう……解ったよ」

　闘真はしぶしぶホットケーキをテーブルに置いた。

　クレールは小動物のようにケーキの匂においをかぎ、バターの塊かたまりをのせ、シロップを一ひと瓶びんまるごとかけた。闘真は見ているだけで胸焼けしそうだ。クレールはほとんどシロップにひたったホットケーキを、不器用にフォークとナイフで切ると口に運ぶ。あれだけ長刀をうまく扱えてなぜフォークとナイフがへたくそなのか闘真にははてしなく謎なぞだったが、追求しても首を傾かしげられるだけなので、そういうものなんだと納得することにした。

　ドアのチャイムが鳴った。

　この場所を知っているのは不ふ坐ざくらいだ。しかし不坐が帰ってきたならチャイムを鳴らすなんてことはない。だがそれ以外に誰だれかここにたずねてくる理由は思い当たらなかった。

　敵か。しかしそれならば闘真より周囲の気配を探ることに長たけているクレールが、のんびりケーキにかぶりついていないだろう。危険よりケーキが優先されるという可能性もなくはなかったが。

「誰だろう……え？」

　警戒しながら玄関ののぞき窓を見た闘とう真まは思わず声を上げてしまった。

　真まな目め勝かつ司しが立っていた。







「ひさしぶりだな」

　入り口で立ち尽くす闘真を一いち瞥べつもせず部屋の中に入り、リビングのソファにすわると横おう柄へいな態度で足を組み、部屋を見渡した。高級そうなスーツに身を包み、どんなに横柄であれ決して下品にはならない、優雅でもあるその立ち居振る舞いは、この平凡なマンションの中で浮いていることこの上なかった。

　その隣となりにはまだ幼い男の子が座っていた。忘れるはずもない、勝司が連れる謎なぞの少年。かつてＫＩＢＯＵビル事件のとき、何度か会ったことがある。

　その向かい側ではクレールがまったく目の前の二人を気にすることなくホットケーキを食べていた。十枚以上あったはずだがいまは残り二枚だ。この分だと追加がいりそうだ。

「ええと才さい火かくん……だっけ。君もホットケーキ食べる？」

「うんっ！」

　年相応に無邪気な返事だ。

「俺おれは二枚でいいぞ」

　勝司は無視してキッチンに立つ。

「兄を無視か。ひどいな」

「僕はこの前勝司兄さんについていってひどい目にあったんですよ？　警戒するなと言われても困ります」

「のこのこついてくるほうが悪い」

　女性をだます悪役みたいなことを言う。

「その言い方は……」

「力のある人間は、もっと考えて行動しろと言ってるんだ。あそこでついてこなければ、俺はあれ以上おまえに干渉するつもりはなかった」

　何も言い返せなくなった闘真は黙だまってホットケーキを焼くしかなかった。広めのホットプレートで六枚ずつ焼く。

「おまたせ」

　クレールと才火の前に山盛りのホットケーキを並べると、二人は目を輝かがやかせていた。二人のホットケーキを見て勝司がつぶやく。

「俺の分は？」

「考えて行動したんだよ」

「大人気ないやつめ。紅茶だけで我が慢まんするか」

　勝かつ司しは肩をすくめて、紅茶を口にしてすぐに顔をしかめた。

「まずい」

「麻ま耶やのところで出される紅茶を基準にしないでよ。これが普通の紅茶。まあ、インスタントコーヒーをこれは何って聞いた麻耶といい勝負だね」







「抜くことを禁じたのか？」

　顔をしかめたまま紅茶を飲む勝司が、棚に無造作に置いてある鳴なる神かみの尊みことに目をとめた。

「うん。一回は親おや父じに返したんだけど、昨日そんな状態になって返ってきた。本当に使う気がないなら、持ってろって」

　闘とう真まが出した鳴神尊を見て、勝司は眉まゆをひそめる。勝司が以前手にした鳴神尊とはずいぶん様変わりしていた。

　まず全体に札が何枚も貼はってあった。でたらめに巻いた包帯のようにも見える。札には奇妙な記号とも文字とも区別がつかないものが書かれている。さらに細い鎖くさりが巻きついている。

「ちょっと見せてみろ」

　あっさりと渡す闘真を勝司は苦々しく見る。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない。ふむ、四し々し家けの封印か」

「四々家？　えーと、八はち陣じん家けの一つだっけ？」

「そうだ。昔から呪じゆ術じゆつ的てきなことを執とり行ってきた家系だ」

　呪術と聞いて闘真は苦笑いをした。

「迷信めいた古ふる臭くさいことと思ったな。しかし違うぞ。言こと霊だまという言葉があるくらい声や文字には力がある。おまえは弧こ石せき島とうで視覚毒を実際に目にしたのではないか？　形や色は脳に影えい響きようをあたえる。これも一いつ緒しよだ。この四々家が使う独特の文字は、長年かけて生み出された脳に直接影響をあたえる特殊文字だ。この文字はおまえから鳴神尊を抜くという意思を奪う。さらに紙も鎖も特製のものだろう。ちょっとやそっとじゃ切れやしないし破れないぞ。こっちは現代科学の粋すいだろうがな」

　そう言って鳴神尊を返した。

「物理面と心理面による二重のロックだ。生なま半はん可かなことでは絶対に抜けない。本当に必要になったとき、おまえがそれを抜けるか見ものだな」

「だから抜かないって。僕はそう誓ったんだ」

「かたくなな決意ほど、あるときあっさりくつがえるものだ」

　ハナで笑われた闘真は、自分の決意を馬ば鹿かにされた気持ちになってむっとして、勝司を睨にらむ。しかし勝司は、

「大きくなったな」

　闘とう真まを無視して、ホットケーキを食べているクレールを見ていた。口のまわりにシロップとバターがついている。

「クレールの小さいころを知ってるの？」

「ああ、まだ蛟みずち叔お父じ貴きのところにいたころにな。一度だけ抱かせてもらった。俺おれがまだ十二歳のときだ。おっかなびっくりに抱くのを見て、蛟叔父貴は笑っていた」

　闘真はずっと気になっていたことをたずねようと思った。

「……クレールのお母さんは、どうしたの？」

　やわらいでいた勝かつ司しの表情が険しいものに戻った。

「今日はその件で来た。この写真を見ろ」

　勝司が出した写真はあまり写りがいいものではなかった。吹雪ふぶきの中でカメラに近すぎるせいかピントがずれている。

「スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤ。クレールの母親であり、蛟叔父貴の妻だった人物。そして遺産強ごう奪だつ組織ミネルヴァの創始者でもある」







　勝司は映像の入ったＤＶＤを持ってきた。

　再生するとすぐに、一人の女性が映った。亜あ麻ま色いろの髪に翡ひ翠すいを思わせる緑の瞳ひとみ、大人びた表情をしているが闘真にはひと目で解わかった。

「似てる。この人がクレールのお母さん？」

「この映像は十一年前、アメリカ、日本、ロシア、中国など二十二カ国の政府機関に送られたものだ」

　闘真は固かた唾ずを呑のんで映像を見守る。クレールに似ているが意志の強い眼まな差ざしは大きく違った。

『これは最後通告です』

　クレールの母親──スヴェトラーナの第一声に闘真は驚おどろいた。

『あなたがたは再三にわたり我々ミネルヴァの警告を無視してきました。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの生み出した技術は機密扱いとし、法的秩ちつ序じよの下で管理されるべきだと。その理由、裏づけとなる証拠の数々も用意したのに、あなたがたは耳をかそうともしません。目前の益にばかり気をとらわれ本質を見失っています。その愚おろかさになぜ気づかないのですか!?』

　映像が勝司の手によって一時停止になった。

「これが創立当初のミネルヴァの活動内容だ」

「海かい星せいみたいだ」

「そうだな。しかし当時のミネルヴァは海星ほどの大きな力はなかった。ＡＤＥＭの総司令、伊だ達て真しん治じは法的手続きを固めて合法的な組織化を図ろうとした。ミネルヴァや海星はそれでは時間がかかりすぎると考えた。しかし海かい星せいは潰つぶれ、ミネルヴァはただの遺産強ごう奪だつ組織となった。地道な努力こそが実を結ぶいい例だな」

　勝かつ司しは映像を再開させた。

『私は峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの狂気の技術で人体実験され、生き残った最初の人間でしょう。もう十年以上前の話です。故ゆえに私は知っています。峰島勇次郎の技術がどれだけ人の心と人生を狂わせるか』

　十一年前の映像で十年以上前ということは二十年以上前の話ということになる。自分や由ゆ宇うが生まれる前から、この人はずっと遺産に苦しめられてきたのかと思うと、闘とう真まは驚おどろきを隠せない。

『一年前、私は愛する夫と娘を失いました。すべてはかの狂人が生み出す技術のせい、そして……いえ多くのことを望むのはやめておきましょう。私の望みはただ一つ、峰島勇次郎の技術の撲ぼく滅めつのみ』

　悲しみから怒りへと表情を変える。

『私と同じ境遇の者を救い出し、ミネルヴァという組織を作りました。峰島勇次郎のテクノロジーを封じることを目的としています。警告します。ただちに峰島勇次郎のテクノロジーの使用をやめなさい。さもなくばあなた達たちは、かのテクノロジーの恐ろしさを身をもって知ることになるでしょう』

　スヴェトラーナの髪がざわりと蠢うごめいた。風ではない意思のある動きだった。

　映像はそこで終わった。

「彼女の警告にしたがう国はなく、ミネルヴァは警告どおり活動を開始した。世界中の峰島勇次郎がらみの施設を潰していった。しかし皮肉なことにそれは峰島の技術の有用性の証明でもあった。ミネルヴァを利用しようとする国や組織も現れる。徐々にミネルヴァは組織としての方向性を失っていった。それでも彼女は戦い続けたが、四年前に姿を消した。それからのミネルヴァがどういう組織になっていったか、おまえもよく知っているだろう」

　闘真にはどうしても気になることがあった。

「一年前ってつまり十二年前だよね？　夫と娘を失ったって言ってた」

　闘真はクレールに目をやる。

「蛟みずち叔お父じ貴きは十二年前に死んだ。峰島勇次郎の暗殺に失敗してな。クレールの母親はかなり取り乱したらしい。失意のなか彼女の不幸は続く。彼女の唯一の心の支えであった子供が火事に巻き込まれて死んだ」

　闘真はクレールを見た。やはりという気持ちがあった。

「そうだ。じつは生きていた。そして不ふ坐ざの手元にいる。モルモットにされ、手て駒ごまにされ、挙句が今の姿だ」

「……ひ、ひどすぎる」

　言ってしまってから、闘とう真まは慌あわてて横にいるクレールを見た。クレールは表情や言葉に出さないだけで、周囲の会話の意味は理解している。これを聞いたクレールがどう思うか。いくらなんでも自分達たちの会話はクレールに対して無神経すぎやしなかったかと。

　その闘真の表情を察してか、勝かつ司しは片かた眉まゆを上げた。なにか気分を害されたときの勝司のくせだ。しかしそれは闘真に対してではなかった。

「これが真まな目め家けだ。いまさら隠すこともない」

　吐はき捨てるように言うしぐさは、勝司の端整な面おも差ざしにあまり似つかわしいとはいえなかった。

「ボギンスカヤの行方はこの四年間誰だれにも解わからなかった。唯一知っているのはミネルヴァのダブルエースだが、一時的に手を組んだ俺おれにも、決してその情報は教えなかった。しかし最近情報を一つ入手してな、それを交換条件に接触までこぎつけた」

　嫌いやな予感がした。闘真の感情の変化を読み取ったのか、勝司はハナで笑う。

「おまえの思っているとおりだよ。死んだと思っていた娘が生きていた。この情報の前では、隠れ続けることはできない。ボギンスカヤとやっと接触できるめどがたった」

「勝司兄さんまで、この子を利用するって言うの？」

　闘真の責める口調を受け流し、悪びれもせず勝司は言った。

「ああ。そうだ。そして、この娘を親元に届ける役目はおまえだ、闘真」

　同時に勝司の目は、おまえも同じように、自分の望みのためにこの娘を利用するんだ、と闘真に言っていた。







　闘真の返事を待たずに勝司は去って行った。あとに残された闘真は渡された封筒と、資料の写真を見る。

「スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤ……」

　世界で初めての峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが生み出したテクノロジーの成功例であり、鳴なる神かみの尊みことの継承者を八年間見てきた女性。遠いロシアの大地にこの女性はいる。

　ミネルヴァを作ったほどの人物だ。勝司がコネクションを作りたがるのも無理はない。そのために自分を利用しようとしている。そして自分もその繋つながりを利用しようとしている。

　──真目蛟みずちを、鳴神尊の継承者を、ずっと見てきた女性。

　峰島勇次郎のことも鳴神尊の継承者のことも熟知しているはずだ。

　闘真が不ふ坐ざについてきたのは、知らなければならないことがあったからだ。自分の力を知り由ゆ宇うを助けたいと思ったからだ。だから利用されるかもしれないとは解って、不坐の懐ふところでずっと機会を待った。いまそれが思いがけない形で訪れていた。

　──利用したければ利用するがいい。

　不ふ坐ざや勝かつ司しに向かって思った。それでも譲ゆずれない部分は絶対に守ると決めた。

　真まな目め家けとは何か、鳴なる神かみの尊みこととは何か、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうとは何か。それらの疑問の答えの果てに、由ゆ宇うを助ける方法がある気がした。

　その手がかりとなる写真の中のスヴェトラーナは、綺き麗れいだが寂しい表情をしていた。その表情は由宇にとても似ていた。

　──由宇。

　最後の別れ際ぎわに見せた彼女の動揺。ずっと隠し通してきた彼女の罪。そのすべてを受け止める強さも知恵もいまの自分にはない。

　視線を感じて振り向けば、クレールがじっと見ていた。

「クレール、お母さんに会いたい？」

　解わからないというようにクレールは首を傾かしげる。親の愛情を知らない。だから会いたいかどうかも解らないのだ。

「そうか、そうだよな」

　長いあいだ母親との別べつ離りの記き憶おくを不坐によって歪ゆがめられていた闘真には解る。少なくとも今の状況がクレールにも、クレールの母親にも、いいことだとは絶対に思えない。

　とにかく会おう。そしてクレールを母親のところに連れて行こう。会わせてあげよう。

　自分も同じようにクレールを利用しているのかもしれない。だが不坐や勝司と自分は違うはずだと闘真は自分に言い聞かせた。

「旅行に行くよ。出かける準備をして」

　不坐には書き置きを残すまでもないだろう。一度決意すると闘真の行動は早かった。




　　　　　　　　４




　勝司が用意したロシア行きの飛行機は便も席も決まっていた。封筒の中には航空券以外のものは入っておらず、ロシアについてからどうすべきか闘真には解らなかった。

「まあ、なるようになるよね」

　長所でもあり短所でもある楽観的な思考で闘真は落ち着いていた。

　隣となりに座っているクレールは、飛行機のカタログをさっそく開けて甘いものをチェックしている。無感情に見えて食べ物に対する探究心は人一倍強い。「世界のチョコレート」と書かれたページをじっと見つめている。

　長刀を携たずさえてなければ、どこからどう見ても普通の子供だった。

　そのクレールの長刀と鳴神尊は当然機内に持ち込むことはできず、骨こつ董とう品ひん扱いでいまは貨物室の中にある。

　勝司が用意した席はビジネスクラスだった。ゆったりとした座席はとても贅ぜい沢たくに感じる。麻ま耶やといたときに何度か外国には連れて行ってもらったが、常に自家用機であり、まるで家の中のようで、逆にあまり飛行機という感じがしなかった。

「なんだかどきどきするね」

　闘とう真まが言おうとしていることが解わからないのか、クレールはきょとんとしている。しかしすぐにどうでもよくなったのか、カタログに戻った。

「すごいなあ」

　リクライニングボタンを押すと座席は倒れてほぼ水平になり、簡易ベッドに様変わりする。面おも白しろくて何回もボタンを押して繰くり返していると、

「お客様、申し訳ありませんが他ほかのお客様のご迷惑になりますので……」

「あ、はい。すみません」

　キャビンアテンダントにやんわりとたしなめられてしまった。

「怒られちゃったね。気をつけないと」

　ほとんど変化のないクレールの表情が、一いつ緒しよにしないで欲しいと言っている。闘真の被害妄もう想そうかもしれないが、クレールのほうがはるかに乗りなれて落ち着いているように見えた。

「あきれた。話に聞いていたとおりね。その落ち着きようはとんでもない大人物か大おお馬ば鹿か者ね」

　そしてあなたは確実に後者、という口調で闘真に話しかける女性の声があった。驚おどろいて振り向いた闘真が見たのはメガネをかけた金髪美女だ。プロポーションもすばらしく、胸など目のやり場に困ってしまう。腰に手をあてて、少し小ばかにした感じで息をはく。

　どこかで会ったことがある気がする。

「え、あの？」

「坂さか上がみ闘真君ね。初めましてと言うべきかしら。本当はサルベージ船の上で一度会ってるんだけど」

「あ、なんとなく……」

　スーツを着た今の姿からは遠いが、サルベージ船の上でＬＣ部隊の戦せん闘とう服ふくを着てレプトネーターを倒していた三人組の中の一人だと、闘真はなんとか記き憶おくをさぐる。由ゆ宇うの命令にもしたがっていた。少なくとも完全な敵ではないだろうと解ると、闘真は少し安心する。

「もしかして、ＡＤＥＭの方ですか？」

「そう思われても仕方ないけど、私はＡＤＥＭの人間ではないの。名前はアリシア新あら井い。そうね、あなたの案内役。いえお守もりといったほうが近いわね」

「案内役、ですか？」

　お守り役と問い返さなかったのは、わずかばかりのプライドのためだ。

「あら勝かつ司しさんから聞いていない？　職業はそうねえ、アメリカのエージェントと言ったところかしら」

「エ、エージェント……」

　映画でしか聞いたことないような言葉だ。しかも黒いスーツを着こなしたこの女性は、金髪碧へき眼がんとスタイルもあいまって、本当に映画女優のようだった

「コードネームはダブルエース。よろしく。アリシアって呼んで」

　差し出したアリシアの手をおそるおそる握り返す。

「ぼ、僕は坂さか上がみ闘とう真まです。闘真でいいです」

「オーケー闘真、私達たちはもうファーストネームで呼び合う仲ね」

「え、あ、いや……そ、そうだ。こっちの女の子はクレールです」

「そう、この子が……」

　クレールを見るアリシアの目は優しかった。最初は子供に向ける女性特有の眼まな差ざしかと思った闘真だが、アリシアの瞳ひとみにそれだけでは説明のつかない感情が含まれていることに気づいた。だがなんだろうと思うまもなく、アリシアが話題を変えてしまう。

「おっと、感傷的になってる場合じゃないわね。もう一人紹介したい人がいるの。人って言うより獣けものに近いけど。リバース、こっちよ」

　その男が入ってくると誰だれもが振り返って息を呑のんだ。

　でかい。とにかくでかい。あいた口がふさがらない。そして毛深かった。獰どう猛もうに見えた。獣が二足歩行しているようにしか見えなかった。しかしその獣が飛行機の通路を窮きゆう屈くつそうに歩く姿は少しだけユーモラスだ。

「せめえな、もう」

　大男は動くたびに体のどこかをぶつけていた。棚の一つなど豪快に頭をぶつけて破は壊かいしてしまう。

「すまねえ。あとで弁べん償しようすっからよ」

　慌あわててかけつけたキャビンアテンダントに恐縮して頭を下げる姿は、悪い冗談にしか見えなかった。

「いやあまいったまいった。だから飛行機は嫌きらいなんだよ」

　大男が闘真の前に立つと、さっきまで広いと闘真が感嘆していたシート全部がかくれるほどの影ができる。

「この小さいのと横のもっと小さいのが、例の子供か？」

「あなたの前ではどんな人間も小さいでしょうね。紹介するわ。この大きいのがリバース。あなた達の案内役兼護衛役としてついていくわ。大きいだけがとりえじゃないから安心して」

　闘真は状況がまだ把は握あくできず混乱していた。その横でクレールはおかまいなしにカタログの甘いものを物色していた。




　　　　　　　　５




　飛行機を乗り継いで小さい空港に降り、そこから車をまる二日走らせた。最初はどこまでも続く平地に感動していたが、時と共に増していく寒さが堪こたえはじめた。

　ロシアに降り立ったときも寒さに驚おどろいたし、シベリア地方なのだからこんなものかと思っていた。しかし日増しに寒さは厳しさを増していく。

「シベリアって六月でもこんなに寒いんですか？　それとも僕らは北極点かなんかを目指してるんですか？」

　車の中で、分厚いダウンコートを着ていても、寒さが体の芯しんまで凍こごえさせる。

「北を目指しているわけではないわ。このあたりも例年通りなら雪は全部溶けて、とてもいい初夏の季節のはず。今年は異常気象ね」

　クレールは寒いのか寒くないのか、無表情でまるで解わからない。何日間か行動をともにして表情を読めるようになったと思ったが、どうやらうぬぼれだったようだ。じっと車の窓の外を見ているが、いったい何を見ているのだろう。

「すごい雪だね」

　闘とう真まが話しかけるがクレールは何かを一心不乱に見ていて、返事どころか反応すらしなかった。

「何を見てるの？」

　クレールの緑の瞳ひとみがせわしなく動いている。景色ではなく何か動いているものを見ているのだ。クレールの視線の先を意識して目をこらしてみた。道の両側は深い林で見えるものは限られていた。

「なんだ、あれ？」

　白と灰色で染められた世界。その中に異物の色が混じる。赤い光点が一いつ瞬しゆんだけ見えた気がした。なにかいるのだろうか。さらに目をこらして見てみる。赤い光点は頻ひん繁ぱんに姿を見せるようになった。

「どうかしたの？」

　アリシアがメガネをはずして闘真達たちが見ている方向に目をやる。アリシアは裸眼のほうが視力はいい。クレールよりいいくらいだ。

「赤い光がいくつも見えてるわね。生き物みたいな動きに見えるけど」

　こんな場所に赤い光を放つ動物などいるのだろうか。闘真が考えているうちに赤い光が遠ざかり、ついに一つも見えなくなった。

「いなくなっちゃいましたね」

「そうね、それも気になるんだけど……」

　アリシアが林の中から頭上へと意識を移していた。

「さっきからついてきている軍用ヘリも気になるのよね」

「軍用ヘリ!?」

　驚おどろいて闘とう真まがうしろを振り向くと、後部ガラス越しに、雪間を黒い影がゆらゆら動いているのが見える。

　Ｍｉ─２４ハインド。ロシアでもっとも一般的な軍用攻こう撃げきヘリだ。しかしハインドはしばらくすると車を追い越して、山間の向こうに消えた。

「思い過ごしかしら？」

　そうは言うもののアリシアの表情から険しさは消えていなかった。そしてすぐに杞き憂ゆうでないことが証明される。

　白い雪の中から灰色の煙が、闘真達たちの車に一直線に近づいてきた。

「よけて、ＲＰＧよ！」

　アリシアの叫びにリバースがとっさにハンドルを切った。すぐ真横の地面にミサイルが落下して、爆風にあおられた車の片輪が浮いた。

「うわああああっ！」

　リバースはひっくり返りそうになる車を体重を乗せて無理やりもとに戻す。戻った勢いで何度か体がバウンドして、闘真は車のドアに頭をぶつけてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　とっさにクレールを抱きかかえたので何もないと思ったが、確認せざるを得なかった。クレールはこくんとうなずく。その視線が闘真から外の景色に流れる。

「くる」

　クレールの言葉に誰だれもが空の彼方かなたを見る。数秒後にミサイルが黒煙をあげてこっちに向かっているのが見えた。

「まったくなんだって言うのよ！」

　アリシアは座席を倒すと、隠されていたライフルを取り出す。対装甲車用ライフル、バレットＭ82カスタム。完成度の高いＭ82にアリシアが独自の解釈を加えたカスタム銃だ。

　車の前側の屋根ルーフを開けると後部屋根上にＭ82を置く。揺れ動く車内からの狙そ撃げきは最高難易度だ。さらに相手は空を時速数百キロで飛んでくる。狙撃は不可能に等しい。しかしアリシアは、

「楽勝ね」

　舌なめずりをしてトリガーを絞ると、ほぼ一秒後にＲＰＧは見えない手に殴なぐられたように半回転し、次の瞬しゆん間かんには爆発していた。

「おいおいおい、嘘うそだろ！」

　リバースが見た空には十を超えるミサイルの姿があった。

「上等！」

　しかしアリシアは絶望するどころか、やりがいがありと高揚した表情を見せる。Ｍ82を連射して次々とミサイルを撃うち落とした。

「スナイパーライフルはボルトアクションじゃないと駄だ目めなんて言ってるやつに見せてやりたいわ！」

　ハイになっているアリシアが何を言っているのか闘とう真まにはよく解わからなかった。しかし次々とミサイルを撃ち落とす妙技は、目を見張るものがある。

　それでも十以上の数を撃ち落とすのは無理があった。二発の撃ち損じを残してしまう。弾薬がつきて弾層の交換が間に合わない。

「リバース、かわして！」

「おおよ」

　アリシアの命令でリバースがハンドルを切る。今度は後部で爆発し、うしろの二輪が浮いた。

「や、やべえ」

　四輪駆動のため車の制御を完全に失うことはない。しかし制動力がいちじるしく失われるのは確かだ。後輪が浮いた姿勢でまともにかわせるはずがない。最後の一発が車に迫った。その一発を屠ほふったのは一条の閃せん光こう。まばゆい光だ。

　次の瞬しゆん間かん、リバースとアリシアが見たのは刀を鞘さやに収めるクレールだった。いつ抜いていつ切ったのか、真っ二つに切断されたミサイルは道の両りよう端はしにまわりながら落ちて爆発した。

「ふう」

　屋根から落ちないようにクレールを支えていた闘真が一息つく。もうミサイルの姿はどこにも見えなかった。

「さあてここで問題だ。いまの攻防の中でたった一人、何もしなかったやつがいる。誰だれだ？」

　リバースがにやにや笑いながら闘真を見た。

「ぼ、僕は、クレールを必死に押さえてたんですよ。危ないから出ちゃダメだって。でもクレールが……」

「つまり幼い子の下半身にしがみついてたってわけか。お手柄だったな！」

　豪快に笑うリバースに何か言い返そうとして、結局何も言えずに終わった。

「なんだこりゃ？」

　ハンドルを握っていたリバースが車の速度を落とす。通り過ぎる横には落下したヘリコプターが地面に突き刺さっていた。それだけではない。道をはずれて大木に激突し炎上している車、ひっくり返った車、ローターの折れたヘリコプター。まともな姿をとどめている兵器は何一つとしてなかった。

「ハインドにアカーツィア、それとＴ─80Ｕか。ロシア軍の兵器ね」

「ここで何があった？　姉あね御ごは無事なのか？」

「関係あるのかないのか。とにかく進んでみましょう」

　しかし、ほどなくして道は戦車にふさがれて通れなかった。だが闘とう真まは最初道をふさいでいるのが戦車だとは気づかなかった。それほど跡形もない状態にされていたからだ。道の左右は深い林で車が迂う回かいして通れるようなスペースはなかった。

「降りて動かすしかねえな」

　リバースが舌打ちし、外に出ようとすると、今度は林の中から銃声が響ひびいてくる。

「僕が見てきます！」

　クレールは二人に守ってもらえば安全だろう。そう思って闘真は銃声のしたほうへ走った。森の奥に、今までとは違う何かがあると感じた。
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「え？」

　銃声を追って林を走っていた闘真は、目の前に現れた光景を前にしばし立ち尽くした。

「ど、どうして？」

　そこには兵士達たちがいた。数はおよそ百名。アリシアの言葉が正しいのなら、ロシアに所属する軍隊だろう。その人間が一人残らず地面に倒れていた。アリシア達が遭そう遇ぐうして戦せん闘とう状態になったのだろうか。いや、それならもっと銃声などの戦う音が聞こえてきたはずだ。

　──何が起こったんだ？

　生きている人間もいる。死んでいる人間もいる。切断された手足がちらばっている。一いつ瞬しゆん刀を持ったクレールの姿が思い出されるが、すぐに頭を振って否定した。クレールが行うにしても時間が足りない。別の誰だれかあるいは何かが、闘真達がくる前にこれをやったのだ。

　木々に刻まれているのは無数の切り傷だ。太い枝も切断されている。闘真は手近な木の切断面を指でなぞった。背筋にふるえが走るほどに滑なめらかで、そして異質であった。

　──刃物……じゃない？

　予測とは違う手ごたえに、闘真は驚おどろく。別の何かで切ったことは解わかるが、その正体までは解らなかった。

「ぐああああああっ！」

　突とつ如じよ、男の悲鳴が聞こえた。闘真は急いで林の間を走り抜ける。吐はく息が白い。体の芯しんから震ふるえているのは寒いからだけではない。闘真は本能のどこかで、悲鳴を追うのを恐れていた。いや、悲鳴の原因となったもの、この惨さん状じようを作り上げたものを恐れたのだ。

　悲鳴を追うのはたやすかった。地面に散らばっている人間だったものをたどればいい。血の臭においが濃く立ちこめている。

　耳のうしろでヘリコプターの駆動音が聞こえた。すぐに視界に入ったヘリは制御を失って斜めに落ちていく。林の向こうに消えて墜つい落らくの轟ごう音おんが鳴り響く。

「た、助けてくれ……」

　助けを求める声を追って林の奥へ進む。男の声だが知っている声ではない。リバースがあんな情けない声を出すところなど想像できなかった。

　林を抜けて開けた場所に出た。屈強な男が顔をぐちゃぐちゃにして、闘とう真まのほうへ走ってくる。屈強に見える兵士が、恥も外聞もない。ただ恐怖から逃げるために、とにかく前方に見えた人間──闘真にすがりつこうとしていた。

　しかしそれも長くは続かない。走る足は緩ゆるやかになりやがて止まった。男の頭はぐらりとうしろに転がる。力を失った体はその場に座り込む。ちらりと垣かい間ま見みえた首の切断面から、血の噴水が勢いよく噴き出た。

「あ……」

　血ち飛沫しぶきの勢いはすぐに収まった。血のカーテンが下りるとその向こうに一つの人影が見えた。

　闘真は息を呑のむ。この凄せい惨さんな光景に似つかわしくない線の細い体だった。ややウェーブがかった亜あ麻ま色いろの髪に北欧を連想させる白い肌。翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみに感情はなく、屍しかばねをはさんでじっと闘真を見つめている。

「……クレール？」

　その特徴はまさしくクレールのものであったが、しかしクレールであるはずがない。なぜなら年齢はどう見ても自分と同等か何歳か上であった。少女ではなく女性、それも美女と呼ぶにふさわしい人物が立っている。

　どさりと音がした。首なし死体が倒れた音が闘真を現実に引き戻す。

「あなたは……ロシア兵ではないようですね」

　現実に引き戻された闘真が直面したのは、得え体たいの知れない女性の言葉だ。緑の瞳が闘真を見定めている。

　いままで何度も敵と対たい峙じしてきた。その中には強敵と呼べる人物もいた。しかしいま目の前にいる女性は、強いのか弱いのかまるで解わからない。

　似たような感覚を持つ人物を一人だけ知っている。しかし地下１２００メートルに住む少女の異質さは人の範はん疇ちゆうであった。だが目の前のクレール似の女性は、人というカテゴリーに属しているかどうかもあやしい。

　美女の視線が闘真の手に持っているものに注がれる。

「それは鳴なる神かみの尊みことですね。つまりあなたは坂さか上がみ闘真ですか？」

「……もしかして、あなたはスヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤさんですか？」

　答えはない。ただ闘真のほうへ歩み寄ってきた。

　しかし何事もなく手をとりえるような状況ではないようだった。まず、倒れていた兵士の一人が起きあがると、女性に向かって機関銃を乱射した。

「うあああああっ！」

　恐怖に突き動かされたやぶれかぶれの行動だ。しかしそのような状態でも訓練の染しみついた体は狙ねらいを的確に細い体へとしぼった。そこへ二人の兵士が立ち上がり、銃を発砲する。さらに林の奥からも銃声が鳴り響ひびく。

　あまりの銃声の多さに闘とう真まは思わず耳をふさいだ。耳をふさぎながら、平然と歩いてくる女の姿を見、目を大きく見開く。無数の火花が彼女の周りで散っていた。すべての銃弾が体に届く以前に阻はばまれていた。

　銃声がやむと逆に髪が全方位にいっせいに伸びる。弾丸を打ち返したのだと理解したのは、兵士達たちが次々と倒れたからだ。

　目線が倒れた兵士のほうを向いたその時、ふいに風が巻き起こった。突風とも言うべき風。それが何を意味するのか、答えは目と鼻の先にいた。息がかかりそうなほどの距きよ離りに、一対の翡ひ翠すいの瞳ひとみがあった。底冷えのする冷たさをたたえている。

　いったいいつ移動したのか。瞬しゆん時じに間合いを詰めてきた速さは、もはや人知の領域を超えていた。

「再度問います。それは鳴なる神かみの尊みことですか？　あなたは坂さか上がみ闘真ですか？」

　瞳の色と同様、問いかける言葉に温度はない。

「ぼ、僕は……」

　言葉が自然とかすれてしまう。

　女性は闘真に対し威圧も敵意も見せていない。いわば自然体だ。しかしそもそもこのような状況で自然体でいられるほうがおかしい。

　女はいつのまにか手にしていた細長いものを目の前にかかげる。見覚えのあるものだ。それを見て、闘真は慌あわてて腰のうしろに手をやった。そこにあるはずべきものがない。いつのまにか女の手に移っている。

「これは四し々し家けの封印……。ずいぶんと様変わりしていますが、鳴神尊で間違いないようです。つまりあなたは禍まが神がみの血ちの後継者、坂上闘真本人で間違いないですね」

　刃よりも鋭い眼光が闘真を射ると、気けおされてうしろに数歩下がってしまう。しかし手だけは奪われた鳴神尊を取り返そうと前に伸ばしていた。指先がたやすく小刀に触れる。闘真が握るまで、女は刀をどけようともしなかった。

「くっ！」

　鳴神尊を握ると奪い返す。いや、女が手を離はなした。闘真は勢いがよすぎてうしろにひっくり返りそうになり、何歩もうしろによろけた。

「あの人も刀を抜いていないときはからきしでしたが、あなたも同じみたいですね。あなたはあの人に似ています」

　一度だけ見せた幻のような温かみのある微笑ほほえみ。しかしそれはすぐに失うせた。その一瞬に闘真の緊きん張ちようの糸がとぎれ、闘真は前のめりによろけた。




「警告をしておきます」

　そう言って女は空を見上げる。小鳥達たちが何を感じたのか慌あわてて羽ばたいて去っていった。

「最初から全力できなさい。私は誰だれよりも長く峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産兵器を使い続け、鳴なる神かみの尊みことの使い手を何年もそばで見てきた女、スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤです」

　女──スヴェトラーナは語る。

「ベルフェゴールの坊やにてこずる程度では、私の体に触れることさえできませんよ」

　冷笑した。温かな笑みも冷たい笑みも似合う女性であった。

「ベルフェゴール？　なんのこと？」

　女の冷笑が崩れ、あきれた顔になった。

「七つの大罪の一人。褐色の肌をしたあなたと同年代の少年です。覚えていませんか？」

「な、なんとなく……なら」

「あの人以下かも」

　少しあきれた顔をしたかと思ったら、急に無防備に背を向けると歩き出す。その背をどうしていいか解わからず闘とう真まが戸惑っていると、女は離はなれた場所で立ち止まった。

「鳴神尊を抜きなさい」

　肩越しに振り返った横顔は、余裕に満ち溢あふれている。闘真を鳴神尊の継承者と知って、禍まが神がみの血ちをひく者と解っていて、なお余裕は崩さない。

　それでも闘真は小刀を手に立ったまま動かない。危険な相手だとは解るが、彼女はいまだ闘真に対し明確な敵対行動を取っていない。周囲の戦場のような凄せい惨さんな惨状を作ったのは間違いなく彼女なのだが、それとて敵対行動どころか闘真を助ける行動に繋つながっている。

「た、戦う理由がない」

「あなたにはなくても私にはあなたを殺す理由があります」

　冷たい瞳ひとみの奥に宿る殺意。闘真は心当たりをそのまま口に出した。

「……蛟みずちさんのことですか？」

「ええ。あなたが殺した。戦う理由には充分でしょう？」

　スヴェトラーナは後ろ髪をたくし上げた。後頭部のやや下に金属の光を放つ機械のようなものが見える。襟えりの内側に入れた手がつまみ出したのは、プラグのついたケーブルだ。長さ10センチはあると思われるプラグを、後頭部の機械にゆっくりと差し込む。見間違いでなければプラグがめり込んだのは頭部だ。10センチもの長さのものが、頭の中へ消えた。

「はぁ」

　スヴェトラーナは体を震ふるわせると長い吐と息いきを吐はき出した。自分で自分を抱きしめる体がわずかに痙けい攣れんする。

　見てはいけないものを見た気がして、闘真は思わず目をそらした。頬ほおに痛みが走ったのはそのときだ。とっさに手をやるとぬるりとした感触がした。頬に痛みもある。いつのまにか頬が薄うすく裂けていた。

「いまので首を落とすこともできました」

　逆の頬ほおに痛みが走る。先ほどより深い。

「早く抜きなさい。そのまま黙だまってなます切りにされるつもりですか」
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　一度目は呆ぼう然ぜんとしていたが、二度目は痛みの正体をかろうじて捉とらえていた。三度目のそれが飛んできたとき、目前を無造作になぎはらう。たとえ刃はなくとも、振りの鋭さが等しい破は壊かい力りよくを生み出す。手ごたえはなきに等しい。しかし切断されたものはあった。亜あ麻ま色いろの糸がはらりと地面に落ちる。髪の毛だった。

「ようやくその気になってくれましたか」

　スヴェトラーナは無表情のまま、しかし次々と髪を繰くり出す。闘とう真まは半身にかまえて、飛来する髪の槍やりを鳴なる神かみの尊みことでなぎはらう。そのたびに地面に髪が散らばった。

「くっ」

　闘真の表情に余裕はない。最初こそ手ごたえの薄かった髪は、しかししだいに手ごたえを増していく。最初はなかった激突の音はやがて徐々に大きくなり、ついにはつばぜり合いをしているかのような金属音を響ひびかせるまでにいたる。それだけ髪は鋭く走っている。威力だけではない。最初は断続であった音は、すぐに絶え間ない音へと回数を増やす。

　スヴェトラーナのまわりには髪がオーラのように漂ただよっている。表情には余裕すら感じられた。本気を出していない。様子をさぐっているのかそれとも別の理由なのか、防戦一方の闘とう真まをじっと観察している。

　何もかも見透かされている。そんな錯さつ覚かくさえ感じる。いや、本当に錯覚だろうか？　あの観察するような眼まな差ざしを闘真はよく知っている。由ゆ宇うと同じだ。観察し解析し的確な対策を講じる由宇と同じ匂においがする。

　さらにスヴェトラーナの猛攻は激しくなった。鳴なる神かみの尊みことが奏かなでる金属音はもはやひと連なりの音として延々と鳴り響ひびいた。

　──強い。

　純粋にそう思った。いま見せている力だけでも充分に強かった。しかもまだ本気ではない。まだ二手も三手も奥に残していそうな雰ふん囲い気きがあった。

「思ったよりも慎しん重ちようですね。それとも本気になれませんか？」

　髪の軌道が変わった。いままでと同じ正面に加え、左右から挟みこむように髪が迂う回かいして飛来する。三方からほぼ同時だ。迂回してなお同時ということは、まだ速度に余力を残しているに他ほかならない。

「くっ！」

　退路は後方か上方。しかし闘真はあえて前方を選ぶ。左足のつま先が鋭く地面をえぐり、膝ひざのバネを解き放つ。傍はた目めには闘真の前進はさながらカタパルトで発射された戦せん闘とう機きだ。左右はかわすが、前方からの髪の毛の危険度は何倍にも増す。髪の飛来の速さに闘真の突進力が加わるのだ。皮ひ膚ふをそぐ被弾は覚悟の上だった。致命傷さえ避さければスヴェトラーナに届く。

　しかし前方からの攻こう撃げきの速度は変わらなかった。

　闘真が突進した速度とほぼ同じ速度でスヴェトラーナは下がっている。闘真の最大速度をうしろ向きにやっていたのだ。闘真の手段は見抜かれていた。結果、両者の距きよ離りは変わらず。

　つまり闘真はいまだ三方からの攻撃に囲まれたまま、状況はまるで変わらない。否いな、突進力を爆発させたため闘真の姿勢は崩れ、三方からの攻撃はより狭せばまっている。

「うわあっ！」

　突進した姿勢では後方にも上方にも逃げられない。唯一残った逃げ道、前のめりになるのを利用して地面に転がって伏せた。しかしこれは逃げ道ではない。倒れた状態では次への行動が致命的に遅れてしまう。たえまなく続くスヴェトラーナの攻撃は、無数に飛んでくる髪の毛は、あっというまに闘真を串くし刺ざしにするだろう。

「……あれ？」

　何度か転がった闘真は違和感に気づく。いつまでたっても体のどこにも痛みはない。スヴェトラーナの攻撃はやんでいた。

　顔を上げた。スヴェトラーナは先ほどと同じ距離に立っている。数センチも縮まっていなければ離れてもいない。凍いてついた眼差しを闘真へ送り続けている。周囲には髪が変わらず漂ただよっていた。

　手の甲に冷たいものが落ちた。ひたいから流れた汗が滴したたり落ちたのだ。背にも冷たい汗をぐっしょりとかいている。

　──格が違う。

　いままで戦ったどんな敵よりも。

　今まで戦ってきた敵は、どれも遺産という名の強力な武器を持っていた。しかし遺産が故ゆえにどこかに新しさがあった。使う人間が遺産という狂気にまだ追いついていない感覚はぬぐえなかった。

　しかし、目の前の女性が持つのは、強力な武器という単純なものだけではない。それを使い続け、使いこなしたものだけが持ちえる強さがある。

　スヴェトラーナはじっと闘とう真まを見つめている。立つのを待っているのか。目がわずかに細くなり、そこから向けられる殺意の色が濃くなった。

「僕は大勢の人を殺してきた。恨みだっていくつも買ってる」

「……」

「だから僕の命を狙ねらう正当な理由はいくらでもあると思う」

　闘真は鳴なる神かみの尊みことをかまえた、雰ふん囲い気きは先ほどとは異なる。

「でも蛟みずちさんは倒さなくちゃいけない人だった。そうしなければ、もっと大勢の人が死んでいたと思うから」

　スヴェトラーナはわずかに表情を歪ゆがめて顔をそらした。

「僕は化け物だ。でも成すべきことはわかってるつもりだ」

「ようやく殺し合いに応じるつもりになりましたか」

　闘真は首を振る。

「あなたは殺せないし、そんなことするために来たんじゃない。でも倒す覚悟はできた」

　鳴神尊が鞘さやごとゆらめく。それは現世との境が歪んだ証あかしだ。この世の理ことわりから半歩外に出た結果だった。

　スヴェトラーナの髪の刃が四方から襲おそいかかる。まさしく雪崩なだれの勢いで闘真を覆おおい貫こうとした。しかしそれらをことごとく防いだ。面で襲いかかる髪に線である鳴神尊の軌道が圧倒する。

　永遠に思えたスヴェトラーナとの距きよ離りが、すぐ目の前まできていた。距離にして１メートル。両者の間を阻はばむものは何もない。

　闘真は鳴神尊を繰くり出す。鋼はがねすら断ちかねない勢いだ。一歩間違えると鞘におさまっているとはいえ、相手を死に至らしめかねない。しかし闘真に手加減の余裕はなかった。

「ごめんなさい」

　だがその刃が止まる。否いな、止められる。二本の細い指が鳴神尊を挟んでいた。

「私の言った意味をまだ理解していないようですね」

　冷ややかな眼まな差ざしが闘とう真まを見下ろしてくる。

「言ったはずですよ。何年も鳴なる神かみの尊みことの使い手を見てきたと」

　二本の指が鳴神尊を弾はじいた。姿勢の崩れた闘真のわき腹に、スヴェトラーナの足がめり込んだ。バットで殴なぐられたような衝しよう撃げきが走り、闘真の体は数メートル吹き飛んで地面を転がった。

「がはっ！」

　腹の痛みに逆流した胃液が口から吐はき出された。

　蹴けり上げた足をゆっくりとおろし、スヴェトラーナはいまだ最初と同じ距きよ離りに立っていた。

「この程度ですか後継者？　私はまだ本気をだしていません」

　闘真は腹を抱え震ふるえる足でなんとか立ち上がる。小突かれた程度で倒れてしまいそうなほど足はふらついていた。

　わずか10メートル程度の距離。しかしいまだに何一つ縮まってはいない。悠然とかまえているスヴェトラーナがはてしなく遠く感じた。

「あなたは先ほど自分を化け物だといいましたね」

　くすりと笑った。

「なんとも可愛かわいらしい化け物がいたものです。化け物とは私のような人間のことを言うのです」

　嘲ちよう笑しようと自嘲の混じった複雑な感情が垣かい間ま見みえる。

　攻撃ヘリが機銃を乱射しながら迫ってきたのはこのときだった。

　しかし闘真やスヴェトラーナを狙ねらった動きではなかった。標的は林の中から飛び出した小さな影だ。

「クレールッ！」

　銃弾をかわしているが長時間逃げていたのか、それともどこか痛めているのか、クレールの動きは鈍かった。

　闘真はとっさにクレールへ向かって走る。スヴェトラーナは闘真の叫び声を聞いたとき、一いつ瞬しゆん硬直してしまった。クレールという名と現れた十代前半の少女を見て、彼女の動きが止まった。

　スヴェトラーナに生まれた一瞬の間かん隙げき、その間に闘真はクレールへ向かって走っていた。速い。無意識のうちに観察していたスヴェトラーナは素直に賞賛した。あの速さで間合いを詰められたら、余裕を見せてはいられなかっただろう。

　足がもつれてクレールが倒れそうになる。その小さな背に迫った銃弾が幼子の体を貫こうとしたとき、おいついた闘真が体をかぶせてかばった。そのうちの一発が闘真の腹を粉砕しようとする。しかし鳴神尊がそれを阻止した。

「うぐっ」

　１２・７ミリの機銃を鳴なる神かみの尊みことでまともに受けた腕がしびれた。姿勢を崩しながらもクレールを抱きかかえて雪の上を転がった。

　次の銃じゆう撃げきをかわそうと攻撃ヘリのほうを向いた。しかしそれは無む駄だに終わる。すでに攻撃ヘリは傾いて墜つい落らくする途中であった。後部から黒煙が上がっている。

　スヴェトラーナの刃のごとく鋭い髪が貫いたのだ。
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「ひとまずありがとうと、礼を言っておきます」

　スヴェトラーナは闘とう真まのテーブルの前に紅茶を置くと、丁てい寧ねいだが冷たさを感じさせる声でそう言った。

「私にもお礼を言って欲しいわね。今度は誰だれにどうして狙ねらわれてるの？　あなたに会いに来ただけであんな連中とドンパチやるなんて命がいくつあっても足りないわよ」

　場の空気をあえて無視してアリシアが陽気に言った。隣となりではリバースがおろおろとアリシアとスヴェトラーナを見比べている。体の大きさのわりには気が小さい。アリシアにも弱腰だがスヴェトラーナにはさらに頭があがらないらしい。

「まったく、あなたは」

　アリシアに向かって苦笑するスヴェトラーナの表情は少し柔らかくなる。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、闘真の隣に目線を向けると再び表情をこわばらせた。

　しかし闘真に向けている非友好的な眼まな差ざしとは違う。戸惑い、恐れ、喜び、さまざまな感情が入り混じった複雑なものだ。

　スヴェトラーナは恐る恐る紅茶を置く。まだ人になれていない猫にえさを与えているようにも見える。しかしそこに座っているのは猫でも犬でもない。クレールが無表情に前を向いていた。紅茶を置かれても、スヴェトラーナのほうをちらっと見ただけですぐに前を見る。紅茶に手をつけるそぶりも見せなかった。

　闘真はそっと緊きん張ちように息をはいた。いったいこの状況はなんなのか。

　結局クレールを助けたすぐあとにアリシアとリバースがやってきた。状況をみはからって来たのではないかと思えるほど絶妙なタイミングだったのだが、追及したところでアリシアにのらりくらりとごまかされてしまうのは目に見えている。

　そのあと車を一時間ほど走らせて、スヴェトラーナが滞在している集落に到着した。いまはようやく全員がくつろいでいる──正確にはくつろいでいるのはアリシアだけだったが、スヴェトラーナが住んでいる家についた。

　夏になると永久凍土の大地がぬかるむため高床式に作られた家は、真まな目め家けの歴史を揺り動かすほどの事件に関かかわった人物が住むにしては質素なたたずまいであった。しかし闘真には不ふ坐ざや麻ま耶やが住むような豪邸より落ち着いて好ましかった。なによりスヴェトラーナという女性の雰ふん囲い気きに合っていた。

「あいかわらず地味なところに住んでいるのね。でもあなたには合ってるか」

　アリシアはまわりを見渡し、勝手にテーブルクロスをひっぱったり、座ったままで手が届く壁のタペストリーを触ったりしている。

「そういうあなたのビバリーヒルズの十五年ローンの豪邸はどうなりました？　確かプール付きでしたわね」

「一年前爆弾で吹っ飛んだわよ、プールごと。残ったのはローンだけ。残り十一年」

「でもイーストサイドの生まれ育った家は残っているのでしょう？」

「だからよりつかないようにしてるの」

　わずかそれだけの言葉で二人の会話はなんのぎこちなさもなく、旧知の雰囲気を取り戻していた。

「順番が遅れたけど、紹介しておくわね。こっちのでかいのは、紹介する必要もないわね。リバース。いまや数少ないあなたを信奉しているアルファベットのメンバー」

「ひさしぶりですね」

「お、おひさしぶりです、姉あね御ご」

「姉御はやめてちょうだいと、いつも言っていたでしょう、リバース」

　スヴェトラーナに微笑ほほえまれ、リバースはおかしいくらいに恐縮している。

「そしてそっちの男の子が坂さか上がみ闘とう真ま。現鳴なる神かみの尊みことの所有者であり、クレールの保護者よ」

「あの、坂上闘真です。先ほどはどうも、じゃないや、ええっと、あの……」

「私の娘を連れてきてくれたことは感謝します」

　スヴェトラーナの態度に距きよ離りを感じた闘真は、そのまま黙だまってしまう。

「はいはい、そして本日のメインゲスト、あなたの娘、クレールよ」

　スヴェトラーナは黙って向かいの席に座っている娘を見た。クレールはいつの間に入れたのか、砂糖が溶けなくなるくらい大量に入れられた紅茶を飲んでいた。途中で視線に気づいたのか、自分を見つめている母親を見返す。物心ついてから初めて会う母親だ。しかしクレールの表情に感情らしい感情は浮かばない。

「あ、クレールはいつもこうなんです。ちょっと感情が解わかりづらくて。で、でもお母さんに会えて喜んでいると思います」

　闘真はクレールの頭をなでて、優しく語りかける。その姿にスヴェトラーナが悲しげな表情を見せたことに気づいたのはアリシアだけだったが、彼女は黙っていた。

「さあクレール、君のお母さんだよ。お母さんって呼んであげて。それともママがいい？」

　クレールは闘真の顔を見て母親の顔を見た。返事はなく表情に変化はないが、闘真にはクレールが戸惑っているのだと解った。

「いいのです。いまさらこの子の母親になれるとは思っていません」

　スヴェトラーナはあきらめたように首を振った。

「疲れました。少し休みます。みなさんはどうぞここでくつろいでいてください」

　立ち去ろうとするスヴェトラーナを闘とう真まが呼び止めた。

「あ、待ってください。おねがいがあります。写真を一枚撮らせていただけませんか？」

「写真？　なんのためにですか？」

「クレールにあげたいんです。あの、クレールには絶対必要なものなんです」

　闘真の言葉には感傷的な意味ではない別の意味が含まれていることに気づいたのか、スヴェトラーナの表情が険しくなる。

「どういうことですか？」

「その……じつはクレールは相そう貌ぼう失認という病気なんです。人の顔を覚えることができなくて、だから写真を渡して、それで見比べて判別するんです。ほらクレール」

　クレールのポケットから写真を何枚か出す。全部人の顔の写真だ。不ふ坐ざに闘真、アリシアとリバースの写真もあった。

「長く接していれば、写真はなくてもしぐさや声で判別できるみたいなんですけど。最初のうちはなかなか。僕も二週間近くクレールと一いつ緒しよにいるけど、覚えてもらえたのは最近で。だから、その、写真が必要なんです」

　そのときのスヴェトラーナの表情は、見るものの胸まで同じように張り裂けそうにさせた。

「相貌失認？　この子が？」

　スヴェトラーナが震ふるえる手でクレールに触れようとする。クレールはその手を避さけて、闘真のほうに身を寄せた。

「ク、クレール！」

　スヴェトラーナは何も触れることができなかった手を固く握り締しめて、感情を押し殺している。

「あ、あの……」

　苦しみを背負う我が子に手を差し伸べることすらできない。深い苦悩を見せるスヴェトラーナを見て、闘真はいま自分が何をすべきか必死に考えた。

「ク、クレールは、味覚がすごいんです。ホットケーキを作ったとき、メーカーの違う砂糖を使っただけで、いつもと違うって言ってふくれて。あ、そのふくれたってのは僕が感じただけで、何か言ったり、表情を変えたわけじゃないんですけど、ええと……だから、ここのお砂糖は気に入ったんだと思います。でなきゃこんなに紅茶にいっぱい入れないから。だから……」

　まくしたてて喋しやべるが、闘真は自分の気持ちをうまく言葉にすることができなかった。ただいまここで言葉を途切れさせてしまうと、クレールとスヴェトラーナの絆きずなが切れてしまうように感じて、必死で喋った。

「僕も最初の頃ころはなかなか仲良くなれなくて、でもお菓子を作ってあげると気を許してくれたんです。一番喜んでくれたのはホイップクリームをたっぷりのせたホットケーキで、次にアイスとプリンとクリームで作ったパフェなんです。お好み焼きも喜んでくれました。あ、でもこれは甘いものじゃないか。と、とにかくクレールの喜ぶ姿が一番見られるのは、甘いものを食べたときなんです。でも正直に言うと僕が作ったものは、おいしいお店のものの足元にもおよばなくて、それでもクレールは同じように食べてくれました」

「つまり餌え付づけね」

　アリシアが茶々をはさむ。

「ア、アリシアさん。だから、何が言いたいかっていうと、ええと……」

　スヴェトラーナが黙だまって闘とう真まを見ていた。戦せん闘とう以外で闘真の顔をまともに見てくれたのは初めてだった。

「クレールに甘いものを作ってあげてください。お菓子でも飲み物でもなんでもいいんです。そこにこめた気持ちをクレールはきっと解わかってくれます」

　クレールの頭に手を置くと、闘真は優しいまなざしを向けた。その二人にスヴェトラーナは悲しげなまなざしを向けたままだった。
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　夜も深まり誰だれもが寝静まった頃ころ、スヴェトラーナは家の中を見回っていた。

　闘真とリバースが一いつ緒しよの部屋で寝ている。リバースの体では普通のベッドサイズは明らかに狭そうだ。というより、豪快にはみ出していた。しかし闘真のほうも狭そうだ。なぜならそばにクレールが猫のように丸くなって寝ていた。

「いないと思ったら」

　クレールは自分にあてがわれた部屋にいなかった。探し回っていたスヴェトラーナに安あん堵どの笑みが浮かぶ。

　起こさないよう音をたてずに中に入る。ただしそれは無む駄だな努力だったかもしれない。リバースの豪快ないびきの前では、たいていの物音はかき消されるだろう。そんな環境の中で寝ていられる二人の神経はかなり図太いのかもしれない。

　クレールの寝顔を覗のぞき見る。あどけない寝顔だ。起きているときはつねにスヴェトラーナに警戒のまなざしを向けていた。

　生きていた。その事実だけでもスヴェトラーナは満足だった。知らなかったとはいえ十二年間も放置しておいて、いまさら母親づらする資格などない。

　小さな手が闘とう真まのシャツをつかんでいる。もしかしたらこの子がこんなにも無防備でいられるのは、この少年のおかげなのだろうか。

　自分と同じ亜あ麻ま色いろの髪をなでる。むずかるようにさらに体を丸めた。そのしぐさの愛らしさに、自然と笑みがこぼれる。

　いまはこうしてズルをしてなでられるだけで幸せだった。

「おやすみなさい」

　少しためらって頬ほおにキスをする。柔らかい感触に涙が出そうになった。

　これ以上寝るのを邪じや魔まして起こしてしまってはいけない。後ろ髪を引かれる思いで部屋を出ると、

「こんな時間に男の部屋から出てくるなんて、ずいぶんと手が早いじゃない」

　廊下にいたアリシアが意地の悪い笑顔を浮かべている。

「アリシア……」

　スヴェトラーナはため息をついた。その反応に満足がいったのか、アリシアの表情は優しいものになる。

「十二年ぶりの感動の再会はいかが？」

「どうと言われても……。あの男の子にずいぶんと気を許してるのですね」

「あら、大変ね。子供が帰ってきたと思ったら、もう男に取られる心配をしないといけないなんて」

「私は理解ある母親です。あの子をちゃんと守れる強い男性なら問題ありません。そうですね。私より少し強いだけでいいです」

「どれだけ高いハードルよ」

　アリシアが後頭部を叩たたいて問う。

「こっちの調子はどう？　手入れはちゃんとしてる？」

　苦笑して首を振るスヴェトラーナの手をアリシアが強引に引っ張った。
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「んっ……」

　スヴェトラーナが暗くら闇やみで押し殺した声を出した。

「変な声出さないでくれる？　繊せん細さいな作業をしてるんだから」

　たくしあげた髪の裏に隠れているソケットを覗のぞき込んでいたアリシアが、うんざりした顔をした。両手には柄えの長いハケと綿棒を持っている。

「あっ……。ひさしぶりの手入れなので、慣れなくて」

「だからいちいち声を出さない。ホントになんも手入れしていなかったのね。ソケットの中に土が詰まってるのを見たときは、卒倒しそうになったわ。もう少し自分の体をいたわってもいいんじゃない？」

　自分の銃の手入れ用のハケでソケットの中のごみをかき出す。あきれるくらい色々なものが零こぼれ落ちてきた。

　スヴェトラーナが二十年前に受けた峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの技術。それは炭素構造を自在に操作するもので、髪を武器とすることができた。炭素は構造しだいで、ダイヤモンドやカーボンナノチューブなど自在に性質を変える。その操作補助として当時まだ未完成だったブレインプロクシの技術を投入された。結果、スヴェトラーナの体には人間ばなれした強さと、決して消えない人体実験のあとが残った。

「いままで接触不良を起こさなかったのが不思議なくらいよ」

「じつは今日も調子悪くて」

　それであの惨さん状じようを作ったのかと思うと、アリシアは改めてミネルヴァの元リーダーの実力を思い知る。

　鏡を見ると髪を押さえて少し困った顔をしているスヴェトラーナの顔があった。その無む垢くな少女のようにも見える面おも影かげは、二十年前と何も変わっていない。

「どうかしましたか？」

「べつに。私もその若さを保てるなら、頭に穴くらい開けてもいいかなって思っただけよ」

「外見だけですよ。中身はぼろぼろです」

「解わかってる。ごめん。言い過ぎたわ。ただ昔を思い出して感傷的になっただけ」

　スヴェトラーナの表情が柔らかくなった。

「あなたはまだ小さい子供でした」

「あの頃ころは私のほうが愛くるしい女の子だったのに、いつのまにか見た目は私のほうが年上のおばさんになっちゃったな」

　アリシアの言葉には苦笑いするしかない。

「これから我が子にどうやって接していくつもり？」

「会えただけで満足です。私に母親の資格があるとは思えません」

　しばらく二人は黙だまっていた。会話を再開させたのはアリシアだ。

「私が後悔していることの一つを教えてあげる」

「なんですか？」

「両親にありがとうと一度も言えなかったこと。生んでくれてありがとう。育ててくれてありがとう。愛してくれてありがとう。何一つ伝えることができなかった」

　スヴェトラーナは何も言い返すことができなかった。

「もしあなたがクレールのためというなら、ありがとうと言う機会を奪ってはいけないと思うわ」

　スヴェトラーナは驚おどろいた顔を見せたあと、穏おだやかで優しい笑顔になった。

「アリシア、ありがとう」

「ああ、もう。これじゃますます私のほうが年上みたいじゃない」

　アリシアは照れ隠し半分に、乱暴に綿棒でソケットの中をかき回した。

「あ、んっ、おねがい、も、もっと優しく……」

「だから変な声を出さないで！　まったく。あきれると言えば、あなたの闘とう真ま君への態度は、ちょっとないんじゃない？」

　今度はスヴェトラーナは黙だまっていた。

「気持ちは解わからないでもないけどね。鳴なる神かみの尊みことの使い手、ちょっと頼たよりないところ、なのにあなたの娘に接するときの優しさ。私でも蛟みずちさんを思い出したもの」

「あの人はもう少ししっかりしていました」

　表情を変えぬままだが、スヴェトラーナはわずかに反論を試みる。

「そう？　一いつ緒しよよ。まともに見えるのはあなたのひいき目。まあ私としては好ましい反応かな。あなたは誰だれにでも優しく接するけど、裏を返せば興味がないってことだから。今日の闘真君への反応は、まるで思春期の女の子のようでおかしかったわ」

「いい加減にしてもらえますか」

　怒気をはらんだ声を聞いてもアリシアは楽しそうだ。

「はいはい。そこの小さなハケをとって。こびりついた汚れが取れないのよ」

　スヴェトラーナが手を伸ばしてテーブルの上のハケを取ろうとした。しかしすぐそばにあるはずなのに、手はテーブルの上をさまよい、しまいにはコップを倒したり道具を落としたりする。

　慌あわててスヴェトラーナの手を取ったアリシアは、彼女の震ふるえのおさまらない冷たい手に驚いた。

「ちょっと、あなた……」

「今日は少々無理をしすぎました」

　スヴェトラーナは自じ嘲ちよう的てきな笑みをこぼす。

「あなたがミネルヴァを抜けたのは、組織の方向性に嫌いや気けがさしたからだと思ってた」

　スヴェトラーナの得た能力は、使うたびに体を蝕むしばみ、さらに強い力を求めれば脳組織まで破は壊かいされて記き憶おくを失うことは知っていた。だがここまで彼女の体を蝕んでいたとは気づかなかった。

「それもあります。でもどんな理由をつけたところで答えは一つ。私は逃げたんです。なにもかもから」

「……どのくらい悪いの？」

　返事はない。ただ覚悟した横顔を見せるばかりだ。

「先が長くないのなら、よけい子供に思い出を残してあげないとね」

　アリシアはつとめて明るく言ったが、スヴェトラーナは首を振るだけだ。

　──そうか。子供と思い出を作るのが怖いのね。

　思い出を持った子供を残して逝いってしまうことを、思い出を持って死の覚悟が揺らぐことを、この人は恐れているのだ。

　どこまでもこの人の生き方は寂しい。それがアリシアにはたまらなく悲しかった。

　外を吹くシベリアの風は、どこまでも冷たく吹きすさんでいた。
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　銃声に追われて逃げた。背後からは仲間の悲鳴や断だん末まつ魔まの声が聞こえてくる。振り返る勇気さえわいてこない。死にたくない。その感情ばかりが足を動かした。しかし攻こう撃げきヘリの追跡を人の足程度で逃げ切れるわけがなかった。

「ぐああああっ！」

　激痛とともにもんどりうって倒れた。赤く燃えている家々が見える。家畜が鳴きながら炎から逃げ回っていた。倒れている人間のまわりの雪が、血で赤く染まっている。

　たった一時間程度で何十年も暮らしてきた村が消えようとしていた。

「う、あ……」

　このままでは殺される。立って逃げようとして、しかしうまく立ち上がることができず転んでしまった。何度か同じことを繰くり返してようやく気づく。足がなかった。機銃で撃うたれて吹き飛んでしまっていた。

　痛みと恐怖が混じった声を、狂ったように延々と叫び続ける。

「あーあ、もうちょっと優雅にできないものかね。野や蛮ばんすぎて好みじゃないな」

　その場に似つかわしくないのんびりとした声が聞こえた。足が見える。場違いに派手なエナメルの靴とスーツだ。足はもう一対あった。それもこんなところには似つかわしくない華きや奢しやなハイヒールだ。

「そう思わないかいマーガレット？」

「お言葉ですが博士、目的の遂すい行こうこそが最優先であります。博士が満足する手段は過去の事例から導き出しますと、非効率的かつ成功率の低い方法となります」

「ああ、君は手厳しいね。これでも僕の部下なんだよ。どう思う？」

　若い男が突然下を向いて意味不明なことを話しかけてきた。

「この村ははずれかな。ツァーリ研究所の残党はいないよ。残念だったね。君達たち殺され損だ。マーガレット、僕が慈じ悲ひ深いところを見せてあげてよ。この死にぞこないにとどめをさしてあげて。戦場では無慈悲こそが唯一の慈悲なりってね」

　若い男は背を向けてあっさりと立ち去ってしまう。あとに残されたマーガレットと呼ばれていた女性は、うめく男になんの感情もない眼まな差ざしを向けた。
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　朝、目が覚めると闘とう真まの身に困ったことがおきていた。クレールが横で体を丸くして寝ていたのだ。ベッドが狭くて暖かいと思った理由が判明した。

　しかしそれだけなら困った事態とは言えない。起き上がろうとするとクレールの小さな手が、闘真のシャツをしっかりとつかんでいるのだ。

「まいったなあ」

　起こすのも忍びないのでクレールの指を一本一本丁てい寧ねいにはずしていった。まだ子どもの、とても小さい手だ。

　やっとはずし終わった闘真が起き上がろうとすると、再びシャツを引っ張るものがあった。今度は反対の手が闘真のシャツをつかんでいる。

「ふう……」

　同じことを二回繰くり返したあと、闘真はあきらめてシャツを脱いだ。クレールは脱いだシャツをたぐりよせるとそのまま胸に抱えて、ますます丸くなる。

　後ろ髪を引かれながら外に出ると、奇妙な光景に出くわした。

「なにが気に入らんのかね？　ウラジミールはわしのあとをついで村を治める立場になる。トナカイも五千頭持っているぞ。もちろん家も譲ゆずろう。このあたりの村では一番の豪邸だぞ。いや二番目だったかな。三番……。ともかく大きな家なんじゃ」

　スヴェトラーナが歩いている横を知らない老人が歩いている。服装は同じ集落のほかの人よりも凝こっていて偉そうだ。

「ベンじいさん、その話はもう」

　スヴェトラーナは笑って応対しているものの、ややうんざりした表情も垣かい間ま見みえた。放牧しているトナカイの様子を見に行く途中なのだろう。

「こういってはなんだがわしに似てよくできた孫じゃ。若いし力もある。将来も約束されている。なによりあいつはおまえさんのことを好いておる」

「年齢的につりあいませんから」

「なんじゃ？　まだ四十歳なんて与よ太た話ばなしを言っているのか。村の誰だれも信じておらんわい。男よけなら、もうちょっとマシな言い訳を考えるんじゃな」

　闘とう真まの後から出てきたリバースは、なんとなく状況を察して声をかけるのをためらった。闘真のうしろで同じようにふたりのやりとりを見ている。だが、

「おはようございます」

　ちょうど前を通った頃ころを見計らって、闘真はにこやかに挨あい拶さつした。横ではリバースがよくこの状況で話しかけられるなと感心半分あきれ半分の表情をする。しかしすぐにスヴェトラーナと老人がロシア語で話していることを思い出したが、それを差し引いても雰ふん囲い気きで話しかけにくいくらい解わからないものだろうか。

「おはよう闘真さん、リバース」

　スヴェトラーナがほっとした顔で二人に挨拶した。老人の話をそらすきっかけができたと思ったのだろう。

「お、おはようございます」

　リバースはみょうに恐縮した様子で挨拶を返した。

「ではベンじいさん。私はトナカイの世話をしないといけないので」

　挨拶ついでに話を切り上げようとしたスヴェトラーナの袖そでを、老人がつかんだ。

「まだじゃ、今日という今日はうんと言うまで引き下がらんぞ」

「今日でも明日でもお答えは一いつ緒しよです」

「だめじゃ。引き下がらん」

　ずるずるとスヴェトラーナに引きずられながら老人は食い下がった。

「なんの話をしてるんでしょうか？」

「見りゃわかるだろ。孫の嫁になれって言ってるんだ」

「え、ああ。そういう話か」

　クレールを連れ、蛟みずちや遺産の話を昨夜したばかりの闘真は複雑な気持ちになる。

　しかしそんな事情を知らない老人はおかまいなしだ。自分の孫がいかに立派な男であるか、アピールしつづけている。

「そこまでかたくなに断る理由はなんじゃ？　納得のいく理由を聞かせい。もしや……他ほかに好きな男がおるのか？　わしの孫を差し置いて！」

　しまいには見当違いな怒り方をし、闘とう真まとリバースを見比べて、大男のリバースのほうを指差して怒鳴った。

「こいつがおまえの男か!?」

　指名されたリバースは両手を振って否定する。

「そんな、恐れ多い。俺おれに姉あね御ごの相手がつとまるはずがねえ」

　スヴェトラーナはなぜか闘真のところに駆け寄ると腕を取った。

「この人が私の心に決めた人です」

「ええええっ？　な、なんで？」

　突然のことと二の腕に感じるやわらかい感触に、闘真はただただ慌あわてるばかりだ。

「……黙だまって従いなさい」

　どすの利きいた小声が闘真から抵抗を奪った。昨日の戦せん闘とう時じより怖い。

「待て。いくらなんでも若すぎる！　それにそんなひょろっとした頼たよりなくて情けなさそうな男のどこがいいんじゃ！」

　ベンじいさんと呼ばれた老人は頭ごなしに疑ってかかる。

「あら、ベンじいさんもおっしゃりましたよね。若いっていいんですよ。情熱的で」

　ふふっと微笑ほほえみ、人差し指で闘真の胸をつつきなぞる。闘真は頭が真っ白になって、なにがなんだか解わからない。

「なっなっなっ」

　ベンじいさんは驚おどろきに口をぱくぱくさせている。このままぽっくりと死んでしまうのではないかと思うほどの驚きようだ。

「というわけであきらめてもらえませんか？　久しぶりに彼に可愛かわいがられたいんです」

「そ、そうか。そ、それはすまんかった」

　怒りとは別種の赤さでベンじいさんはひきさがった。いなくなったのを見届けると、スヴェトラーナは組んでいた闘真の手を放した。すると闘真の体は斧おので折られた木のように、直立姿勢のまま倒れてしまう。

「あら、どうかしたのですか？」

「青少年にはちと刺激的だったんじゃないですかね？」

「そうですか？　だらしないですね」

　倒れて無反応な闘真の頬ほおを叩たたいていると、見過ごせない視線に気づく。クレールが窓からじっと様子を眺めていた。

「クレール！」

　スヴェトラーナが話しかけると、クレールは逃げるように家の奥へかけていった。







　思わず家の中へかけていったスヴェトラーナは、しかしクレールを探すのをやめてしまった。キッチンテーブルに座り込んで頭を抱える。

「どうしたの、朝っぱらから？」

　明るく話しかけてきたアリシアは、冷蔵庫から勝手に酒やつまみを取り出して食べ始める。

「あ、気にしないで。勝手に朝ごはんいただいてるから」

「朝からお酒ですか？」

「だって寒いし家主の朝食は期待できそうにないし、私としても苦肉の策なのよ」

　二つのグラスに酒を注つぐ。

「あなただって飲みたい気分でしょ？」

　スヴェトラーナはアリシアと酒をしばらく見比べていたが、

「今日は堕だ落らくしたい気分です」

　とつぶやき、グラスを手に取ると一気に喉のどに流した。

「朝からお酒飲んだくらいで堕落って、どこの修道女よ。で、どんな嫌いやなことがあったわけ？」

「話しかけたらあの子に逃げられて……」

「あいかわらず不器用ね。闘とう真ま君に伝授された餌え付づけ作戦はどうなったの？　あなた料理は得意だったじゃない」

「いえ、まだ……。だって私には母親としての資格が……」

　指をいじっていじけている姿は、スヴェトラーナを信奉していたアルファベットのメンバーには見せられたものではない。

　煮え切らないスヴェトラーナの態度にアリシアはどうしたものかと思案していると、闘真が部屋に入ってきた。

「うわっ、朝からお酒ですか？」

「あら、闘真君、おはよう。寒い地方じゃ昼間から酒は普通よ普通」

「そうですよ。何か文句でも？」

　スヴェトラーナのすわった目を見たとき、闘真は思わずたじろいだ。

「愛いとしの人にふられちゃってへそ曲げてるのよ。気にしないで」

「あ、クレール逃げちゃいましたもんね」

　急所をえぐり抜くような言葉に、スヴェトラーナはますます落ち込んだ。

「あの……よけいなお世話かもしれませんけど」

　じろりと睨にらまれて闘真はまたもやたじろいでしまった。

「嫌きらわれてるのかどうかは、あまり重要じゃないと思うんです」

　さらに睨にらまれたが闘とう真まはなんとか耐えた。

「いったい何が言いたいのですか？」

　くだらない内容だったら殺しますよと言外にふくんでいる。

「え、ええとですね。ク、クレールは相そう貌ぼう失認です。そのせいかクレールはあまり他人というものを気にしないんです。たぶんアリシアさんやリバースさんの区別もついてないんじゃないかな？」

「ちょっと、それは聞き捨てならないわね。私があの大男と一いつ緒しよに見えるっていうの？」

　アリシアがグラスを乱暴に置いた。

「あ、いや、もののとたとえというか」

　闘真は言いつくろうが、アリシアは頭をかかえた。

「でも言われてみれば、思い当たるふしもあるのよね」

　よほどショックだったのか、それっきり黙だまってしまう。

「話を続けてくれませんか？」

　スヴェトラーナは何かを感じたのか、先ほどと打って変わり真剣な表情で闘真を見ていた。

「だから何が言いたいのかって言うと、最初から避さけられているのはすごいなと。だ、だってそれはスヴェトラーナさんを認識してるってことじゃないですか」

　スヴェトラーナは雷で打たれたように硬直した。

「初めてあったときから、興味を持たれてるんです」

「なるほど。やるじゃない闘真君、いつもぼんやりのんびりしてるだけかと思ったわ」

　落ち込んでいるように見えたアリシアがぽんと手を打った。

　ほめられているのかけなされているのか解わからない闘真はあいまいな表情を浮かべた。







　しばらく呆ほうけていたスヴェトラーナが、ようやく自分を取り戻したとき、すでに闘真は朝食を終えたあとだった。

「あ、勝手に冷蔵庫あさって朝ごはんいただいてました。すみません」

　そう言って美お味いしそうに食べる姿は、本当にたくましいと言う以外になかった。しかしスヴェトラーナにはもっと気になることがあった。

「闘真さん、クレールはいつから相貌失認なんですか？」

「うーん、そういうのってデリケートな問題だから、あまり聞けなくて」

　アリシアはずいぶんと酒が進んだのか赤らめた顔で、またも茶々をいれる。

「あなたの口からデリケートなんて言葉が出るなんて」

「僕だってそのくらいは」

　闘とう真まはやや憮ぶ然ぜんとした表情をしたがすぐに何か思い出したようだ。

「あ、でもかなり小さい頃ころから相そう貌ぼう失認だったっていうのは、聞いたことがある」

「先天性ではなくて後天的なもの、とても小さい頃に相貌失認になったのですね？」

　スヴェトラーナは念を押した。母親として我が子の病気のことが気になるのだろう。闘真はそう解釈した。

「たぶんそうだと思います」

「あの子は個人を識別できない」

　スヴェトラーナは手を口に当てて黙だまってしまった。

「スヴィータ、ショックなのは解わかるけど……」

　アリシアが話しかけても手を振って拒否した。そっとしておこうと思ったのか、部屋を静かに出て行く。闘真もいるべきでないと感じて、部屋を出て行こうとした。

「クレールが個人を識別できないのは、本当に相貌失認だからなの？」

　間ま際ぎわに聞こえた独り言が気になった。
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　クレールは林の中を歩いていた。何度か出てきた家を振り返る。

　厚い防寒服は動きにくい。フードの毛がくすぐったい。視界がさえぎられる。気配がない相手を探すのには適していない。昨日から何度か見かけた赤い光を放つ物体はほとんど気配がない。けれどフードをはずそうとは思わなかった。

　昨日は闘真が着せてくれた。かわいいねと言って頭をなでる。不思議な気持ちになった。今日は自分で着た。

　母親という存在の人と会う。もっと不思議な気持ちになった。しかしなぜか近づくのが怖かった。いや怖いとも違う。それはクレールがいままで感じたことのない感情だ。

　ずっと空は曇くもっていた。雪もゆるやかに降っている。

　足が止まった。視界の隅で赤い光を捉とらえたからだ。やはり気配はない。風下に立っているが臭においもなかった。

　赤い光は三つ、四つと増えていく。十数メートル離はなれた場所からクレールの様子をさぐっている。全体が見えにくいのは雪のせいばかりでない。なにか見えにくい体の構造をしている。赤い光だけが頼たよりだ。

　さらに増えた。いつのまにかうしろに五つ赤い光が現れていた。合計十。遠巻きにクレールを観察している。

　殺意も敵意も感じない。まるで無機物のようだ。しかしクレールは警戒した。この動きは獲物を狩る獣けものと酷こく似じしている。

　手袋を脱ぎ、フードをはずす。長刀を抜いた。赤い光の動きが止まる。相手も警戒している。

　構えた刀の切っ先に彼女には珍めずらしい殺気が乗っていた。

「あの家に近づいては駄だ目め」

　クレールの言葉は、あるいは願いか。

　正体の解わからない敵としばらく相対する。どれだけ時間が経過しただろうか、

「クレールッ！」

　呼ぶ声が聞こえた。

「どうしたの、こんなところまで一人で来て」

　闘とう真まが走ってくる。

　赤い光はもうどこにもいなかった。
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「クレールを見かけませんでしたか？」

　スヴェトラーナに問われるとアリシアは意味ありげに笑った。

「あっちよ」

　窓の外を指差す。そこにはクレールの姿と闘真の姿があった。闘真はクレールの服装を直してあげていた。フードをかぶせ手袋をはめている。その間クレールはじっとおとなしくしていた。

　アリシアの手前、うらやましいとは言えない。

「どうするの？　このままだとあなたの負けよ」

　スヴェトラーナにあせりの表情があった。ミネルヴァ時代でさえ、彼女がこれだけあせった顔を見せたのは何回あっただろうか。そう思うとアリシアはおかしくなった。

「せめて料理だけでもしてあげたら？」

「でも……」

「私もひさしぶりにあなたの自じ慢まんの料理が食べたいわ。昨日はあまり物、今朝は酒のつまみってのは寂しすぎない？　リバースなんて食べたりなくて、でも私や闘真君みたいに図々しくもなれなくて、こっそり携帯食食べてたわよ。かわいそうじゃないの。客人をもてなすのは家主の義務よ。娘とか関係なしにね」

「そ、そうですね。確かにそうです。リバースには申し訳ないことをしました。ごめんなさい。お客様を料理でもてなすのは普通のことですよね」

　アリシアが作った逃げ道に、解りやすいくらいに飛びついてきた。またへそを曲げられても困るので、アリシアは笑うのを必死にこらえた。

　カレンダーで日付を見てスヴェトラーナは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「今日はおもてなしにはうってつけの日です」

　昼過ぎになると村に大きなトラックが来た。荷台に積んでいるのは各家庭が注文した日用雑貨や食料品だ。大勢の人がトラックのまわりに集まっている。スヴェトラーナも例外でなかった。このときを逃せば、しばらく不自由な食生活をがまんしなくてはならない。

「今日は張り切ってるね」

　大量に食料を買い付けるスヴェトラーナを見て、女性達たちがはやし立てる。

「ひさしぶりにはりきろうと思って。小僧の稚ち拙せつなホットケーキごときに負けるわけにはいきませんから」

　そう言ってスヴェトラーナは闘とう真まと遊んでいるクレールを見た。

「いいかい、こうやって転がしていけばどんどん雪の球が大きくなるだろ。二つ重ねて……」

　どうやら闘真がクレールに雪だるまの作り方を教えているらしい。

　闘真はあまりにも大きく作りすぎた雪だるまの頭を持ち上げるのに難なん儀ぎしていた。やっと持ち上げたと思ったら、うしろにひっくり返り雪球の下した敷じきになる。

　クレールは闘真を下敷きにした雪球の上に、自分の作った球を乗せた。言われたとおり枝を刺し手袋をはめる。

「ちょ、ちょっと待ってクレール」

　クレールが初めて作った雪だるまを壊こわすこともできず、闘真は下敷きになったまま寒さに震ふるえている。

　──な、なごんではいけない。あいつは敵です。

　スヴェトラーナは思わず緩ゆるんだ頬ほおを慌あわててひきしめた。思わず微笑ほほえましいと思ってしまった自分を叱しつ咤たする。

「なにやってんだおめえは？」

　通りがかったリバースはあきれた顔で闘真の上に乗っている雪だるまを軽々と持ち上げると、闘真が作ったもう一つの球の上に乗せる。三段重ねの２メートル以上もある大きな雪だるまが完成した。

「ほら、顔も作ってあげて」

　闘真が目鼻となる石や枝を渡すと、リバースがクレールを肩車して頭の高さまで持ち上げた。
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「よし」

　料理の材料を完かん璧ぺきにそろえたスヴェトラーナは、声を出し気合を入れる。

　ウサギ柄のエプロンを身に着けて楽しそうに料理している姿は、綺き麗れいというより可愛かわいらしいという印象で、凜りんとして近寄りがたい雰ふん囲い気きが丸くなった。

「それ全部使うの？」

　キッチンに置いてあるあふれんばかりの材料に、アリシアは目を丸くした。スヴェトラーナの気合の度合いも解わかるというものだ。

　いくつかは今日仕入れたものではなく、下ごしらえしたものを使う。イクラの缶詰も一度出し鉄くささを抜き醤しよう油ゆで味をつけた貯蔵のものを、肉料理に使うソースも日を置いてなじんだものにする。

　ロシア料理に日本的なきめ細かい仕込みや気配りを取り入れると同時に、アメリカ的な豪快さもミックスした料理の数々は、村の人達たちにも好評でおすそ分けをせがまれることも多い。

　今日も頼たのまれることは予想できたので、品数も量も多めにしてある。普ふ段だんはあまり作らない甘いものも、もちろんふんだんに用意した。蜂はち蜜みつはとっておきのリンデンと白アカシアを、ジャムは手作りのコケモモと黒スグリとリンゴを並べた。

「ふんふんふーん」

　自然と鼻歌をかなでていた。これだけ楽しい気持ちで料理を作ったのはいつ以来だろう。

　横でアリシアも懐なつかしさに目を細めていた。十二年前、蛟みずちを失ってアメリカに戻ってきて以来、本当に楽しそうに料理をする姿を見ていなかった。

　手伝いを申し出ようと立ち上がったアリシアはすぐに思い直して座りなおした。そしてスヴェトラーナがいつ気づくか待った。

「ふふふんふーん、ふ……」

　スヴェトラーナの鼻歌が止まった。料理をする動きまで止まってしまった。それから恐る恐るうしろを振り返る。彼女が見たのは、扉の陰に隠れるようにして部屋を覗のぞいているクレールだ。

「あ……」

　言葉を失う。息が止まりそうになる。しばらく見詰め合ったまま二人は身じろぎ一つできずにいた。先に行動したのはクレールだ。大きなまばたきを一つすると、そのまま逃げるようにうしろに走り去ろうとする。

「ま……」

　待ってとは言えなかった。途中で声がつまった。

　しかしクレールは立ち止まった。ちょうどやってきた闘とう真まの胸にぶつかった。二人を交互に見た闘真は、嬉うれしそうな顔をすると、クレールの体を回れ右させる。

「ほらクレール、美お味いしそうなものを作ってるよ」

　肩に手を置いて室内に導く。強制するでもなく優しいしぐさだ。クレールはためらいがちにキッチンに入ってきたが、キッチンに漂ただよう料理の匂においに気づき鼻をひくつかせていた。

「いい匂いだね」

　匂いをたどるようにクレールはキッチンの奥へ入っていく。匂いに夢中なのかスヴェトラーナのそばを通って弱火で煮込んでいる鍋なべを覗のぞきこんだ。

「そ、それはウハーといって魚のスープ。隣となりの鍋は……」

　最初はぎこちなかった説明だがしだいに饒じよう舌ぜつになっていた。スヴェトラーナはクレールに次々と料理を説明していく。はたで聞いていた闘とう真まやアリシアは、品数の多さに全部食べられるのか心配になった。

「最後にブリンチキというお菓子を作るの。ウクライナ風のクレープみたいなもの」

　甘いものと聞いてクレールの瞳ひとみは一段と輝かがやいた。

「そんなに作れるの？　大変じゃない？」

　アリシアのもっともな指摘にスヴェトラーナは少し困った顔をする。

「ちょっと大変かもしれませんね」

　闘真はまだロシア風クレープの材料から目を離はなさないクレールに話しかける。

「作るの大変だって。もしかしたらクレープまで作れないかもね」

「な、なにを言って……」

　異を唱えようとするスヴェトラーナをアリシアが止めた。闘真が何を言おうとしているのか察したのだ。

「でも誰だれか手伝ってあげたら、クレープまで作れるんじゃないかな？」

　クレールは何度か目をしばたいた。

「手伝ってみる？　自分で作った料理はいちだんと美お味いしいよ。スヴェトラーナさんどうですか？　クレールが手伝いたいそうです」

　突然話をふられたスヴェトラーナは慌あわてて、

「で、で、では、缶詰を開けてもらえますか？」

　トマトの缶詰と缶切りをテーブルに置いた。直接渡せるほどの近さだが、スヴェトラーナは手渡しできない。クレールは目の前の缶詰と缶切りを見比べて首を傾かしげている。

「あ、あー、クレール困ったね。缶切りの使い方わからないね。誰か教えてくれるといいね」

「すっごいわざとらしい」

　闘真の言葉にアリシアは笑いをこらえている。クレールは缶切りと缶詰を両手に持って闘真に差し出した。

「ごめんねクレール、僕も解わからないんだ」

「でも料理が得意な人なら解るんじゃないかしら？」

　アリシアが闘真のたくらみを受け継いだ。

「あ、あの……」

　スヴェトラーナがエプロンを握り締しめながら、必死に何か言おうとしている。クレールは少しためらったのち、缶切りと缶詰をスヴェトラーナに差し出した。

「教えて」

　それはクレールからスヴェトラーナに送られる初めての言葉だった。

「こ、これはこう使うの」
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　クレールの前で缶切りを使ってみせる。しかし手が震ふるえてうまく使えない。

「あ、あれ、ごめんなさい。ちょっとよく見えなくて……」

　うつむいたスヴェトラーナの頬ほおに光るものがあった。

　闘とう真まとアリシアは目配せをして、そっとキッチンを出た。

「ほんとにもう、ぎこちない親子ね」

　アリシアがメガネをそっととるのを見て、闘真は微笑ほほえんだ。

「アリシアさんって意外と涙もろいんですね」

　返事ではなくデコピンが返ってきた。
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　日の沈まない白夜であっても、林の奥は暗かった。

　それらは赤い光を放ち、草木の間をすり抜けていく。鳥の鳴き声にも人の早口にも聞こえる言語を駆使し、仲間とコミュニケーションを取る。

　しばらく林を進むと大気にいままでと違う匂においが混じった。先頭が停止すると他ほかの仲間も周囲に固まるようにして停止した。

　一匹が林の奥から顔を覗のぞかせて周りを見渡す。蛇へびのように細長い体は透明で中心に赤い核が見える。

「ちくしょう、あんななまっちょろい男のどこがいいんだよ」

「ウラジミール、村長が呼んでいるぞ」

「うるせえな、解わかってるよ。スヴィータのやろうめ、お高くとまりやがって」

　それらとまるで違う言語を操る生き物が二体現れた。いや二人と表現すべきか。人と呼ばれる存在だ。一人はナタを持って手近にある草木を乱暴に切っている。いましがたウラジミールと呼ばれた男である。もう一人はうしろからついてきていた。

　しかし彼らには有機物で構成された天敵という以上のデータはなく、彼らの行動がどのような意味を持っていようが関係なかった。天敵である以上それらの生存本能に刻まれている防衛本能が働いた。有機生物の殲せん滅めつという命令が繰くり返される。

　──キュウウウィィィルルルルクククキキ。

　仲間同士で連絡を取り合い、頭をせわしなく動かした。そのしぐさはおとなしい小動物に似てなくもないが、会話の内容は敵の殲滅である。

　一匹がさらに様子をさぐるため頭を高く持ち上げた。しかしそれが見たのは回転しながらとんでくるナタだ。慌あわてて引っ込めた頭のうしろの木に、ナタが深々と突き刺さる。

　仲間達たちとせわしなく顔を見合わせ、雪の中に逃げ込んだ。

　走ってきたウラジミールはナタを抜くと何もいないことに舌を鳴らす。

「野ウサギかなんかいたと思ったんだけどな」

「ウサギを殺すとスヴェトラーナの機き嫌げんを損ねるぞ。あいつがウサギ好きなの知ってるだろ。それに食べもしないのに殺しちゃ、村長にも……」

「俺おれに指図するな！」

　ナタを突きつけてウラジミールは怒鳴った。

「わ、わかったよ。俺はもう戻る。村長の伝言は伝えたからな。ちゃんと行けよ」

　ウラジミールはナタを振り上げて追い返した。

「へっ、この程度のことでビビリやがって度胸もねえ」

　ウラジミールが背を向けている間に雪の中からそれらが姿を現した。垂直に持ち上げた頭が開いたかと思うと、ツララのような針が飛び出す。針がウラジミールの方角に向いた。

「どうすればあいつは俺の女になるんだ？」

　ウラジミールがまたも乱暴にナタを振る。金属音がなり腕がしびれた。

「な、なんだ？」

　ナタの刃を見て驚おどろいている。半ばの部分が欠けていた。

　頭を殴なぐられてふらふらしていた一匹は、ウラジミールが覗き込もうとしているのを見て慌てて雪の中にもぐった。慎しん重ちようで臆おく病びような性格をしていた。

「なにもないよな？　なにに当たったんだ？」

　人間は欠けた部分を見てしきりに首を傾かしげていた。

　──ギギギググウググジジィィィィ。

　殴なぐられた一匹が雪の中で怒りの声を発している。仲間達たちがそれに呼応した音を発した。

「お、おいなんだよ」

　すぐ近くでいままで聞いたこともない音が聞こえて、ウラジミールは慎重にまわりを見渡す。よく見ればナタが欠けた付近の雪が乱れていた。何かがもぐったあとに見える。

「おい、なんかいるのかよ？」

　ナタを欠けさせるほどの硬さ。トナカイの角やトラの牙きばでもこれほど硬くはない。ウラジミールは恐怖と興こう奮ふんがごちゃまぜになった感情に突き動かされて、ナタで何度も雪を叩たたいた。

「このやろう、死ね、死ね、死にやがれ！」

　雪が舞う。しかし何度殴っても雪以外の手ごたえはなかった。

「気のせいか？」

　破は壊かい的てきな行動を繰くり返したウラジミールの気は大きくなっていた。いや凶暴になっていた。

「言葉でうんって言わないなら、体にうんって言わせるしかねえよな」

　スヴェトラーナを組み敷しくことを考えて、ウラジミールは表情をいやらしく崩す。

　あの女がじつは強いという噂うわさがあるのは知っていた。隣となり村むらの力自じ慢まんがけんかを売ってあっさり負けたという。しかしウラジミールは信じていなかった。スヴェトラーナの細い体のどこに大男を倒す力がある。

　おおかたスヴェトラーナの色香に惑わされて隙すきができたのだろう。もしかしたらもっといい目を見て負けたと言ってるのかもしれない。

「今度こそ……、ん？」

　赤い光が視界に入った。木から奇妙なものがぶら下がっている。細い透明な体の中央に赤い光がある。先せん端たんは頭をもたげウラジミールを見ていた。瞬しゆん時じに悟った。ナタが欠けた原因はこれだ。

「うわ、うわああああっ！」

　ナタをでたらめに振るとそのうちの一回が蛇へびのようなものに当たり、林の奥へ吹っ飛んでいった。

「な、なんだたいしたことねえな」

　歪いびつに笑うウラジミールの目の前に別の透明な蛇が現れた。さらにもう一匹。次々と現れあっというまに十数という数になる。目も口もない頭でいっせいにウラジミールを見ていた。

「わ、うわ、あああああっ」

　ナタをでたらめに振り回し、足をすべらせながら逃げた。悲鳴が止まらない。途中で足がもつれて転んでしまった。見れば足に透明な蛇へびがからみついている。

　すべるように進んでくる透明な蛇達たちはウラジミールを囲んだ。もう逃げ道はなかった。

「ひ、ひゃ、た、助けてくれ」

　悲鳴をあげている口に一匹がもぐりこんだ。喉のどの奥に入り込もうとするそれをウラジミールは呼吸困難になりながら抜こうとする。しかしガラス質の体は滑すべってうまくつかめなかった。

　ついに完全に中に入り込んでしまう。一匹だけで終わらなかった。次々とウラジミールの口に透明な蛇は殺到した。二匹、三匹と食道をむりやり押し広げ入り込む。

　ウラジミールの体は痙けい攣れんを繰くり返し、ついに動かなくなった。あれほどたくさんいた透明な蛇の姿は一匹もいなくなった。

　死んだはずのウラジミールの腹が一度だけもぞりと動いた。
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　白夜の朝の中で、闘とう真まは一人林の奥にたたずむ。深呼吸をして体の気を整えた。寒さをゆっくりと追い出し、神経を研とぎ澄すませる。体のそばをすぎさる雪の一粒さえ感知できるように。

　体の準備が整うと、鳴なる神かみ流りゆうの型を繰り返す。何度も繰り返すうちに、体が自然と動くようになる。

　昨夜は楽しかった。幸せなひと時と思って間違いなかった。従妹いとこと叔お母ばの二人は楽しそうで、それを見た闘真も幸せだった。だが闘真はいつまでも一いつ緒しよに幸せにひたってはいられなかった。

　自分が幸せな時間を重ねるほど、一人の少女の姿が脳裏によみがえる。

　──由ゆ宇う。

　クレールとスヴェトラーナの親子が由宇に重なった。彼女も親のぬくもりを知らずに育った。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘という業ごうを背負っていまも生きている。

　それをなんとかしてやりたくて不ふ坐ざについていき勝かつ司しの言葉にのり、スヴェトラーナにあったのではないか。

　気がつけば一時間以上体を動かしていた。うっすらと汗をかいている。しかし体を休めたとたん汗が冷えて闘真の体から体温を奪った。

「うう、寒い」

　震ふるえる闘真の目の前に温かい飲み物が差し出された。

「はい」

「ありがとう」

　熱い紅茶に蜂はち蜜みつとブランデーをたらしたものだ。体の芯しんから温かくなる。

「美お味いしいですか？」

「うん、って……ええっ！」

　スヴェトラーナが目の前にいて心底驚おどろいた。

「もしかして気づかなかったのですか？」

「え、ええと、練習に夢中で。あははははは」

「そういうことにしておきます」

　いったいどういう風の吹き回しだろう。自分は嫌きらわれているのではなかったかと思う闘とう真まであったが、気にしてもしかたないので紅茶の味を楽しんだ。

　スヴェトラーナは黙だまったままそこを動こうとしなかった。もしかしてカップを持ち帰るため飲み終わるのを待っているのだろうかとも思い、急いで飲んでみたものの、むせている姿をまたもや白い目で見られるだけで、からになったカップを持ち去ろうともしなかった。

「あの、もしかして何か用事があったんですか？」

　スヴェトラーナがびくっと髪を逆立てた。

「な、なぜそう思うのです？」

「言いにくいことなんですか？」

　肯定と受け取って話を進めた。

「あ、そのですね、なんというべきでしょうか」

　目線を泳がせて、話の切り出しに困っている。

「あ、ありがとうございます」

「え？」

　何を言われたのか解わからなくて聞き返すと、スヴェトラーナは剣けん呑のんな表情を見せた。

「で、ですから昨日の件です」

　まだ解らない顔をしている闘真に、スヴェトラーナはだんだんいらついた表情を見せ始める。

「まったく、人をいらだたせるポイントはあの人と一いつ緒しよですね」

「え、あ、ああ。すみません」

「なんで謝るのですか、もう！」

　ますます怒られてしまった。

「あ、いえ、これは私が悪いですね。私のほうが倍以上も年上だというのに、大人気ないことをしました」

　スヴェトラーナは居ずまいをただし、咳せき払ばらいを一つして闘真をまっすぐに見つめた。表情にあるのは優しげな笑顔だ。

「坂さか上がみ闘真さん、昨日はクレールのことで力をつくしてくださり、ありがとうございました。あなたの心遣いと優しさに、私は深く感激しています」

「鏡の前で練習したみたいな言い方ですね」

　拳こぶしを握り、スヴェトラーナはぐっとこらえた。







　闘とう真まが稽けい古こを再開してもスヴェトラーナは去らなかった。しばらく稽古を続ける姿を見ている。

　会った初日に闘真は蛟みずちのことを話している。アリシアは勝かつ司しがまとめたマジシャンに関する報告書を渡していた。

　話を聞き報告書を読んだスヴェトラーナはこう言った。

　──私の中では蛟さんは十二年前に亡なくなりました。真まな目め勝司の報告書を読んでもあなたの話を聞いても、私の知っている蛟さんとは思えません。

　マジシャンになった蛟はどれほど変わり果ててしまったのだろう。恨みや後悔はどれだけ人を変えてしまうのだろう。

　由ゆ宇うを救えなければ自分もマジシャンになった蛟のように変わり果ててしまうのだろうか。

「強くなりたいのですか？」

　思考の隙すき間まにスヴェトラーナの言葉が飛び込んできた。

「え？」

「あなたへのお礼は何がいいのか、ずっと考えてました」

「お礼なんて、そんな」

「漠然と強くなりたいと思っても何も変わりませんよ」

　スヴェトラーナの眼まな差ざしは闘真が何を思っているのかも、なんのためにここにいるのかも、すべて見通しているようだった。

　そうかもしれない。いまはただ闇やみ雲くもにあがいているだけだという自覚はあった。

「お礼を決めました。私と手合わせをしましょう。絶対的な強さを教えてあげます。その上で考えなさい。強さとは何かを」
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　闘真とスヴェトラーナの手合わせはいつのまにかアリシアやリバース、それにクレールまで見学することになった。場所は車で村から三十分ほど離はなれた場所だ。村の人間に見られるわけにはいかない。

「本気なの？」

　アリシアは準備を進めているスヴェトラーナを問い詰めずにはいられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。勢い余って殺すようなことはしないと思います。……たぶん」

「そうじゃなくて」

　そっちの可能性もあったかと思いながら、アリシアはさらに問い詰めた。

「あなたの体のことよ。もうぼろぼろじゃない」

「まだ全力を出せるうちに見せておきたいのです」

「ぜ、全力……ですって？」

　アリシアはスヴェトラーナの全力の意味を知っていた。その戦せん闘とう能力も、そして代だい償しようも。

「脳への負担が大きすぎる。また記き憶おくが壊こわれるわよ」

「瑣さ末まつなことならいくら忘れてもかまいません」

　準備をしている闘とう真まとクレールを見た。

「あの子達たちに私の姿をずっと覚えていてもらえるのなら」

「でも……」

「一分だけです。それ以上は使いません」

　まだ何か言いたい顔をしているアリシアを置いて、スヴェトラーナは闘真のところへ行く。

「そろそろ始めましょう、闘真さん」

　スヴェトラーナは静かに微笑ほほえんでいた。







　スヴェトラーナと10メートルほどの距きよ離りをおいて対たい峙じした闘真は、なぜ彼女が薄うす着ぎなのか疑問だった。厚着は体の動きを妨さまたげるという理由もあるだろうが、それを差し引いても薄すぎる。

「くしゅん」

　現にくしゃみをしている。あれでは体が冷えすぎて、逆に動きにくくなってしまうだろう。

「では始めます」

　スヴェトラーナは襟えりの下からケーブルを取り出すと、髪をたすきあげてうなじにあるプラグに差し込む。頭の中央へ10センチもの長さのプラグが挿入される。

「はぁ……」

　寒さとは異なる感覚に体を震ふるわせ熱い息を吐はいた。同時にスヴェトラーナの髪が、意思を持って動き出す。

　一いつ瞬しゆん呆ほうける闘真だがすぐに気を取り直して鳴なる神かみの尊みことを構えた。いまだに封印されたままだ。何度も激しい戦いを潜くぐり抜けているのに、四し々し家けの封印は少しもはがれる様子を見せない。

「これから私の能力をお見せします」

　スヴェトラーナは静かな表情で立っていた。精神を集中し、深く長い呼吸を繰くり返している。

　閉じられていた目がゆっくり見開いた。髪がスヴェトラーナの体にまきついていった。服を切り裂き、全身を覆おおいつくそうとする。亜あ麻ま色いろの髪の間から透き通るような肌の色がかいま見える。

　それがスヴェトラーナの最終手段であった。全身を覆う髪──炭素は分子配列によりダイヤモンドの剛体性とカーボンナノチューブの柔軟性をかねそなえた絶対的防御力を誇り、体の動きは髪との連動により常人では捉とらえられない動きを生み出す。

　そもそも炭素とは最さい先せん端たん技術である有機化学の要かなめであり、その性質の多彩さからさまざまな分野に応用されている。スヴェトラーナはそのような分子を二十年以上使いこなしてきた。

　事前に説明を受けていた闘とう真まは警戒心を強くする。

「これから私が行う攻こう撃げきは、なにがなんでもすべて回かい避ひかガードしなさい。さもなくば死にますよ」

　警告がなされた。

　目を離はなしたわけでも瞬まばたきをしたわけでもない。スヴェトラーナは真正面から走ってきただけだ。だというのに闘真が認識したのは、疾しつ走そうした時に生じた爆はぜた雪煙だった。それがスヴェトラーナが立っていた位置から闘真のところまでまっすぐに伸びている。

　半ば本能的に鳴なる神かみの尊みことを抜こうとしていた。抜いてはいけないという意識が働く間もない。それだけ命の危機を感じたのだ。しかし封印に阻はばまれて刀身は抜けない。１ミリたりとも動きはしなかった。

　──しまった。

　完全に後手に回った。それでもとっさに腹をかばったのが闘真の命を救った。

　懐ふところに何かいる。ガードした腕を通して腹にすさまじい衝しよう撃げきが来る。亜あ麻ま色いろの髪に緑の瞳ひとみ。体がふわりと浮いた。いつのまに懐に入られたのか。腹から背中にかけて激痛が走る。

　──あれ？

　体はまだ宙を浮いている。

　──いま殴なぐられた？

　いまだ真横に飛んでいる。

　──嘘うそだろ？

　ようやく背中が地面についた。体が雪の上をでたらめに転がる。転がりながら体勢を整えようとした。

　転がる体をどうにかコントロールし、両足をふんばって停止した。顔を上げるといま自分が転がってきた軌跡が雪の上に描かれている。転がりにくい雪の上で、距きよ離りにして20メートル近く吹っ飛ばされていた。

　ガードしなければ死ぬという言葉をやっと実感した。腹に直撃なら内臓が破裂している。

　しかし闘真が先に把は握あくしなければならなかったことは、スヴェトラーナの現在位置だ。視界のどこにも姿はなかった。

　風切り音でとっさに体を回転させ、真上からかかとを振り落としてきたスヴェトラーナの攻撃をかわしたのは、さすが鳴神尊の継承者というべき反応であった。しかし歴戦の魔ま女じよはその上を行く。回避した闘真の足首をつかんだ。とうてい手が届く距離ではなかった。しかしスヴェトラーナには手足を延長するものがある。髪がからむ。

　そのまま闘真の足をつかんでアンダースローで思い切り投げる。空気が体全体にぶつかるのを闘とう真まは感じた。そのまま体は凍った地面の上をすべっていく。ふいに体が浮いたのは段差になっている場所からジャンプしたからだ。弧を描き今度は深い雪の斜面を転げ落ちた。

　ほとんど意味をなさない視界と気配から、スヴェトラーナの容よう赦しやない一いち撃げきがまた迫っていると感じた。いまだ転がっている闘真の体を蹴けり上げた。まるでボールのように打ち上げられた闘真の体に、スヴェトラーナは跳ちよう躍やくでおいつき空中で捕まえる。

「次はきついですよ」

　顔面をつかまれた闘真が指の間から見たのは、戦いに喜びを見み出いだすスヴェトラーナの歓喜の表情だ。殺される。背筋に冷たいものが走った。

　スヴェトラーナは闘真を空中から容赦なく真下に投げた。闘真が激突した大地が割れ、水が噴き出す。湖の氷が割れたのだ。氷を貫いてなお闘真の体は勢いを失わず水中に沈んでいく。零度以下の水温が心臓を締しめ付け、静止させた。

　──あれ、なに？

　心臓が止まり気を失うまぎわ、闘真は水中で赤い光を見た気がした。
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　スヴェトラーナが水中から引き上げた闘真を地面に転がした。鳴なる神かみの尊みことの継承者を手玉にとった女性はすでに、髪という武装をといている。

「おっと」

　駆けつけたアリシアやクレール、リバースだったが、髪の武装をなくした姿が一糸まとわぬ姿であることに気づき、リバースは慌あわてて目をそらした。

「心臓が止まりました。冷水につかったことによるショック症状でしょう」

　アリシアからコートを受け取って羽織ったスヴェトラーナの口調は淡々としている。

「まさか、殺してしまったの？」

　アリシアが目を丸くした。

「何を言ってるんですか。心停止しただけです。心臓マッサージで動かせば、数分以内なら脳にも影えい響きようありません」

　闘真をその場に放り出し、服を切り裂き胸元をあらわにすると、右手を胸の上に置いた。髪が腕から指先へと這はい上がっていく。指先まで届いた髪はそのまま闘真の皮ひ膚ふへもぐりこんだ。

「なにしてるのか聞いていい？」

「見て解わかりませんか。心臓マッサージです。体内にもぐりこませた髪で直接心臓を動かしています」

　アリシアは髪がからみついている心臓を連想して気分が悪くなった。

　しばらくすると闘真が苦しそうに息を吐はき出した。口から飲み込んだ水が大量に出てくる。

「げほっげほっ」

　涙や鼻水を垂れ流し何度もむせた。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶかよ」

　リバースが心配し、クレールは何も言わず、しゃがんで闘とう真まの顔を覗のぞきこんだ。

「だ、大丈夫だよ。ぐふっ、げほっ」

　あまり大丈夫な様子ではない。

「い、いったい何があったんですか？」

　自分の惨さん状じように目を向ける余裕がやっとできて、闘真は問いかけた。

「心停止したので、心臓マッサージしました」

「そ、そうか。心臓マッサージで生き返るのは二度目だなあ」

「まあ、意外とタフなのですね。安心しました」

　言外に、ではもっときつく行きましょうと言われている気がした。

　この人を優しいと思ったのは大間違いだ。ただ優しい表情をするのがうまいだけだ。鳴なる神かみの尊みことを抜刀できないというハンデもあるが、それを差し引いても強い。先日戦ったときはまだその一いつ端たんしか見せていなかったのだ。

「まだ手加減はしていますよ」

　闘真の表情を読んだのか、スヴェトラーナは淡々と喋しやべる。言葉に気負いというものがまるでない。ただ事実を口にしているのみ。その姿勢がまた空恐ろしくある。

「そうか、まだ上があるのか」

　闘真は足をふらつかせながら立ち上がろうとする。

「ちょっと無む茶ちやよ」

「いえ、大丈夫です。せっかく手合わせしてもらってるんだから、ここでやめちゃもったいない」

「正気？」

　殺されかけたというのに闘真は笑っている。正気を疑うのも無理はない。

　闘真の前にクレールが立った。手には持っている長刀を差し出す。

「僕にそれを使えって？　気持ちはありがたいけど」

「受け取りなさい」

　断ろうとする闘真の声を阻はばんだのはスヴェトラーナだ。

「このままではまた同じことの繰くり返しです。禍まが神がみの血ちが忌いむべき力なら、すべて呑のみ込みなさい。どうせその運命からは逃れられないのですから」

　闘真は迷っていた。クレールの長刀は過去に何度か使う機会はあった。確かに鳴神尊と感覚が違う。由ゆ宇うが懸け念ねんする現象は起こらないかもしれない。

「解わかりました」

　闘とう真まは長刀を受け取った。

　なによりこのままでは、答えが出ないまま終わってしまう。







　二度目の戦せん闘とうが始まっても闘真は長刀を抜こうとはしなかった。

「これは怖いですね」

　しかしスヴェトラーナは警戒を意味する言葉を言う。

　闘真は長刀を腰にかまえて、手をかけている。居合い切りのかまえだ。抜刀の時間を最小限にするという意味もあるが、スヴェトラーナの速さに対抗するためでもある。

　ＫＩＢＯＵの地下で蛟みずちと戦ったとき取った戦法である。意図したわけではないが、その皮肉さに闘真は苦い思いを感じていた。

「抜かば斬きれ、抜かずば斬るな、この刀ただ斬ることに大事こそあれ。見事に居合いの極ごく意いを体現しています。待ちの中で刹せつ那なの機会を見切るこそが真しん髄ずい」

　闘真はすり足でじりじりと間合いを詰める。

「では始めましょうか」

　最初と同じ髪で覆おおわれた形態を取ると、スヴェトラーナはまるで無む頓とん着ちやくに歩いてきた。長刀の間合いに入る瞬しゆん間かんも迷いがなかった。

　雑念を捨てた闘真はほとんど反射神経として抜刀していた。

　鞘さやの中を刃が加速する。刃が姿を現したときから世界が切り替わった。いままで知っていた世界に別の感覚が加わる。それは闘真に馴な染じみ深い感覚であった。由ゆ宇うが世界の外側と称した感覚。長刀は抜刀術の加速のほかに世界からはみ出た軌道を取る。速度とは異なる速さが加算される。

　これを受け止めることはできない。由宇でさえ以前【神の門】と呼ばれる遺産を使い、闘真の剣の軌道を把は握あくするしかなかった。あるいは七つの大罪の少年兵ベルフェゴールのように視みる力があれば防げるかもしれない。

　しかしスヴェトラーナはどちらの条件も満たしていない。ゆえに闘真の刀は無条件に届くはずであった。

「たいしたものです」

　しかし言葉とは裏腹にスヴェトラーナは刃を手のひらにはさんで、簡単に阻止していた。わずかに指の間から血が流れている。

「もし鳴なる神かみの尊みことであったなら、私の手は地面に落ちていたでしょう」

　手のひらに流れる血をなめて微笑ほほえむ姿は妖よう艶えんですらある。

「逆に言えば腕一本犠ぎ牲せいにすれば、現鳴神尊の継承者に勝てるということです」

　腰から速射砲のように発射された拳こぶしを、闘真はふせぐことができなかった。
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「いてててててっ」

　体のどこかを動かすと必ず痛みが走る。たとえ体を動かさなくとも悪路を走る車に乗っていては、痛みが治まることなどない。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ」

　運転しているリバースが半ばあきれた表情で見ていた。

「とても折れたとは思えねえな」

　打だ撲ぼくだけでなく骨折もした。しかし折れた腕を闘とう真まはいま普通に使っていた。

「でもあまり痛みがないってのは、逆にやばい感じがします」

　これもスヴェトラーナがほどこした治ち療りようだ。皮ひ膚ふから髪をもぐりこませ折れた骨に絡からみつき、そのまま固定する。ダイヤモンド並みの強度という贅ぜい沢たくな添え木だ。そのさい神経も麻ま痺ひさせているのか、打ち身打撲のほうが痛く感じた。

「ほんとにぼろぼろだな」

「あはは、気持ちいいくらい負けました」

　二人の会話を憮ぶ然ぜんと聞いているのは後部座席に座っているスヴェトラーナだ。

「さわやかに負ける人間ほど信用できないものはないと思いませんか？」

「ノーコメントにしておくわ」

　クレールを挟んで一いつ緒しよに後部座席に座っているアリシアは、手のひらを振って無関係を主張する。

「いや、スヴェトラーナさんは強すぎて実感がなさすぎるっていうか」

　言い訳がましいことを言う闘真に、スヴェトラーナはぽつりと言った。

「一つだけ助言を。あなたという人間の本質は、否いや応おうなく鳴なる神かみの尊みことの継承者です。ゆえに真まな目め不ふ坐ざや勝かつ司しなどの言葉はまやかし程度に思いなさい。他人の視点はあてにならないと知りなさい。あなたはあなたの目で見て考えて解釈するのです。そのためにまず鳴神尊の使い方を熟知するのです。強さを追い求めるために作られた小刀。ならばその本質は強さの中にあります。本質を知れば、あなたは鳴神尊を自在に操れる。私はそう思うのです」

「自在に操る……」

　それは脳の黒点すら制御するということだろうか。

「覚悟が決まれば、おのずと四し々し家けの封印も解けるでしょう。もともと頭で考えて動くタイプでもないようです。そういうところもあの人と似ています。あの人が……」

　スヴェトラーナの言葉がそこで止まる。必死に何かを思い出そうとしている。

「とりあえず、いま感じたままに動いてみなさいってことよ。ね、スヴィータ？」

「え、ええ」

　アリシアはそこで話題を切ると、

「ねえ、記き憶おくのほうは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　アリシアがそっとたずねる。スヴェトラーナは少し考えて苦笑した。

「いまの村にきた頃ころのことは忘れてしまいました」

「あなた、それって……」

「大丈夫です。本当に大事な記憶は、忘れても大丈夫なように日記に書きとめてありますから」

　絶句するアリシアに大丈夫と言い聞かせる。

「どうしたんですか？」

　ひそひそ話をしている二人に闘とう真まが割り込んできた。

「女性同士の話を盗み聞きしない」

　アリシアにしっしっと追いやられた闘真だが、クレールの様子がおかしいことに気づく。

「どうしたの？」

　クレールが外を指差した。

　雲にかすむ向こうに、無数の赤い光が蠢うごめいているのが見えた。
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　闘真とスヴェトラーナが調査に向かうことになった。しばらく深い雪の中を歩くが、なかなかクレールが見たと思われる地に着かない。

「いままで何度か見たって本当ですか？」

「ええ、最初に村に来る途中、それに、ああそうだ。さっき水の中に沈んだときも見ました。クレールは他ほかにも一回見たそうです」

「ロシア軍かしら？」

　スヴェトラーナは難しい顔をする。

「さいきん徴兵と称して集落を襲おそい、人を連れ去っているという噂うわさがありました」

「僕達たちが来たとき遭そう遇ぐうした軍隊ですね」

「ええ、もしかしたら赤い光はそれに関係あるのかも。そもそもロシア軍はなぜ人を連れて行くのか……」

　スヴェトラーナが思案しているうちに目的の地にたどり着いた。

「何もありませんね」

　まわりはなんの変哲もない林だ。

「そんなことありませんよ。雪の上をよく御覧なさい」

　スヴェトラーナに言われたとおり目を凝こらして雪上を見た。光が反射して見づらい。それでも違和感を覚えた闘とう真まは気になったところを見る。

「足跡、ですか？」

　細長い雪のくぼみが二列、等とう間かん隔かくで並んでいる。特徴こそ足跡だったが、このような足跡をつける動物が想像つかなかった。

「ダチョウかな？」

　スヴェトラーナが顔をそらして肩を震ふるわせていた。

「あなたは場を和なごませる天才ですね」

「そうですか？　僕はよくもっと考えて発言しろとののしられましたけど」

　しかしいまはそんなののしりの言葉もなつかしかった。

　──由ゆ宇うはいまどうしてるんだろう？

　麻ま耶やから最後に聞いた話ではＮＣＴ研究所の地下に戻ったという。あの暗い穴倉の底に一人でいるのだろうか。しかしいまの自分は由宇を救うことができない。それどころか近づけば苦しめてしまう。

　何もできない自分がふがいなく、とてもつらかった。

「ふうん」

　目の前にスヴェトラーナの顔が現れる。

「わっ、とっとっ」

　驚おどろいてのけぞった闘真はバランスを崩して転んでしまった。

「な、なんなんですかいったい」

「いえいえ、珍めずらしく男の子の顔をしていたので。誰だれのことを考えてたんでしょう？」

　スヴェトラーナはニコニコというよりニヤニヤと、しりもちをついている闘真を見下ろしている。

「こ、この足跡ってなんの動物なんですか？」

　闘真の会話は話題をそらすためもあったが、本来の目的でもあった。

「さて？」

「さてって、スヴェトラーナさんはこのあたりの動物に詳しいんじゃ？」

「足跡からみると、かなり深く雪に刺さっています。歩幅から推測できる大きさは狼おおかみくらいだと思いますが、狼ではないでしょう。爪つめも肉球もないし、この深さでは相当長い足のはず。私もこんな足跡をつける動物は見たことがありません」

　先ほどまでのおどけた雰ふん囲い気きはなりをひそめ、真顔で足跡を見ている。

「細い棒みたいな足を持った動物？」

　闘真は想像しようとしたが、トナカイの足を不自然に細くしたような動物しか思い浮かばなかった。

「四つの足で動いているのは確かなようですが、そのような大きさの動物が赤い光を発光するなんて、不可解なことです」

「いったいどこまで続いているんだろう？」

　闘とう真まは足跡を追って丘を駆け上がっていく。胸むな騒さわぎが止まらない。まるで何かに追われているかのようだ。

　丘を駆け上がると反対側の林と平原が一望できた。

「あ……」

　そう言ったきり、闘真は声を失った。

「何かありましたか？」

　あとから追いかけてきたスヴェトラーナも表情を一変させる。

　視界の届く範囲の雪という雪が、例の細長い足跡でびっしりと埋まっていた。何千、あるいは万に届く数だ。どれだけの数の獣けものがいれば、これだけの足跡を残せるのだろう。

「何が起こっているというのですか？」

　何が起こっているのか、それとも何が起ころうとしているのか。闘真は不安を少しでも小さくしようと、何かないか探した。正体不明だから不安がつのる。理解ができる部分が増えれば、自然と不安は少なくなるはずだ。

　そしてその何かを見つけた。突然雪原に向かって走り出した闘真を、スヴェトラーナは慌あわてて追いかけた。

「闘真さん、いったいどうしたのですか？」

　そしてスヴェトラーナも闘真が目指しているものが解わかった。雪原の中に一箇所だけ赤い色があった。闘真はそこにたどり着くと、赤いそれを手に取った。それは数センチ程度の赤い石だ。ルビーのようにも見えるが、もっと鮮やかな赤だ。新鮮な血を固めたようにも見える。

「これが赤い光の正体でしょうか？」

　闘真から赤い石を受け取ったスヴェトラーナは難しい顔をした。

「どこかで見たことがある気がするのだけど……」

　しかし記き憶おくを掘り起こそうにも、欠けた記憶の多いスヴェトラーナには限界がある。赤い石が引っかかるのも、欠けた記憶の残ざん滓しに触れたからだろう。

　それでもスヴェトラーナは無理やり記憶を引っ張り出そうとした。それは欠けた記憶の傷口を開く行為に他ほかならない。激しい頭痛に体がよろけた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　闘真が慌てて体を支える。

「ええ、大丈夫、大丈夫です」

　スヴェトラーナは赤い石を握り締しめ、自分の記憶を再確認した。

「思い出しました。これを見たのは二十年以上も前のことです」

　思い出す行為以外にも痛みをともなう記き憶おくだった。

「ツァーリ研究局。セルゲイ・イヴァノフというソ連のマッドサイエンティストがいた場所です」
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「ふうん、これがねえ？」

　アリシアは赤い石にしか見えない物体を見た。

「はい。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの研究論文を解析したセルゲイ・イヴァノフはいくつかの研究の実用化を目指しました。そのうちの一つが私です。そしてその赤い石、分子間力制御装置Intermolecular Force Controlも研究成果の一つですが、結果は出ず、廃はい棄き処分されたはずでした」

「でもなぜか謎なぞの足跡集団の中から発見されたと。どういうこと？」

　何も解わからないまま村に帰ってきたが、いつもは静かな場所にいまは不ふ穏おんな空気が流れていた。

　闘とう真まとスヴェトラーナが見つけてきた石のせいではない。中央の広場に人だかりができており、その中から老人の嘆く声が聞こえてくる。

「嘘うそだろう。ウラジミール！　おい、返事をしてくれ！」

　動かなくなった孫を前にして老人は取り乱していた。体をゆすり泣き喚わめいていた。

「いったい、いったいどういうことなんだ。なぜわしの孫がこんな目にあわねばならんのだ」

　孫を運んできた村人を問い詰める。

「林のはずれのほうで倒れていて、そのときはもう……」

　老人の嘆きは止まらない。深い悲しみはやり場のない怒りへと変わり、ついにはその矛ほこ先さきを見つけた。

「おまえだ。おまえのせいじゃ、スヴェトラーナ！」

　何があったのかと様子を見に来た闘真達たちを見つけると、老人が鬼の形相で攻め寄ってきた。

「わしらはよそ者のおまえを受け入れた。なのにおまえはわしの縁談も断り、外からまたよそ者を招いた。だから村の歯車が狂った。そしてウラジミールは死んでしまったのじゃ！　ウラジミール、ウラジミール……」

　スヴェトラーナの胸倉をつかんでずっと責め続けた老人は、やがて力なく泣き崩れてしまった。







「なんだかやりきれねえな」

　リバースが全員の心情を代弁する。村人が散らばっていくとき、何人かは闘真達に冷たい眼まな差ざしを向けていた。よそ者をよく思わない人間も少なくないのだ。

「お気の毒だったな。ほんとに変なことが続くね」

　トラックに荷を積みなおしている男が気になることを言う。昨日、雑貨や食料品の販売にやってきたトラックだ。

「続くって何がですか？」

　スヴェトラーナはトラックに積まれている荷が多いことに気づいた。帰路のはずなのに、たくさんの食料雑貨が残っている。

「見てくれよ、このあまり物。いつもみたいにカナート村に寄ってからここに来たんだけどよ。カナートの連中、人っ子一人いやしない。まるでゴーストタウンさ。荷はカナート村の分がまるまる余ってしまったんだよ」

　男は体を震ふるわせた。おそらく誰だれもいない村のことを思い出したのだろう。

「最近噂うわさになっているロシア軍の横暴な徴兵ではないんですか？」

「いいや、そんな感じじゃなかったね。それに村人全員ってのはおかしいだろ？　もう一つとっておきの変なことがあるんだ」

　男の話はまだ先があった。

「ここに来る途中の道でヘリや戦車がひっくり返ってるのさ。ありゃ何者のしわざだろうね」

　気まずいスヴェトラーナは顔をそらすしかなかった。







「クレールとアリシア、それに闘とう真まさんは私の家で待っていてください。一日で戻ってきます」

　車に荷を積みながら、スヴェトラーナは命じた。リバースとともに無人となった集落を調べに行くつもりだ。

「ちょっと待って。私達たちも一いつ緒しよにいったほうがいいんじゃない？」

「何があるか解わかりません。危険です」

「でもこの村に残る私達の立場も微妙なのよね」

　そう言ってアリシアが村を見渡す。今朝までと違って闘真達を見る目が非友好的だ。

「何かあった場合、完全によそ者の私達じゃ対処できないわ」

「それもそうですが……」

　迷うスヴェトラーナを後押ししたのはリバースの言葉だった。

「いいんじゃねえですか？　何かあったら俺達で守ってやれば。手元においておくことのほうが安全ってのもありますぜ」

　しばらく迷っていたスヴェトラーナは、リバースの言うことが正しいかもしれないと、承しよう諾だくした。
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　ウラジミールの体は老人の家に運ばれ、ベッドに寝かされた。

「しばらく一人にしておいてくれ」

　孫が横たわるベッドを前にして、老人はずっとうつむいていた。

「ようやくおまえにふさわしい嫁を見つけたと思ったのにな」

　どれだけの時間うなだれていたか、日が西へ大きく傾いた頃ころ、老人はのろのろと立ち上がった。

「わしは一人になってしまった」

　別れをすませた老人は部屋を出て行こうとした。ドアノブに手をかけたとき、背後でカタンと音がなった。

　老人の心にまさかと思う気持ちともしやという気持ちが生まれた。

「ウラジミール？」

　期待と不安をおりまぜた表情で振り返る。ウラジミールはベッドに横たわったままだ。

「馬ば鹿かな期待はするものではないか」

　老人が部屋を出て行こうとすると、またもやベッドから物音が聞こえた。今度は期待はずれではなかった。ベッドから腕が落ちて揺れていた。さきほどまで胸の上であわせていたはずの手だ。

「ウラジミール、生きているのか？　生きているなら返事をしてくれ」

　慌あわててかけよった老人は孫の手を取った。冷たい。生きている者の手ではない。

「ウラジミール、ウラジミール？」

　それでも老人はわずかな希望にすがった。手をこすれば人の温かさを取り戻すのではないかと思って必死になった。涙があふれていくつも冷たい手の上に落ちた。

　ぴくりとウラジミールの体が動いた。

　老人は喜びで驚おどろき、体をこすりながら祈る。

「神様、どうかこの子を連れて行かないでおくれ。まだこんなにも若い。ばあさんも死んだ。娘も死んだ。わしに残されたのはこの子だけなんじゃ。お願いだ。連れて行くならわしの魂たましいを連れて行け」

　祈りが通じたのか、ウラジミールの体が再び動いたように見える。老人は最初信じられない気持ちでそれを見ていた。しかし呆ぼう然ぜんと見ている老人の前で、ウラジミールの体がのけぞるように大きく動いた。

「神様、神様、ありがとう。ウラジミール、早く起きておくれ」

　よりいっそう強く手をこすった。顔も体もこすり全身に人の温かさを取り戻すように願った。さらに一度、体がはねる。

「ウラジミール！」

　体がはねた。さらにはねた。腹部が何度も上下を繰くり返す。

「ウラジミール？」

　希望の表情はなりを潜ひそめ、怪け訝げんそうに見る。ウラジミールの体はおかまいなしにはねている。動いているのは腹部だけだ。それがどれだけおかしいことなのか、孫の死に冷静さを失っていた老人にも解わかった。

「な、なんじゃ？　どうしたというのじゃ？」

　腹がはねる。背中がベッドから離はなれる。頭や手足が振り回されるばかりで動いているとはいえない。本当に動いているのは腹だけだ。否いな、腹の中にいる何かだ。腹部が不自然に盛り上がっていた。

「う、あ、ああああっ！」

　壁に張りつき悲鳴をあげている老人の顔に血ち飛沫しぶきがふりかかる。老人は腹から突き破って出てきたものを見た。

　透明な体の中心で赤い光が輝かがやいていた。

　老人の悲鳴はそこで途絶えた。ガラス質の鋭い槍やりに心臓を貫かれたからである。
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　隣となりの村と言っても、ロシアの広大な大地では何百キロも先ということも珍めずらしくない。車で半日という距きよ離りでも近いという感覚を持っている。

　闘とう真ま達たち五人を乗せた車はリバースの休みのない運転により、そろそろ隣村に到着しようとしていた。

「ああ、せまい」

　アリシアが後部座席で抗議する。数時間も休みなく後部座席に押し込められては、疲れるのも無理はない。

「あと少しです。我が慢まんしてください」

　車は雪山の道をのぼっていく。どれだけ走ったか視界が悪くなってきた。雪はあまり降っていないが、濃い霧きりが視界を奪う。

「霧がすごいですね」

　闘真が横で運転するリバースに話しかける。

「この辺りは標高が高いから完全に雲の中だよ」

　ヘッドライトで照らせる範囲も狭くなってきた。危険な山道のため自然と速度も遅くなる。

「本当はこのへんから隣となり村むらが一望できるはずなんですが、この様子だとダメみたいだな」

　村どころかほんの十数メートル先が山道なのか崖がけなのかも解わからない。本来なら運転をしていい環境ではなかった。

「まいったな。この分だと隣村につくのはますます遅くなるぞ」

　リバースがスピードを落として頭をかいているとき、急に山がうなりをあげた。

　──ボオオオオォォォン、ボオオオオォォォン。

　ホルンで低音を鳴らしたような音が、山全体に長く響ひびく。

「いまのなに？」

　アリシアが辺りを見渡した。低音は発生源が解りにくい上に、山で音が反はん響きようして出所はまったく解らなかった。

「ああいう音ってよくあるの？　聞いたことないんだけど」

　アリシアの質問の答えを聞くまでもなかった。スヴェトラーナもいまの音に驚おどろいている。

「私も初めて聞きます」

　──ボオオオオォォォン。

　不気味な低音は獣けものの泣き声に聞こえなくもなかった。村へ通じる山道を下る間、ずっと鳴り響いていたがいつしか鳴り止やんでいた。







　トラックの男の言葉に嘘うそはなかった。少なくともたどり着いた隣村の入り口に立つ限り、人の姿も気配も何も感じなかった。

「本当にゴーストタウンね」

　車を降りるとアリシアは辺りを見渡した。彼女の目や耳は常人より何倍も優すぐれているが、深い霧きりに阻はばまれて十全に能力を発揮できずにいる。

　闘とう真まとスヴェトラーナもあとに続いて降りた。

「リバースはここで待機、いつでも車を出せるようにしておいて。クレールをちゃんと見ていてくださいね。闘真さん、あなたも車の中で待っていてください。私とアリシアで見回ってきます」

「僕も行きます。少しでも手分けしたほうが早くすみますよ」

　闘真の言い分を完全に納得したわけではないが、意思が固いと見たスヴェトラーナは承しよう諾だくすることにした。

「解りました。気をつけてください。ここから三方に分かれましょう」

　そして調査が始まった。










　闘とう真まは霧きりの中を声をかけながら進んだ。

「誰だれかいませんか？」

　村の生活様式はスヴェトラーナがいる村と似ていた。高床式の家屋が目立つ。本来なら雪も溶けて地面がぬかるんでいる時期のはずであった。

「誰かいませんか？　はあ、寒いな」

　吐はく息は真っ白で、髪につくと白くなる。日が落ちてきたからか、身を切る風の冷たさは増し体が震ふるえた。

　どこまで進んでも誰もいなかった。しかし何かがあったことだけは解わかる。さまざまな物がなぜか地面に散乱していた。争ったあとに見えなくもないが、強風で散らばったようにも見える。

「どうなってるんだ？」

　突然背後からバタンッという音が聞こえた。驚おどろいた闘真は鳴なる神かみの尊みことを構えて、うしろを振り返るとまたもバタンッと音が鳴る。扉が風にあおられて動いていた。

「なんだ、脅おどかさないでよ」

　アリシアやリバースにいまの様子を見られたら、からかわれそうだ。闘真は見られないでよかったと内心ほっとしながら、扉が開いている家に向かった。

「誰かいますか？」

　中を覗のぞき込んだが、人のいる様子はなかった。テーブルや椅い子すがひっくり返っていた。まるで慌あわてて出て行ったあとのようだ。

「何かから逃げたのかな？」

　考えてもせん無いので、闘真はさらに村の奥へ進んだ。そこで奇妙なものを発見した。

「これなんだろう？」

　ガラスで作った巨大なオブジェだ。見上げんばかりの大きさだ。村の外観にまるで似合っていない。内部全体に赤いラインが走り中央に収束していた。

　さらに周囲には粉々になった木片が散乱している。

「これは……」

　ここにきて初めて、明らかに破は壊かいされているテーブルや椅子を見つけた。闘真が破壊のあとを調べようとして背を向けると、巨大オブジェの丸いハンマーのような頭部が音もなく持ち上がった。







　アリシアは視覚が霧で覆おおわれ探査には使い物にならないため、耳を頼たよりに村を進んだ。少しでも異変があれば聞き逃さない自信はあった。

　闘真とは違い、無用心に大声を出すようなことはしない。

「いやになるくらい濃い霧きりね」

　まっすぐ伸ばした自分の腕が、ひじから向こうは見えなくなっている。

　道は村のはずれのほうへ通じているようだ。

　アリシアは用心深く聞き耳をたてていたが、結局のところ何も見つけることができないまま村のはずれまで到着してしまった。

　そして皮肉なことに最初に異変を発見したのは集中していた聴ちよう覚かくではなく、霧でほとんど意味をなさない視覚であった。

「なによ、あれ……」

　村のはずれまで来ると、そこに奇妙なものが立ち並んでいた。水晶のような透明の柱が地面からいくつも生えている。それだけならどこかの鍾しよう乳にゆう洞どうにありそうな眺めではある。しかし水晶の中は赤いラインと核と思わしき赤い光があった。

　あるいはそのような種類の水晶があるのかもしれない。金針水晶と呼ばれるものは水晶の中に金色のはりのようなものが張り巡らされている。金が赤に代わり、石が混入したと思えなくもない。

　しかし決定的にありえない光景が目の前で展開された。それを察知したのは研とぎ澄すませていた聴覚だ。雪の下から何か物音が聞こえた。アリシアは慌あわててそちらのほうへ走る。雪をやぶって現れたのは赤いラインの入った水晶だった。

　水晶はアリシアの目の前で伸び、葉のように四方へ形を伸ばした。その姿はまるで植物のようであった。

「いったい、どうなってるの？」

　混乱するアリシアの五感は次なるものを感知した。手足に振動を感じた。

「何か近づいている？」

　霧の向こうには何も見えなかった。







　スヴェトラーナは村の集会所へ急いだ。そこは緊きん急きゆうの避ひ難なん場所であり、村で唯一電話のある場所である。

　集会所に着くまで何も怪しいものには出会わなかった。なぜか無人という以外は拍子抜けするほどだ。

「いったい何が？」

　集会所入り口にある電話を手に取る。受話器から聞こえてくるのは耳みみ障ざわりな雑音だけだ。おかしいと思った。この音は不通の状態とも違う。

「ジャミングを受けている？」

　強烈な妨害電波が電話回線にも影えい響きようをあたえているようであった。本来ならロシア軍のしわざかと思うところだが、スヴェトラーナはそのように結論づけなかった。軍の行動にしては不可解な部分が多すぎた。

　集会所の扉を開けた。扉はあっさりと開いた。同時に強烈な腐臭が漂ただよってきた。

「まさか……」

　集会所の奥へ行く。

「なんてこと」

　そこでは住人達たちが折り重なるようにして死んでいた。何十人もいる。もしかしたら村のほとんどの人はここで死んでいるのかもしれない。

　体に穴が開いている。何か太いとがった棒を刺したようだ。ロシア軍の武器にしてはおかしすぎる。

「何が起こっているの？」

　スヴェトラーナは生きている人がいないか探した。

「誰だれか生きてませんか？」

　スヴェトラーナが声をはりあげると、どこからか赤ん坊の泣き声が聞こえた。声は力強く、まだ生きていると主張している。

「赤ちゃん？」

　スヴェトラーナは必死に集会所の中を探した。

　しかし音の反射しやすい集会所内で泣き声の出所はなかなか見つからない。

　焦あせったスヴェトラーナはらしくないミスをした。

　赤ん坊の声に気をとらわれるあまり、複数の足音が近づいてくるのに気づかなかったのだ。







　アリシアは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　霧きりの中から突然現れた巨大なものを前にして精神の均きん衡こうにやや狂いが生じ、混乱は笑いという形をともなって発はつ露ろされた。

「は、はは、なにこれ？　なんの悪い冗談？」

　目の前に高さ10メートルばかりの巨大な生き物がいた。否いな、生き物と言っていいかどうか。それは赤いラインの入った水晶のような体でできていた。しかし水晶ではなさそうだった。水晶は柔らかく曲がったりはしない。

　体を構成する物質がなんであれ、食事をしている姿は生物そのものだ。10メートルはある体を器用に曲げ、地面から生えている水晶の草を食べている。否、食しているのは食べ物と言えるのか。

　頭が混乱する。どう考えていいのか解わからない。じつはいつのまにか遊園地の巨大なアトラクション施設に迷い込んだのではないかと本気で考えてしまいそうだ。

　鳥のような足に太い胴体と口ばかりが目立つ頭部。いったいその正体はなんなのだろう。危険なのか、そうでないのか。草食ならばおとなしいのだろうか。草食？　いま食べているのは草なのか？　それに草食動物でも獰どう猛もうな生き物は多い。カバに襲おそわれて死亡する確率は意外と高い。ときにワニですらかみ殺す凶暴な生き物なのだ。目の前のこれがカバ並みに凶暴だったらどうするのか？

「や、やだ、私なにを考えてるの？」

　いつのまにか目の前の物体を生き物と認めてしまっていた。

「早くこのことを知らせないと」

　そっと下がろうとすると、巨大な頭がアリシアを見た。目も鼻もない。口だけの顔は不気味だった。

「ハ、ハーイ」

　苦しまぎれににこやかに手を振ってみる。

　巨大な口が開いたかと思うと、体の大きさにふさわしい大音量の咆ほう哮こうを放った。アリシアは耳をふさいでしゃがむ。咆哮の振動に体が吹き飛ばされそうだ。

「ちょっと、めちゃくちゃ、やばいじゃない」

　巨大な口を開いてアリシアのほうへ走ってくる。とても友好的な態度には見えなかった。

　まだふらふらする体に鞭むちを打って、アリシアは回れ右をして走り出す。うしろから追いかける足音が聞こえてきた。







　遠くから聞こえた咆哮に振り返った闘とう真まが見たのは、巨大なオブジェだと思っていたものが、丸いハンマーのようなものを持ち上げていまにも自分を叩たたき潰つぶそうとしている姿だった。

「うわああああっ！」

　慌あわてて飛び退のくと、すぐ背後から重たいものが落ちる音がする。間一髪であった。

「な、な、なんだこいつは!?」

　頭のハンマーを振り回してところかまわず周囲のものを破は壊かいしている。破壊しながら闘真のほうへ走ってきた。

「うわ、うわああああっ！」

　走って逃げるしかなかった。背中にハンマーを振り回す風を感じる。いつ自分の体が吹き飛ばされるか風を感じるたびに肝が冷えた。風は徐々に近くなっている。いずれ当たる。

　次は当たる。そう思った瞬しゆん間かん、闘真は前方にスライディングした。ふせた闘真の真上をハンマーが過ぎ去り前方の建物を破壊した。

「と、闘真さん！」

　破壊された建物の中に赤ん坊を抱きかかえて何匹もの奇妙な棒状の獣けものと戦っているスヴェトラーナの姿があった。

「うしろ、逃げて！」

　闘とう真まはとっさに転がった。すぐ真横にハンマーが振り下ろされる。そのさい棒状の獣けものが一匹潰つぶされた。

　仲間意識があるのか棒状の獣はハンマーの頭を持つ獣に向かって威い嚇かく行動をする。

「い、いまのうちです。逃げましょう」

　闘真が叫ぶと同時にスヴェトラーナは棒状の獣を飛び越えて走った。闘真も走る。すぐに建物を出たスヴェトラーナと合流した。

「あ、あれはいったいなんなんですか!?」

「私も知りたいくらいです」

　うしろから追いかけてきた棒状獣じゆうが追いついてくる。頭の角で攻こう撃げきしてくるのを二人は鳴なる神かみの尊みことや髪の盾でふせいでいた。さらにうしろからはハンマーが追いかけてくる。

「ア、アリシアさんは無事なんでしょうか？」

「いまは祈るしかありません」

　そのとき必死の形相で走ってくるアリシアの姿があった。そのうしろから追いかけてくるものの姿を見て、闘真もスヴェトラーナも声を失った。地じ響ひびきをたてるほどに巨大であった。







「おいおいおい、ありゃなんだよ」

　リバースは村のほうから走ってくる三人を見て、正確にはそのうしろから追いかけてくるもの達たちを見て絶句した。

　棒状の獣の集団、象の体に丸いハンマーの頭を持つ獣、最後尾からは10メートル以上ある巨大な口を持った二足歩行の巨獣。

「ペルティカ棒、マッレウスハンマー、オース口」

　クレールは後部座席からそれぞれを指差して言った。

「なんだそりゃ？」

「名前」

　リバースは絶句する。スヴェトラーナの娘だけあって肝の太さは半はん端ぱではなかった。

「リバース、車の発進準備」

　スヴェトラーナが怒鳴った。すでにエンジンはかけた。

　オース口は前を走っているペルティカ棒が邪じや魔まだといわんばかりに口にくわえては放り出す。

　三人は車に文字通り飛び乗った。

「早く出してゴーゴーゴー！」

　アリシアが運転席を叩たたく。

「解わかってるって」

　リバースがアクセルを踏ふむのとマッレウスハンマーのハンマーが振り下ろされるのは同時だった。

　発進すると同時に車体の前方が跳ね上がった。マッレウスのハンマーが後部をかすめたのだ。

「ちくしょうが！」

　リバースは全体重を前にかけて強引にアクセルを踏む。四つのタイヤが地面をかむと、車は急速に加速し正体不明の怪物達たちをうしろに追いやる。

　しかしそれもわずかなリードだった。

「くそっ、さっきのでフレームが歪ゆがんだか!?」

　車がうまく直進してくれない。その間にマッレウスが追いついてきた。そのうしろからさらに追いついたオース口がマッレウスを口にくわえたかと思うと、前方へ放り出した。

「おい、冗談じゃねえぞ！」

　バックミラーに映る放られたマッレウスがみるみる近づくのを見て、リバースは悲鳴に近い叫び声をあげた。

「ハンドル、右に切って」

　アリシアの指示にとっさにハンドルを右に切った。真横にマッレウスの巨体が落下した。さらに車と併走するように転がる。

「は、はば寄せするなよ」

　反対側は山道の崖がけだ。これ以上寄ると落下してしまう。そんなことはおかまいなしにマッレウスは転がりながら近づいてくる。下り坂のため速度も落ちない。

　すぐうしろからはマッレウスさえ放り出すオースという名の巨きよ獣じゆうが迫っていた。

「前、前はカーブだよ！」

　叫んだのは闘とう真まだ。

　このままだと横を転がるマッレウスに阻はばまれてカーブを曲がれないまま、崖から墜つい落らくしてしまう。

「やってやろうじゃねえか！」

　リバースはマッレウスのはねるタイミングを見計らっていた。

「ここだ！」

　一段と高く跳ねたとき、リバースはハンドルを切ってマッレウスの下をくぐりぬけようとした。回転しているハンマー部分が真正面から迫る。

「ふせて！」

　スヴェトラーナが赤子とクレールをかばってふせた。同時にハンマーがフロントガラスをつきやぶり、そのまま屋根を根こそぎ破は壊かいした。車はそのままマッレウスの反対側に抜ける。

「くそっ、こんな寒いときにオープンカーかよ」

　リバースは叫びながらカーブでハンドルを切る。雪面をすべりながら車はぎりぎりコーナーを抜けた。

「ふう。みんな無事か？」

　全員が車の座席にへばりついていた。

「一応、みんな無事みたいね」

　アリシアが起き上がる。その体を闘とう真まがつかんだ。

「ふせて」

　強引に引っ張ってふせさせた背中のすぐ上を巨大な口が閉じた。オース口がいつのまにか追いついている。

　走る車に真上から何度もかみつこうとしている。全員いまだに起きることができずにいた。

「ふざけんじゃないわよ」

　アリシアは座席を倒して中からバレットＭ82カスタムを取り出すとオースの鼻はな面づらに銃口を押し付けた。

「くらえ」
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　装甲車すら貫く弾丸を続けざまに三発撃うった。オースはわずかにのけぞって、後退する。しかしすぐに体勢を立て直すと、車に追いつこうとする。

「Shit!　ぜんぜん効いてない！」

　さらに続けて三発を同じ場所に命中させる。揺れる車上、激しく動く標的という条件下で、それは奇跡的な射しや撃げき能力であった。しかし奇跡を駆使してもなおオース口はひるまない。鼻先が欠けたくらいだ。

「赤いところが弱点かと思ったんだけど、とんだ見当違いね」

　アリシアは悔しそうにしている。その言葉にスヴェトラーナははっとした。

「あれはたぶんＩＦＣ、もしかして……。アリシア、弾をください」

　アリシアは撃うたずにコッキングレバーを引いて、まだ撃っていない弾丸を排出した。それを受け取ったスヴェトラーナの髪が揺らめき、弾丸を包む。数秒後にできあがったのは、弾頭が髪で覆おおわれた弾丸だった。

「アリシア、これで赤い部分を狙ねらってみて」

　アリシアは弾丸を受け取ると不敵に笑ってみせる。

「何か策があるのね。オッケー。理由はあとで聞くわ」

　迫り来るオースにアリシアのバレットＭ82カスタムが狙う。狙いは欠けてむき出しになっている鼻はな面づらの赤いラインだ。

「いけ」

　トリガーを引いた。バレットＭ82カスタムから髪で覆われた弾丸が飛び出す。それは一直線に吸い込まれるように欠けてむき出しになった赤いラインに命中した。

　オースの走りが鈍くなった。しまいには止まってしまい、苦しげな咆ほう哮こうを放つ。それが最後であった。空に咆哮した姿勢のまま硬直し、全身にヒビが入り、そして砕け散った。

　10メートルの巨きよ獣じゆうは髪がからんだたった一発の弾丸に屈した。







　車をとめてようやく一息つくことができた。もう追っ手はいない。

「いったいどうなってるの？　あなたの髪って魔ま法ほうの髪？」

　みんなの気持ちをアリシアが代弁した。この状況で一番不思議に思っているのは彼女かもしれない。

　スヴェトラーナは苦笑して首をふった。

「誰だれの髪でも同じことが起きますよ。ただ私の髪が弾丸にからませやすかったというだけです」

　意外な返答にクレールと赤ん坊をのぞく全員が驚おどろく。じつはクレールも驚いているのかもしれないが、表情はいつものままだ。

「髪ではなく爪つめや血でも同じ現象は起こったでしょう。あの奇妙な生物達たちの弱点は、有機物です。正確にはすべての有機物に含まれる炭素が弱点です」

「弱点ですか？　でもどうして知ってたんですか？」

　闘とう真まも我が慢まんできなくなったのか、口を挟んできた。

　スヴェトラーナが取り出したのは、闘真が拾った赤い石だ。

「あの生物達たちの核はこの赤い石のようなＩＦＣでできています。ＩＦＣは珪けい素その分子間力をベースに無機物を制御する技術です。しかし周期表で言う同じ14族に属し、ある意味似た性質である炭素に接触すると、誤作動を起こすことは予想されていました。そして先ほどの現象が誤作動の結果です」

　全員の表情が一致した。半分くらい何を言っているか解わからない。

「じつは私もよく解っていません。すべて受け売りですから」

　スヴェトラーナはそう言って苦笑いするのだ。軽い笑いが起こった。笑いながら闘とう真まは由ゆ宇うのことを考えていた。

　由宇ならばこの状況をすべて説明できるのだろうか。そして解決できるのだろうか。しかし闘真はこの状況に由宇がいなくてよかったとも考えていた。

　みんなが笑う中、一人だけ笑っていない人物がいた。クレールだ。もともと喜怒哀楽が欠けた子供であったが、たとえあったとしてもクレールは笑わなかっただろう。逆に恐怖の表情を貼はり付けていたに違いない。

「クレール、どうしたの？」

　クレールの様子がおかしいことに一番最初に気づいたのは闘真だった。そして彼女が見ている方向に顔を向けた。

　霧きりがいつのまにか晴れていた。辺りが一望できるようになる。

　その景色に闘真は恐怖し表情を歪ゆがませた。

「おい、なにをびびってる……」

　続いてリバースが絶句し、アリシアとスヴェトラーナも同じ反応をした。

　霧が晴れて村が一望できる。

　アリシアが見た水晶のような植物の連なりがある。その先にはさらに大きな見たこともない物体が生えている。その間を奇妙な生物達が歩いている。その景色はどこまでも続き地平の彼方かなたに消えている。

　大地は、赤い光を放つ生き物に埋め尽くされていた。

　さらに数キロ離はなれた場所にうずくまる生物のなんと大きいことか。手前にある村一つ軽く呑のみ込んでしまうだろう。その生物が鳴いている。

　──ボオオオオォォォン、ボオオオオォォォン。

　眼前に広がるのはさながら異世界の光景であった。闘真達が知っているものはほとんど残っていなかった。すべて異世界のものに塗り替えられていた。

　それは未知の生物による侵略行為を意味していた。







　　　四章　生息区域
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「さむうううい！」

　飛行機を降りたとたんマモンは悲鳴をあげた。

　薄うす暗ぐらい滑走路に吹きすさぶ雪まじりの風は、肌を突き刺すように冷たかった。

　アンチインパクトスーツの上からジャケットだけを羽織った姿では、ロシア北部のマイナス20度という寒さをとうていしのげるはずがない。

「なんでー？　もう暖あったかくなるころじゃないの？　寒い寒い寒い！」

「国際的に恥ずかしいことしないでくれるかな？」

　次に降りてきた八や代しろは苦笑する以外なかった。しかし八代の言うことなどハナから聞くそぶりも見せず、マモンはところかまわず寒い寒いと走り回っている。岸きし田だ博士がタラップから降りてくると、嫌いや味みを言う八代をつきとばし喜び勇んでかけよった。

「来た来た早く早く、待ってたんだよ」

　マモンは岸田博士のコートの中に体をもぐりこませると、満面の笑みを見せ頬ほおをすりよせる。

「あったかーい。デブって最高！」

「いや、私は別に太ってなど。ただちょっと人よりふくよかなだけで」

　岸田博士はすかさず異論を唱えた。マモンがもぐりこんできたことよりも気になるらしかった。

「じゃあ微デブ」

　マモンは微笑ほほえみながら辛しんらつなことを言う。

「舞まい風かぜ君、岸田博士に迷惑だろ」

「うっさい。雪だるまより肉だるまのほうがあったかいに決まってるだろ」

「に、肉だるま？」

　傷ついた顔をする岸田博士におかまいなく、マモンは子猫のように分厚い肉が作る暖を堪たん能のうした。

「まわりを見てごらん。笑われてるよ」

「へえ」

　三人が降りた飛行機の周りには武装した兵士の姿がずらりと並んでいる。ＡＤＥＭからの研究者を守る護衛といえば聞こえはいいが、来訪者への威い嚇かくの意味もこめているのは明らかだった。

　マモンは挑発的な笑みを向けて周囲を見渡した。

「あんな醜しゆう態たい見せておいて、いまさらかっこつけても無む駄だだと思うよ」

「うるさいなあ」

　さすがに体てい裁さいが悪いと思ったのか岸きし田だ博士のコートの中から出てくると、ジャケットのポケットに手を突っ込み平気なふりをしている。

「ほら、僕らとおそろいがカッコ悪いとか言わないで、ちゃんと着るんだ」

　八や代しろはそんなマモンにうしろから厚手の防寒用コートをかけてやった。ぶつくさ言いながらコートを着たマモンが、八代の肩越しに向こうを目で指し言う。

「やばそうなのがいるね」

　マモンの二度目の笑みは虚勢ではなく、自然と浮かんだ挑発的な笑みだ。

「気づいたかい？　なんだかきな臭くさい連中だよね」

　岸田博士はメガネの曇くもりをふき取って、二人が見ている方向へ目を凝こらした。

　取り囲む一般の兵士達たちのうしろに、ひっそりと黒い一団が固まっている。黒いコンバットスーツを身に着けた数十名前後の兵士だった。黒いフルフェイスのヘルメットに覆おおわれ、顔もまったく解わからない。

「ふむ、兵士というのは個性を殺すものだが、あそこまで個々の存在感が薄うすいのも珍めずらしい」

「例のＧＲＵの切り札？」

「かもしれないね」

　三人が話していると、大勢の部下を引き連れた体格のいい初老の男が歩いてきた。

「ようやく来たようだね。彼が我々の滞在中の世話をするゴーゴリ司令官だ」

　胸にいくつも勲章をつけた男は、遅れてきたことをわびる様子もなく、三人を睥へい睨げいするかのように向かってくる。

「さすが冷戦時代からタカ派を貫き通しているだけあるね。僕達をまるで虫けらみたいに見てるよ」

　ゴーゴリがＡＤＥＭの面々の前に立つと、楽隊が曲をかなで始めた。

「なんだかあの偉そうなおっさんを歓迎してるみたいだ」

　どこか場違いでよそよそしく、仰ぎよう々ぎようしい出迎えに、マモンがうんざりした声でつぶやき、

「まあ、僕らのためじゃなく、あのおっさんのために吹いてるのは間違いないね」

　と珍しく八代もマモンの言葉に全面同意する。

「ようこそＡＤＥＭのみなさん、私はシベリア軍管区の司令官ゴーゴリだ。遠い日本からはるばる訪ねてきてくれたこと、感謝いたしますぞ」

　ずいぶん不ふ遜そんな態度の感謝もあったものだと八代は内心思っていたが、そんなことは露つゆほども表に出さず、にっこり微笑ほほえんだ。

「こちらこそ。高名なゴーゴリ司令官にお出迎えいただき、感激の極みです」

　八や代しろが一礼して右手を差し出す横で、やっぱりこいつ信用ならない嘘うそくさいとマモンがつぶやき、岸きし田だにそっとたしなめられる。

　紹介をし握手をし、形式どおりの簡単な挨あい拶さつが終わるとすぐに、ゴーゴリは滑走路にとまっているヘリに向かって歩き出した。

「さっそくですが対無機物生命体の最前線基地についてきていただきたい」

「危険ではありませんか？」

　突然の申し出に岸田は難色をしめす。ゴーゴリは臆おく病びよう者ものとあざけわらう顔を隠そうともしない。

「お気持ちは解わかりますが。これから行われる無機物生命体撲ぼく滅めつ作戦をご覧いただければ、そんな心配など無用とお解りいただけるでしょう」

　そう言ってゴーゴリは自信たっぷりに笑い、

「それに我輩も忙しい身であるからな。あまり手間はとらせないでいただきたい」

　どこまでも高圧的に接してきた。
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「これが対無機物生命体グラキエス弾丸だ」

　得意げなゴーゴリが取り出した弾丸を岸田博士は受け取った。外見はなんの変哲もない弾丸だ。先せん端たんがくぼんでいる形状をしている。

「見たところ普通のホローポイント弾に見えるのですが」

　八代も弾丸を検分して、岸田博士と同じ結論を出す。

「見せて」

　八代の手から弾丸を奪い取ったマモンは、すかしてみたり臭においをかいだりしていたが、何を思い立ったのか奥歯でがりっと噛かんだ。

　慌あわててマモンから弾丸を取り上げると、八代はしかりつけた。

「うわああああ、なんてことをするんだ。暴発したらどうする？」

「だって偽にせ物ものかもしれないだろ」

「だからってそれで解るの？　金貨じゃあるまいし」

「はっはっはっ、かわいらしいだけでない。実にユニークなお嬢じようさんですな」

　ゴーゴリの笑いはＡＤＥＭの無能が楽しいと言わんばかりである。

「どうやらみなさんお解わかりにならないようなので種明かしをしましょう。もちろんまだヤツラのなんたるかを知らないお三方に、見るだけで解れと言うのは無む茶ちやな話ですがな。じつはこの弾の内部には……」

「炭素だね」

　マモンがすかさず口を挟む。相手が驚おどろいているうちにマモンはさらにまくし立てた。

「たぶん黒鉛が入ってるんだ。中ではじけてパーン。そうか、無機物生命体の弱点は炭素なんだね。へえ意外な弱点。つまり珪けい素そベースの無機物生物である彼らと、炭素ベースの有機物生物である僕達たちは絶対に相あい容いれない存在なわけだ。さて、僕の言った中で一つでも間違いがあったかな？」

　ゴーゴリは驚いた表情のまま首をゆっくりと左右に振る。

「ちっちっちっ、僕はただかわいくてユニークなだけじゃないよ」

　マモンは得意げに指を揺らした。







「思考を読んだね？」

　搭乗するヘリに向かう途中、八や代しろの手がマモンの腕をつかんだ。

「リーディング能力は許可がない限り使っちゃ駄だ目めだって言っただろ」

　強い語調で八代は問い詰める。腕をつかまれたマモンは、

「ほんのちょっとだよ。あのゴーゴリっておっさん言いたくてうずうずしてたんだから。思考の表面なぞるだけでばればれさ」

「だからといって相手にも君にも影えい響きようがあるんだ。君の双方向リーディング能力は、僕達が隠していることも相手に知られる可能性がある諸もろ刃はの剣つるぎなんだ。今後は注意して」

「それくらいのリスクなんだってのさ。たった三人しかいないんだ。なめられたらおしまいだよ」

　ははんと笑うマモンの頭にゲンコツが落ちた。

「痛いな！　なにするんだよ！」

「だとしても今度は相談するように。せめて使っていいか合図くらい送ってくれ。リーディング能力が体の負担になるって報告も受けてるんだ」

　マモンはそっぽを向いてふくれっ面つらをするが、八代の真剣な眼まな差ざしに押されたのか、一言解ったとつぶやいて下を向く。

「で、それはそれ、これはこれとして、他ほかに何か有益な情報なかったかい？」

「うわー、なにその手のひら返し？　人としてどうかと思うな。ちょっと上司っぽいいいことを言ったと思ったのに、僕の感動した気持ちを返してよ！」

「せっかく君がリスクをおかしたんだ。有効活用しないとね」

　上司っぽいでしょと言う八や代しろに、マモンはただただあきれるばかりだ。

「あまりたいしたことは解わからなかった。でもね、本当に見せたがってたのはあの弾じゃないね」

「へえ、他ほかにも隠し玉があるってことか」

「もっと驚おどろかせてやるって、顔に書いてあったとおりさ」

「それなら、せいぜい大げさに驚いて自尊心を満足させてやろうか」

　性格悪いなというつぶやきを、八代は聞こえないふりをしてかわした。
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　ゴーゴリとともにヘリコプターで移動すること数時間。途中で基地らしき建物の上を通過するが、着地する様子は見せなかった。

「時間がないのでな。作戦区域に直行する」

　着地しないのというマモンの質問にゴーゴリはぶっきらぼうに答えた。先ほどのことをまだ根に持っているようだ。

「太陽が沈みそうで沈まないね」

　マモンは薄うす暗ぐらい窓の外をぼんやりと眺めていた。

「白夜だからね。いまの時期は太陽が沈まないよ」

「変なの。夜が来ないならみんないつ寝るのさ。……ん？」

　最初に景色の変化を発見したのはマモンだった。

「あれ、なんだろ？」

　指差した方向に赤い光がいくつも見えた。

「まさか無機物生命体……」

　岸きし田だ博士も目を丸くする。最初はまばらだった赤い光は、時間とともに密度を増した。

「いったいどれだけの数がいるのだ？」

　太陽が高くなり薄うす暗ぐらくて見えにくかった周囲を照らした。赤い光しか見えなかった大地が姿を現す。

「な、なんだこれは……」

　文字通り無機物生命体で大地は埋め尽くされていた。ほとんど地面が見えない。否いな、無機物生命体の透明な体によって、屈折した地面しか見えない。

　伊だ達ての報告にあった棒状の獣けものが無数に走っていた。丸いハンマーのような頭のものは数が少ないわりに体が大きいので目立つ。回転して飛んでいる花のようなものは伊達の報告にはなかった。

　他にも哺ほ乳にゆう類るいの体でクモのように足が長いもの、頭のない二足歩行のダチョウのようなもの、無数の羽虫のような群れ、平べったい板状のもの、転がる玉状のもの……。

　生態系が確立されているというだけあって、多様な形の無機物生命体がいた。

　岸きし田だ博士の中にある種の感動が生まれた。

「うわー、きもちわるい。人間に生まれてきてよかった」

　岸田博士とまったく違う感想を持ったのはマモンだ。窓に張りついて見ている姿は、動物園でさわぐ子供と変わらない。

　突然目の前に巨大な赤い光とラインが浮かび上がる。20メートルはあるかと思われる巨大な塊かたまりが現れた。

　ヘリコプターが激突を回かい避ひするために急上昇し、機内が激しく揺れた。

「気をつけろ！」

　ゴーゴリの叱しつ責せきにパイロットは首をすくませる。

「まったく、この程度の軍勢を前に浮き足だつとはなさけない」

「い、いまのはなんですか？」

　ＡＤＥＭの面々全員が驚おどろいて後方に流れた巨大な物体に目をやった。

「あれは無機物生命体の中でも最大種で、我々はクルメンと呼んでいる。山頂という意味の名をつけたとおり、無機物生命体の頂点に位置する生き物だ」

「クルメン……」

　絶句していた岸田がうしろを振り向き、うめくようにつぶやく。

　ヘリコプターがクルメンの周囲を旋回する。高さは20メートル、長さは40メートル程度のやや細長いドームのような形をしていた。

「こんな相手に、いったいどういう対策を？」

　対応策などまるで見当がつかない。その様子がゴーゴリには楽しいようだ。

「無機物生命体のコロニーを発見。汚染区域推定五万平方キロメートル、フロス花、ペルティカ棒、マッレウスハンマー、クルメン山頂、検証に必要な無機物生命体を確認。テストの条件をすべてクリアしています」

　先行部隊から報告が届く。ゴーゴリは太い笑みを浮かべた。虚勢ではない。心からこの状況を楽みにしていた様子だった。

「予定通り作戦行動に移れ」

　ゴーゴリの命令のあとすぐに、いくつもの車両が雪を撒まき散らしながら現れる。次々と現れた車両は所定位置につくと一糸乱れることなく綺き麗れいに並び、その動きは何度も繰くり返されたであろう訓練をうかがわせる。

　無機物生命体の群れに対し、あっというまに面の隊列を作り上げた。それも幾いく重えにも積み重ねられた多重構造の壁だ。数百はある戦車や車両、空には攻こう撃げきヘリが旋回している。

「全員、配置完了しました」

「見たまえ。自走砲百二十台、装甲車百八十台、１５２ミリ砲七十五門、攻撃ヘリ四十機、歩兵じつに千五百名。同じ編成の部隊を無機物生命体生息地の周囲十五ヵ所に配置。シベリア軍管区に配備されている軍の四割近い兵力を投入しているのだよ」

　四百近い砲門が並ぶさまは壮観で威圧感に満ちていた。それが十五箇所も配備されているという。

「どれだけ集めてきたんだよ」

　マモンもこのときばかりは素直に感嘆した。

　しかし無機物生命体にそんなことは関係なかった。ロシア軍を前にしても行進の勢いは緩ゆるまない。それどころか前方に敵がいると認識したのか、さらに速度を上げた。眼下で鳴る地じ響ひびきが空気を震ふるわせヘリまで届く。その突進力はすさまじいものがある。

「まだだ、まだ攻こう撃げきするんじゃないぞ。もっとひきつけろ」

　ゴーゴリが攻撃の合図を見計らっている。無機物生命体群の先頭が６００メートルの地点まで来たとき、ゴーゴリは号令した。

「撃うて」

　四百門の砲台がいっせいに火を噴いた。雪崩なだれのごとく押し寄せる無機物生命体の群れの中に、次々と着弾の火柱が立ち上る。爆風でいくつもの無機物生命体が宙を舞う。しかしそれもほんの一部だ。直撃でもしない限り、無機物生命体の群れは止まらない。地響きはいまだとどまらず、充分に思われた四百の砲台も、万の数の前では心もとなく感じられ始めた。

「あらら、あまり効果ないね」

　マモンは楽しげに言った。彼女にしてみればロシア軍などどうでもいい存在だ。しかし岸きし田だ博士と八や代しろは現状に表情を厳しくした。これで止まらなければ、無機物生命体の拡大を防ぐのは難しい。

　しかしマモンと同じく楽しげに眼下の様子を眺めているものがいた。

「ふむ、通常兵器では無理か」

　ゴーゴリである。

「全軍に通達。対珪けい素そ生物兵器に換装」

　ゴーゴリは岸田博士達たちに向かって笑う。手にあるのは出発前に見せた弾丸である。

「安心したまえ。これはまだ使っていないのだよ。通常兵器との比較がなければこの武器の有効性を証明できないからな」

　オペレーターが報告する。

「全軍、換装完了いたしました」

　無機物生命体群は３００メートルまで距きよ離りを縮めていた。

「よし、全軍一斉射撃だ。対珪素生物兵器の有効性を見せてやれ！」

　再び四百門の砲台が火を噴いた。群れの中で四百の爆発が発生した。そこまでならば先ほどと一いつ緒しよだった。しかし爆風で吹き飛ばされた無機物生命体は粉々になり、着弾した周囲数メートル圏内の無機物生命体も、ほとんどが体を半はん壊かいされ死滅した。千を超える無機物生命体があっというまに始末されていく。

「よしっ！」

　ゴーゴリは予想以上の効果に歓声をあげる。次々と砲台が火を噴き、無機物生命体を始末していった。それでも恐れず前進する無機物生命体達たちを容よう赦しやなく砲台が叩たたき潰つぶした。

「すごいね、これは」

　八や代しろの感心する声の中にわずかながらの嫌けん悪おが含まれる。死ぬにもかかわらず次々と行軍する無機物生命体、それを容赦なく叩き潰すロシア軍。どちらも見ていてあまり気持ちのいいものではなかった。

「見てて気分悪いな」

　マモンは素直な感情を口にした。岸きし田だ博士も何も喋しやべらないが同じ思いなのは表情を見てもあきらかだ。

「むう、思ったよりも残ったな」

　砲ほう撃げき地帯を潜くぐり抜けてロシア軍の目と鼻の先まで迫った無機物生命体の数は、三分の一まで減っていた。それでも数千という数である。

　取りこぼしを歩兵部隊が銃器で始末していく。しかしそれだけでは足りない。無機物生命体は死んでも死んでも怒ど濤とうのごとく押し寄せる。

　砲撃も銃撃もくぐりぬけた無機物生命体がついに最前線と接触した。銃を撃うっていた兵士達が次々と悲鳴をあげて逃げ惑う。戦車の間を無機物生命体が流れていく。ハンマーの頭を持つマッレウスが戦車の装甲を陥没させ、戦車そのものをひっくり返した。

　これほどの兵力と対策を用意してもなお無機物生命体の勢いは止まらなかった。

「ぬう」

　ゴーゴリがいらだちに爪つめをかむ。

「しかたない。切り札を出すか。いかずち隊を出動させろ」

「切り札ですと？」

　岸田博士は驚おどろき、八代とマモンはやはりと思う。

　雷が落ちた。正確に記するならば、放電した物体が高速に飛来したためその軌跡が雷のように見えた。その数ざっと百。現れたのは黒ずくめのコンバットスーツに身を包んだ百人の兵士だ。

「うわっ、かっこいい」

　目を丸くして単純に驚いたのはマモンだけで、岸田と八代は瞬しゆん時じに、いかずち隊と呼ばれるものに峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術が不正使用されていることに気づいた。ゴーゴリが出し惜しみしたのもうなずける。

　百人全員はなんらかの武装をしていた。

　両手にナイフを逆手に持っている者がいた。そりのある片刃の長剣を持っている者がいた。人の背丈よりも大きい肉厚な大剣を持っている者がいた。それぞれの指先に数十センチのナイフを持っている者がいた。全身に刃をまとっている者がいた。

　武器はさまざまだが共通している点が二つあった。一つはすべて刃物であること。もう一つは刀身すべてが透明で光り輝かがやいていること。

「なんだ、あの武器は？」

　岸きし田だは朝日を受けて光を乱舞させる武器に、思わず眼鏡をとる。

「そういえば、命名はしていなかったな。あれをあえて名づけるならアルマース・メエーチとでも言おうか」

「ダイヤモンド刀アルマース・メエーチ……ダイヤモンド!?」

「そう、炭素で構成される最強硬度の刀。そしてそれをあつかうのが我ら自じ慢まんの特殊部隊、いかずち隊」

　合図をうけ、百人のいかずち隊はいっせいに動いた。その動きに八や代しろも岸田も、思わず窓ガラスに顔をへばりつけた。状況を把は握あくしやすい上空からの俯ふ瞰かん視点でも、いかずち隊のすばやい動きを目で追うのは難しかった。

　直線的な残像の軌跡を残し、無機物生命体群の間を駆け抜ける。移動が軌跡しか見えないならば、攻こう撃げきは残像すら残さなかった。

　彼らが通り抜けたあとの無機物生命体達たちは次々とばらばらになった。天然では最強の硬度を誇り、なおかつ無機物生命体の天敵である物質で構成された武器だ。無機物生命体に防ぐ手段はなかった。

　百のいかずち隊が前線を押し戻した。戦車や車両の間にいる無機物生命体を駆く逐ちくし、ついに砲撃エリアまで押し戻す。

「よし、砲撃を再開せよ。無機物生命体を全滅させろ」

　砲撃エリア内に足止めされた無機物生命体達は次々とばらばらになった。ほとんどが死滅し、わずかな無機物生命体以外には、もっとも巨大なクルメンだけが残った。高さ20メートルという威圧的な体も、取り巻きがいなくなればただの大きな的にしかすぎない。

「撃うて、撃てえっ！」

　ゴーゴリがここぞと言わんばかりにつばを飛ばして命令した。

　四百の砲撃がたった一匹のクルメンに集中した。高さ20メートル、長さ40メートルの体が次次と欠けていく。半ばまで削られ体の中央にある赤い核がむき出しになった。そこへいかずち隊の刃が次々と突き刺さり、最大の無機物生命体クルメンは声なき悲鳴をあげながら崩れ落ちていった。
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　ＡＤＥＭの三人は基地につくとようやく休憩することを許された。

「いやあ、久しぶりに自由に体を伸ばせるよ。日本を出発するときからずっと窮きゆう屈くつなところに閉じ込められてきたからね」

　八や代しろは体を伸ばしながら周りを見た。

「八代君はたいしたものですな。私など胃が縮む思いで、いまにも倒れそうだよ」

　岸きし田だ博士は気弱に笑う。

「それを言ったらあれはどうなるんですか」

　八代が苦笑して指差した方向ではマモンが走り回っていた。

「あははー、寒ううい。わー、地面がすべるう」

　走り回っているだけならまだしも、警備兼見張りである兵士のまわりをぐるぐる回っては体をいじりまわしている。

「ねえねえこれってどうなってるの？　帽子あったかそうだね。僕のスーツと交換しない？　なんでそんなに無表情なの？　疲れない？　あきない？　いやにならない？　うわっ、すごい。ほっぺたよく伸びるね。ヒゲかっこいいね。そってあげようか？」

　みかねた八代は、マモンのところにかけより引きずり戻す。からまれていた兵士はほっとした表情を見せた。

「なんだよ。せっかくスキンシップを楽しんでるって言うのに」

「だからいいかげんに恥ずかしいことはやめてくれよ。僕達たちはＡＤＥＭの代表として来てるんだから」

「いいじゃない。馬ば鹿かだと思われて油断してくれたほうがずっといいよ」

「まったく、さっきはなめられちゃ駄だ目めだとか言ってたくせに」

　なんとか岸田博士のところまで引っ張ってくると、今度はマモンは、

「あー、寒っ！」

　と言いながらまたコートの中にもぐりこんだ。

「岸田のおっちゃんぬくぬくだね。ロシアに移住したら？　きっともてるよ。南国は駄目だからね。暑苦しいからあっち行けって言われる。僕なら言うね」

「まったく君は……」

　あきれ果てた八代の表情が引き締しまった。視線が流れ、基地内を行軍する奇妙な一団に向けられる。

　気配につられ岸田もマモンも同じものを追う。

「例の部隊ですか。確かいかずち隊という名でしたな」

「どうにもうさんくさいですね」

　百人近い黒ずくめの戦せん闘とう服ふくを着た集団が歩いていた。一糸乱れぬ行軍といえば聞こえはいいが、あまりにもそろいすぎていて不気味だった。

「あれは誰だれ？」

　マモンが目をつけたのは集団の先頭を歩く二人だ。一人は派手な服装をした若い男。もう一人寄り添うように歩いているのは女だ。それ以上のことは遠目からでは判別できない。

「なんか思いっきり場違いだね。鉱脈掘り当てた金持ちのぼんぼんと、その金目当ての女って感じだけど。ここのスポンサーの息子かなんかかな？」

「そんなおきらくな連中ならどれだけいいことやら」

　八や代しろはやれやれと肩をすくめる。

　外見だけ見たら、マモンが言うように有力者の血縁者というほうが自然だ。しかし、そのような人物にいかずち隊を近づけるはずがない。さらにいかずち隊は二人のあとをついて歩いていた。じゅうぶん警戒に値する人物だろう。

　若い男女といかずち隊は一番奥の建物へと消えていった。
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　殲せん滅めつ作戦の後はゴーゴリとの食事会だった。

　長いテーブルに並ぶ数々の料理は辺境の基地とは思えないほど豪華なものだ。主しゆ賓ひん席せきに座るゴーゴリが満面の笑みで料理をすすめる。

「遠えん慮りよなく食べてくれたまえ。基地の料理とはいえ馬ば鹿かにできない味ですぞ」

　ゴーゴリの下品な笑い方は気に障さわったが、言葉に嘘うそはなかった。

「ほほう、これはなかなか」

「美お味いしいですね」

　岸きし田だ博士と八代は口をそろえて感心した声を出す。逆にいっさい言葉を発しなかったのはマモンだ。ただし音は盛大に立てている。ここ数日間何も食べていなかった迷い猫がエサを出されたかのごとく、すさまじい勢いで料理を口のなかにつめこんでいた。

　しかし八代は注意しようとは思わなかった。なぜならゴーゴリも似たような食べっぷりだからだ。

「いやはやすさまじいですな」

　そう言った岸田博士は二枚目のステーキをたいらげていた。胃が縮む思いだという言葉はどこかに忘れてしまったようだ。

　八や代しろはげんなりする。ここにいると自分のほうが間違っているような錯さつ覚かくに陥おちいる。しかもマナーにしたがって上品に食べているより、マモンやゴーゴリのような食べ方のほうが美お味いしそうに見えた。

　──結局一番胃が縮んでる小心者は僕ってことかな。

　八代はそっとため息をついて、スープを飲もうとした。そのスープの表面に小さな波紋が生まれた。

「なんだ？」

　過半数の豪快な食べ方にテーブルが揺れたのだろうか。しかし頑丈で重そうなテーブルはちょっとやそっとのことで揺れることはなさそうに見えた。それで揺れるなら今も波紋は続いているはずだ。しかしスープの水面は徐々に穏おだやかになっていく。

　天てん井じようを見上げた。軍事基地とは思えない豪ごう奢しやな部屋にふさわしいシャンデリアが目に留まった。ほんのわずかだが揺れている。

「地じ震しん？」

　南部や東部ならば地震も頻ひん繁ぱんに起こっているはずだ。しかし地震の源となる日本の環太平洋火山帯のような地形はこのあたりにはない。地殻変動の原因となるものがほとんどないからだ。それでも皆無というわけではないだろう。いま水面をわずかに揺らした程度のものなら。

　それでも八代は気になった。なぜ気になるのか解わからないが無視できなかった。あえて無理やり理由付けをするなら、地震を日常的に経験しているため、いま感じたわずかな揺れが通常のものとは違うと感づいたからだ。

　──この基地で何をやっているんだ？

　いかずち隊が入って行った建物のことを思い出した。ロシアは無機物生命体を軍事利用しようとしている報告もある。それらといま感じた微震ははたして無関係だろうか。

「どうかしたのかね？　料理が口に合わなかったのかな？」

　責めるような口調でゴーゴリは聞いてきた。

「あ、いえちょっと気になったもので」

「気になった？　何がだね」

　いい機会だから八代は聞いておこうと思った。このまま食事に時間を無為に費やすのは得策ではない。歓迎のもてなしとは裏を返せば相手の時間を奪う手段でもある。

「ゴーゴリ司令官、そろそろお聞かせいただけないでしょうか？　なぜ我々ＡＤＥＭを呼んだのか。いまのところ私どもは真意を測りかねています」

　ゴーゴリは黙だまって八代を睨にらみつける。

「よかろう。まだ時期尚しよう早そうかもしれんが、いまのうちに心構えをしていただくのも悪くないかもしれん」

　ゴーゴリは手を叩たたいて部下を呼んだ。

「イヴァノフはまだか？　約束の時間はとっくにすぎているぞ」

「は、はい。いまこちらに向かっているころだと思います」

「まったく、あの男は事の重大さを解わかっているのか？　ここにいないようでは話を進めるに進められん」

　まもなく貴き賓ひん室しつの扉が開いて一組の男女が姿を現した。ゴーゴリがテーブルを叩いた。今度のスープの揺れの原因は疑いようもなく、それだった。

「遅いぞ、イヴァノフ！　いつまで待たせるつもりだ！」

　肩をすくめた男は目鼻立ちこそ整っているものの、派手な服を着崩した格好がだらしない印象をあたえる。もう一人の美女は美しい黒のイブニングドレスを身にまとっているが表情は鋭く、男のほうとは正反対に堅苦しい印象があった。

「紹介しよう。この男が我々の頭脳。無機物生命体を研究し炭素による対応策を編み出した。名をイワン・イヴァノフという。そして隣となりにいる美しいお嬢じようさんが助手のマーガレットだ」

　岸きし田だ博士と八や代しろは顔を見合わせる。イワン・イヴァノフはＡＤＥＭの会議でも出てきた名だ。稀き代だいのマッドサイエンティスト、セルゲイ・イヴァノフの後継者ということだったが、目の前の派手なシャツを着た軽そうな人物はとてもそう見えない。

　ゴーゴリはＡＤＥＭの三人も同じように紹介すると、二人に席につくように言った。イヴァノフは岸田博士の向かいに座り、マーガレットは八代の向かいに座った。

　八代がスープを飲もうとすると腕を引っ張られこぼしてしまった。マモンがマーガレットを親の敵かたきのように睨にらみながら、八代を引っ張っている。
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「なんであっちの女はイブニングドレスで、僕はこの味も素っ気もないアンチインパクトスーツなのさ？」

「持ってきてないんだからしかたないだろ。調査隊の助手がそんなの持ってても不自然だし。そもそも着られるの？」

「うるさいなあ。だいたいなんだよ。あんなにだらしなく胸のところガバーッて開けちゃってさ」

　八代の最後の言葉が気に障さわったのか、マモンは八代の袖そでをさらに強く引っ張った。

「あなたもあんな露ろ出しゆつ狂きようみたいなのがいいの？　胸にばっかり栄養いってて、きっと頭は空っぽだよ。絶対そうだよ」

「まあ、あまり僕の好みじゃないけどね」

　胸の大きさ云うん々ぬんはどうでもいいとしても、硬質すぎる雰ふん囲い気きが気になった。人としての温かさが感じられない。

「そうか、なーんだ。胸は小さいほうがいいんだ」

「いや、そうは言ってないけど……」

　マモンは少し機き嫌げんをよくしたのか、食事を再開させた。別に胸のことを言ったつもりはないが、あえてマモンの機嫌を悪くすることもないと思い八や代しろは黙だまることにした。それよりも問題はイワン・イヴァノフとロシア側の真意だ。

「ようやく全員がそろったところで本題に入ろうか」

　ころあいを見てゴーゴリが話し始めた。

「先ほどＡＤＥＭの方より質問があったように、我々の計画をここで明らかにしようと思う。こちらにいるイワン・イヴァノフは、かつてはソビエト連邦最高の頭脳だった男セルゲイ・イヴァノフの後継者である」

　あらためて紹介されたイヴァノフは無視して食事を続けている。文句のつけようがない品のある食べ方だ。

「かつてセルゲイ・イヴァノフは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの最初の遺産とも言うべきゼロファイルの解析に成功した。残念ながらその功績のほとんどは埋もれてしまったが、この男イワン・イヴァノフがその知識を受け継ぎ、我が祖国に栄光と繁はん栄えいをもたらしてくれる」

　ゴーゴリは熱の入った声で語り続ける。

「しかしセルゲイ・イヴァノフは我々に負の遺産も残してしまった。無機物生命体グラキエスの脅きよう威い。これはロシアを、いや人類を、いや地球上のありとあらゆる生命を脅おびやかす危険な存在である。これに比べれば海かい星せいの事件など小さいものだ」




　最後は鼻息荒くＡＤＥＭの三人をこれ見よがしにねめつけた。

「無機物生命体の勢いはすさまじい。しかしロシアは屈せぬ。いかなる脅きよう威いも退けてみせる。今日の殲せん滅めつ作戦でそれを証明できたのだ。こうして祝杯をあげられるのも、ここにいるイワン・イヴァノフの力によるところが大きい」

　言葉を終えるとゴーゴリは大げさに拍手をする。続いて助手のマーガレットが拍手をした。部屋に控えているほかの兵士や給仕も続いて拍手をする。異様な雰ふん囲い気きにＡＤＥＭの三人は戸惑いを隠せない。

「これって僕達たちも拍手しないといけないの？」

　マモンも食事の手を休めてまわりを見渡している。

　しかしこの雰囲気の中で一人、いっさい動じず食べ続ける人間がいた。イワン・イヴァノフ本人である。拍手の中でかちゃかちゃとナイフとフォークを動かす音が響ひびく。

　まるで反応しないイヴァノフに場はしらけ拍手も尻しりすぼみとなった。ゴーゴリは不服そうな顔をしていたが、あえてとがめるようなことは口にしなかった。

「お話はよく解わかりました。しかし我々はいっそう疑問が強くなります。そこまで優秀な方がいらっしゃるのでしたら、我々を呼ぶ必要がなかったのでは？」

　岸きし田だが場の雰囲気を取り繕つくろう形で疑問をぶつけた。

「そう、そこなのだよ。我々の望みはただ一つ、ＡＤＥＭでもっとも峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産に熟知している岸田博士に、我々の働きを一部始終もらすことなく見て欲しいということだ。そして第二京都条約の開示法のもと、我々の活かつ躍やくを世界に知らしめて欲しい」

　岸田博士は表情をこわばらせる。ただ見学して世界に報告しろと言われたことに気分を害したわけではなかった。ロシアの真意を悟ったのだ。

「まさか……」

「そう。世界は知るだろう。このような未み曽ぞ有うの危機を解決してみせた我々の力を。そして思うだろう。誰だれが峰島勇次郎の遺産を管理するにふさわしいかと！」

　ゴーゴリはさらに弁を熱くした。

「岸田博士、ぜひ見届けていきたまえ。我らこそが遺産の管理者にふさわしいことをその目で確かめたまえ。そして世界に知らしめたまえ」

　八や代しろは内心舌打ちをした。

　ＡＤＥＭの遺産研究の第一人者である岸田博士からの報告書ともなれば、これ以上ないほどのお墨すみ付つきだ。ロシアにも遺産を管理することが出来るのではないかという印象を植え付けられるかもしれない。

　アメリカが猛反発するだろうが、いまの国際情勢ではその発言権も弱い。フリーダムの件は日本だけでなくアメリカも追及されている。

　しかし八代は焦しよう燥そうにかられると同時に上う手まいとも思っていた。いまはＡＤＥＭの遺産に対する唯一の組織だった権利を、突き崩し奪い取るまたとない機会だった。

「世界は知るであろう。資本主義という腐った理念の中では、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産は管理しきれぬと。ソ連の崩ほう壊かいが何をもたらした？　資本主義に汚染されただけだ。いまこそ世界の正しき姿を取り戻すときだ」

　上を見つめたからかに演説していたゴーゴリは、視線を下ろし岸きし田だを見る。

「あなたがたはただ我らの偉業を見届ければいい。名誉なことなのだよ。歴史の生き証人となるのだから。故ゆえに我らはあなたがたを手厚く歓迎しよう。とくに岸田博士、ロシアが遺産管理の権利を得た暁あかつきには、あなたをお迎えしたい。もちろん相応の地位は約束しよう」

　ゴーゴリは直立不動の姿勢を取ると、壁のカーテンに向かって敬礼をした。カーテンが開くとそこに二人の人物の写真が大きく飾ってあった。

「誰だれ？」

「レーニンとスターリンだ。ソ連時代の偉い人」

　マモンはふうんと興味なさそうに写真を見ている。

「我らこそが偉大なる指導者の意思を体現するものである」

　ゴーゴリに続いて全員のロシア人が席を立ち敬礼した。

　イワン・イヴァノフだけが静かに座り、黙もく々もくと料理を口に運んでいた。
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　マモンにとって峰島勇次郎の遺産がどこで管理されようがあまり興味はなかった。

　岸田博士と八や代しろの二人は、完全な権利譲じよう渡とは非現実的だとしても、一部の権利はロシアに引き渡される可能性があるとして懸け念ねんしていた。

　ロシアには遺産を公平な判断の下に管理することなどできないというのが岸田博士達たちの意見だったが、マモンにしてみればＡＤＥＭも似たようなものだと思っている。ただ乱用しない賢さを持っているだけだ。

　あてがわれた部屋に戻るとマモンは鍵かぎを閉めて窓も閉じてカーテンを引いた。引き出しやベッドの下、机の裏を覗のぞいてやっと安あん堵どの表情をする。

　それから自分の荷物を取り出し、中に入っているものの分解を始め、さらにはかばん本体まで分解した。バラバラになった小さな部品をよりわけまとめると、今度はそれを組み立てはじめる。

「まったくチェックがなってないよね。ＡＤＥＭもロシアも。ふんふーん」

　できあがっていくのは手に握るにちょうどいい大きさの棒だ。さらに部品を組み立てて小型のバーナーを作り、かばんの一部を溶かして型に流し込む。

　始めてから二時間ほどしてマモンの手に完成したナイフが握られていた。何度か振って感触を確かめると、部屋の調度品として置いてあった花か瓶びんを斬きる。花瓶は音もなく砂のように分解し、中の水が床のカーペットの上にぶちまけられた。

「ひゃっほーっ！　密輸仕様小型霧む斬ざんの完成。僕って天才」

　マモンは成果に上じよう機き嫌げんだ。

「さあて準備も整ったし、ロシア軍基地の探検といこうかな」

　アンチインパクトスーツの上からジャケットを羽織り窓を開けた。地面は20メートル以上も下だったが、マモンには関係ない。窓から気軽に外へ飛び出した。由ゆ宇うの知識を得たときと同様に、マモンはできると解わかるとためらいなく使う。後先考えないともいえるが、すぐに順応し思考の枠が拡張されるのは長所でもある。

「ほっと」

　地面に着地するとすぐさま物陰に隠れてあたりの様子をさぐった。

「ＮＣＴでやったこと、そこそこ役にはたってるかな」

　厳重な警備の中をマモンは軽やかに進んでいった。かわしきれないと思ったときは、ためらいなく気絶させる。

「こんなところで倒れてると凍死しちゃうかな？　そのときは運が悪かったと思ってあきらめなきゃ」

　マモンが目指すのは基地の最深にある建物だった。

　気持ちよさそうに演説をぶっていたゴーゴリの意識から、何度も流れ込んできた建物のシルエットだった。接触しなくても感単にリーディングできた。演説は外に向けて多量のエネルギーが必要になり、ましてあのように高揚していれば読もうと思わなくても、強く思っていることはマモンに流れ込んでくる。

「いかにもあやしいよね。なんかありそうだよね。なきゃおかしいよね。よっ、ほっ、とう」

　屋根をつたって跳ちよう躍やくする。斜面の雪の上という危険な場所を絶妙のバランス感覚で走り抜けていった。

「なんだか気味悪いところに出ちゃったな」

　拍子抜けするくらい簡単に建物に侵入できたマモンは、緊きん張ちよう感かんをなくし廊下を普通に歩いていた。しかしどれだけマモンが無警戒でも、見とがめられることはなかった。基地だというのに不自然なほど人気がない。

　古くて汚れた廊下の電球は暗く、壁も薄うす汚よごれている。最新鋭の兵士、いかずち隊がいる場所としては似つかわしくない雰ふん囲い気きだ。

「でもなんだかホラーにぴったりなシチュエーションだね。ひゃははははっ！」

　──ひゃははははっ。

　マモンの笑い声が廊下にこだました。

「な、なんだよ。薄うす気き味み悪わるいな」

　自分の声に驚おどろき、思わずうしろを振り返った。長い廊下がどこまでも続いている。

「こ、こんなに歩いてきたっけ？　長くなってない？」

　冷たいものが首筋にあたった。

「うわっ！」

　驚いたマモンは、慌あわてて手近な扉を開け中に隠れた。

　しばらくして扉を薄く開けると顔を出す。廊下のどこにも異常はなかった。首筋に手をやると水滴がついている。天てん井じようからたれたものだろう。

「な、なんだよ。驚かさないでよ」

　ほっと一息ついたマモンは、扉に背中をあずけて座り込んだ。そこでやっといま自分が転がりこんだ部屋を見渡す余裕ができた。

　質素な部屋だ。古い机と椅い子す、味気のないクローゼットにベッドがある。もともと広い部屋だが、少ない家具のためによけい広く感じた。

「うわー」

　マモンはずかずかと奥へ進んで見渡す。部屋の中だが、見渡すといって差し支えない広さだった。

「誰だれの部屋だろ？」

　机の上の書類をめくったり引き出しを開けたりする。クローゼットを開け、出てきた服にマモンは意外な顔をした。

「うそっ？　もしかしてここ、イヴァノフってやつの部屋？」

　クローゼットの中にはイワン・イヴァノフが着ていたような派手な服がかけてあった。基地内でこれほど派手な平服を持っている人間は、イワン以外にいないだろう。

「この部屋の中でどんなふうにすごしてるんだろ？」

　頭の中に思い描こうとしても、なかなかうまくいかない。

「服の趣しゆ味みが悪いことだけは解わかった。よし、調査再開！」

　改めて部屋の中を物色し始めた。八や代しろがいたら僕らはそんなことを調査しにきたわけじゃないよとたしなめるところだろうが、いまここにはマモンの行動を注意するような人間はいなかった。

「ふんふんふーん、なーんかないかな。恥ずかしい雑誌とか恥ずかしい日記とか恥ずかしい詩とか。おっ、写真発見！」

　机の奥から古い写真を見つけてマモンははしゃぐ。写真には数名の男が写っていた。全員研究者らしい服装をしている。

「ずいぶん古い写真だな。ええと一九九×年七月四日、ツァーリ研究局にて。へえ、二十年以上まえか。Ｂ級映画だとここにイワン・イヴァノフが写ってるんだよね。なんで、どうして昔から姿がかわってないの!?　なーんてね」

　一人でケタケタ笑いながら写真をなんとはなしに眺めていた。次の瞬しゆん間かん、マモンの笑顔が凍った。写真が震ふるえる指から滑すべり落ちる。

「なんで？　なんであの人が写ってるの？　これならイワンが写ってたほうが笑えたよ！」

「へえ、誰だれが写ってたのかな？」

　耳元で突然ささやかれ、マモンの全身が総毛立った。

「な、な、な、なんでここにいるの！」

　壁に張り付いてマモンはできるだけ遠ざかろうとする。

「なぜって自分の部屋にいちゃいけないのかい？」

　イワン・イヴァノフが背後に立っていた。
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「君、ＡＤＥＭの一人だね？　僕に聞きたいことでもあるのかな？」

　まだショックから立ちなおりきれていないマモンであったが、イヴァノフの気味悪さより写真の恐怖感が勝った。

「この写真のことで聞きたいことがあるんだけど。ど、どうして何十年も昔の写真に七つの大罪のメンバー、サタンが写ってるの？」

「七つの大罪？　サタン？　聞いたことないな」

「あの写真の一番右みぎ端はしに写ってる人だよ。少し前まで僕達たちの仲間だった。マイナス何百度ってすっごい冷たい体してた。熱い空気と冷たい空気を操れる」

　イヴァノフは床に落ちていた写真を拾いあげ、興味深そうにうなずいた。

「へえ、成功例があるんだ」

「成功例？　なんか知ってるんだね」

「僕から言えることはその写真に写っている人のほとんどは死んでるってことかな。十九年前に死んだ。いや殺されたというべきかな。メデューサにね」

　イヴァノフの言葉は謎なぞだらけだ。

「ちっ、役に立たないやつ」

「ひどい言われようだな。それにここの施設は立ち入り禁止だよ。とがめられるのはどっちだろうね？」

「え、なに？　部屋に黙だまって入ってきたことを言ってるの？　意外と人間小さいんだね。アイムソーリー。これでいい？」

　マモンは壁沿いに進んで廊下に通じる扉の前に来る。

「じゃあ、帰るね」

　手を上げて去ろうとしたマモンだが、廊下に出ると黒ずくめの戦せん闘とう服ふくを着た人間が廊下の左右をふさいでいた。無機物生命体殲せん滅めつ作戦の最後に出てきた兵士達たちだ。

「ええと、胃下垂隊だっけ。送迎サービスはいらないんだけど」

　マモンはおしのけて通ろうとするが、いかずち隊はどこうとしなかった。

「君をきちんと送り届ける。遠えん慮りよはいらない」

「こういう強引なエスコートは嫌きらわれるんだよ」

　イヴァノフの余裕の態度が気にいらない。マモンは頬ほおを膨ふくらませ、目の前のいかずち隊とイヴァノフを交互に見る。

　しかし何度か視線を往復させたあと、いかずち隊の一人を指差した。

「でもこの戦闘服かっこいいよね。ものは相談なんだけどさ、僕に一着くれない？」

「ははは、いいよ。君は面おも白しろい子だね。気に入ったからあげるとしよう。もちろんお代はいらない。ここから無事に出られたら記念にプレゼントするよ」

「いいの、そんなこと言っちゃって。僕って見た目以上に強いんだけど」

「けっこう。いかずち隊の戦闘データが欲しかったんだ。普通の人間相手じゃ相手にならなくて」

　イヴァノフが指を鳴らした。一人のいかずち隊が前に出る。

「遊んでやれ」

　いかずち隊が動いた。対無機物生命体戦でも見せた高速の身体能力だ。青白い放電をまとった拳こぶしがマモンの肩を力任せに叩たたいた。小柄な体は真横に吹っ飛ばされ、部屋の中の数少ない家具である机に激突して粉砕した。

　破片に埋もれるマモンにイヴァノフは落胆の表情を見せる。

「やれやれ口だけだったか。もうちょっと骨のある相手だと思ったんだが」

　イヴァノフがいかずち隊を連れて引き上げようとしたとき、マモンの体が破片をこぼしながら起き上がった。

「いったあぁ。ヘルメット脱いできたのは失敗だったかなあ」

　埃ほこりを払って起き上がったマモンにイヴァノフは素直に感心する。

「見くびっていたかな？」

「まあね。人は見かけによらない、能ある鷹たかは爪つめを隠す、浅あさ瀬せに徒あだ波なみって言うじゃない。でも実はまだみくびってるんだよね」

　マモンが余裕の表情で攻こう撃げきをしかけてきたいかずち隊を指差す。指差された兵士の様子がおかしかった。ゆらゆらと体が左右に揺れている。しかしついにバランスを失って倒れてしまった。異常はそれだけで終わらない。戦闘服は次第に潰つぶれ、腕の服がやぶれた部分から、肉汁のようなものが流れ出た。

「あはははは、どうしちゃったのかな？　鍛きたえ上げられた体がぶよぶよだね。それにちょっと臭くさいよ」

　マモンはナイフをちらつかせた。その手に握られているのは霧む斬ざんだ。

「切り札を甘く見ないでよね」

「ほう」

　イヴァノフは目を細めて霧斬を興味深そうに見ていた。

「それも理論でしか見たことがなかったな。もう実用化されてるんだね。しかも思ったよりずっと小型だ」

「欲しい？　でも残念、あげないよ。これは僕専用なんだから。あれ？」

　得意になるマモンの眼前に、音もなく三人のいかずち隊が迫っていた。

「うわ、やばっ！」

　体はアンチインパクトスーツに守られて大だい丈じよう夫ぶだが頭だけは違う。そこだけは攻こう撃げきされないように気をつけて、あとは殴なぐられるにまかせた。というよりまかせるしかなかった。いかずち隊の常軌を逸したスピードの前では、頭のガードで精一杯だ。

　体がピンボールのようにあちこちに跳ねた。殴られるたびに体が浮いて、浮いたところをさらに殴られる。

　それでも隙すきを見て霧斬を振るが当たらない。警戒されていた。無数に攻撃される中、霧斬を繰くり出す。そのかいあってか、ついに一撃かすめた。直撃すれば完全に肉にく塊かいと化すが、かするだけでも周辺の骨肉が分解される刃だ。その痛みに通常の人間は耐えられない。

　──一人しとめた。

　だがマモンの意図に反し、斬きられたはずの兵士は水をつめたように膨ふくれ上がりぶら下がっている片腕のことなど気にせず、攻撃の手を休めない。

「な、なんでだよ！」

　驚おどろき動揺し恐れたマモンは、強引にいかずち隊の包囲を抜け出した。否いな、逃げ出した。

「うわっ、とっ、とっ、とっ？」

　勢い余ってうしろに倒れそうになるのをこらえて、最初に壊こわした机につまずいて破片に埋もれた。不ふ機き嫌げんな顔でマモンは天てん井じようを見上げる。

「かっこ悪すぎる」

　体のばねを利用して勢いよく起き上がっても、マモンの不機嫌な表情はぬぐえなかった。

「しかもなんだよ。分解されても攻撃してくるなんて反則だろ。インチキにもほどがある」

　マモンの非難を聞いてもいかずち隊は沈ちん黙もくしたままだ。ぶら下がった腕を気にする様子もない。

「最初っから嫌いやな臭においがすると思ってたけど、そうか、そいつらもう死んでるんだ」

　ずっと黙だまっていたイヴァノフが、マモンの言葉に目を輝かがやかせた。

「いやあ見事見事。そんな非人道的な武器を使うから最初から死体だって解わかってると思ったんだけど、最初は知らないで斬きってたのか。すばらしい。もっと甘い組織かと思ってたんだが。ＡＤＥＭってのはなかなか性格が悪いね。それになかなか丈じよう夫ぶな体をしてる」

　イヴァノフの視線がマモンの体を観察するように上下した。

「いやらしい目つきで見ないでくれる？　これでも花も恥らう乙女おとめなんだよ」

「心配しなくても僕は紳士さ」

　イヴァノフの笑いはすぐに消え、残忍な表情が宿る。

「胸の球体を取れ。衝しよう撃げきを吸収してるのはあそこだ」

「げっ！」

　マモンはとっさに胸元を守ろうとするが、三人からの同時攻撃をふせげず、あっさりと胸の球体を奪われてしまった。

「どうやら図星だったようだね。これで君の不死身はなくなった。そのナイフでせいぜい善戦してくれたまえ」

　マモンを囲んでいたいかずち隊にさらに二人が加わった。最初の三人とあわせて五人だ。攻撃の回かい避ひは不可能。直撃は死を意味する。五人のいかずち隊は時間をおかずすぐさま攻撃を再開した。

　──死ぬ。

　マモンの眼前に死が迫る。まともに当たればマモンの小さい体は吹き飛ぶ。破は壊かいされる。そういう攻撃だ。拳こぶしを目で追って回避したのでは間に合わない。マモンは断片化しはじめた峰みね島しま由ゆ宇うの知識を振り絞った。

　──あの女にできて。

　歯をかみ締しめた。

「僕にできないわけがない！」

　マモンは逆に相手に向かって走り出す。あえて危険の中に飛び込んだ。マモンの体が水のように流れる。その動きはあらかじめ用意しておいたように滑なめらかだった。五人の体とすれ違う。その間マモンに向けて繰くり出された九つの拳と十の脚すべてが空を切った。五人目をやりすごしたマモンは、振り返りざま霧む斬ざんを振った。片腕を失っていたいかずち隊は肉体すべてを失い、地面にべちゃっと倒れた。

「ちっ」

　しかしマモンも無傷ではない。かわしたと思った一発がかすめていた。わき腹が痛む。それでもマモンの表情にあるのは満足げな笑顔だ。

「五人でもかわすか。では倍の数ではどうかな？」

　ついにイヴァノフの周りにいた全員が動き出す。五人でもかわしきれなかったのに十人をかわせるはずがない。一度くらいなら奇跡が起こり、一人二人を霧斬で倒せるかもしれない。しかし十人全部は無理だ。

　だがマモンの表情から笑みが消えることはない。それどころかますます嬉うれしそうな笑顔になり、ついには口からも笑いが零こぼれた。

「くく、あはははは、そうか、そうだよ。そうだったんだ」

　マモンは笑いながら腰のポーチから予備の球体を取り出す。

「おや、まだあったのか。余裕でいられるのもそれが理由だとは……」

　イヴァノフにすべて言わせる前にマモンの手から球体は離はなれ、床に落ちた。さらに他ほかの予備が入ったポーチを引きちぎって床に捨てる。

「なんのつもりだい？　降伏するのかな？」

　イヴァノフの声にかすかに戸惑いがまじり、マモンの笑い声がようやく収まる。

「……ありがとうって言っておくよ。気づかせてくれて」

「なんのことだい？」

「だからこれ。安全すぎるんだよね。戦う緊きん張ちよう感かんをなくしちゃう。それじゃつまんない。僕はね、もっともっともっともっとひりつくような殺し合いをしたいんだ」

「十人を相手できるというのか？　先ほどの戦いぶりからして無理なんじゃないかな？　自殺行為だ」

「そうだね。ちょっと厳しいかな」

　あっさり肯定するマモンにイヴァノフは言葉を失った。いまや会話の主導権はマモンにあった。

「さあて、切り札その二を使っちゃおうかな。最高でも二回しか使えないんだけど」

　ふふんっと笑う。自じ暴ぼう自じ棄きとも言えなくない退廃的な笑い方だ。

「ちょっと待っててよ。いま面おも白しろいもの見せてやるから」

　マモンは自分の肩を抱きしめると、うずくまった。深く息を吸う。渦巻いた空気が甲かん高だかい音をたてた。全身に力がこもる。

「う、あ……あああ、あああああああああっ！」

　苦しげなうめき声をあげる。あるいはこのとき攻こう撃げきを仕掛ければたやすくマモンを始末できただろう。しかしイヴァノフのほうは己の危険より好奇心がまさった。いったいなにをしようとしているのか、何度も状況をくつがえしたマモンに興味がわいていた。

　──力は分散させず、速く鋭く。

　頭の中で変異体の方向性をイメージする。単純な力だけでは駄だ目めだということを、八や代しろや由ゆ宇うとの戦いの敗北から学んでいた。自分に必要なものはなんなのか、マモンはマモンなりに導き出していた。

　うつむいていた体が大きくのけぞった。大きく開いた口から獣けものの咆ほう哮こうが鳴り響ひびいた。

「変異体の解放だあああ！」

　見開いた目の虹こう彩さいが爬は虫ちゆう類るいのように縦長になり暗くら闇やみに輝かがやく。犬歯が長くなり、爪つめが獣のごとく鋭くなる。筋肉質な体つきはしかし、猫のようにしなやかだ。

「ふふ、あははははははは、こうなったら歯止めがきかないよ。勢い余って殺しちゃってぐちゃぐちゃにしちゃったら、ごめんなさいだね。あははははは！」

　溢あふれてくる感情にまかせ、狂ったように笑う。笑いながら一歩踏ふみ出した。

　死体に感情はない。故ゆえに恐れもない。いかずち隊はただ己の任務を遂すい行こうするだけの機械だ。ならばマモンの一歩に十人全員がのけぞったのはいかなる理由か。いかずち隊を作ったイヴァノフさえ明確な理由を説明することができなかった。

「あはははは、どうしたの？　このままだと僕に殺されちゃうよ。言っておくけど手加減なんかしないからね。そんな器用なことめんどくさくてやってらんないよ」

　マモンが二歩目を踏み出す。それに反応したのは三人のいかずち隊だ。一人は真正面から、一人は壁を蹴けり真横から、もう一人は高く飛び上がり真上からマモンに襲おそいかかる。

　マモンが行ったのは腕の一振りのみ。長い爪つめはいつのまにか血で染まっていた。床や壁に一直線に血ち飛沫しぶきが描かれていた。

「速いだけでぜんぜんなっちゃいないね」

　三人は襲いかかろうとする姿勢のまま落ちていった。落ちる途中で黒い体が胴から真っ二つに分かれる。

「さあ殺し合いをしようよ。どっちかが全滅するまでさ」

　ただの腕の一振りのみで三人のいかずち隊を始末してのけたマモンに、残り七人など雑ざ魚こに等しかった。

　一人の頭を握りつぶし、一人を縦に真っ二つにし、一人を袈け裟さ切ぎりにし、一人を撲ぼく殺さつし、一人を蹴り殺し、一人を踏みつぶし一人を斬ざん首しゆした。

　わずか数十秒のできごとだ。

　イヴァノフの目の前に立ったマモンは血に塗まみれた鋭い爪を突きつける。

「なんかしらけちゃったな。言っただろ。もっとひりつくような戦いがしたいって。これじゃ弱いものいじめじゃないか」

　爬は虫ちゆう類るいのごとき瞳ひとみがイヴァノフを見据えている。つまらないと言いながら口の両りよう端はしはつりあがっていた。

「まさかここまでやるとは予想外だった」

「いいテストになったんじゃない？　あなたの作ったいかずち隊は欠陥商品だって証明されたよ。どう？」

「確かに予想外だったよ。まさか次の段階のテストができるなんてね。僕のほうも切り札を出させてもらうよ」

「はん、負け惜しみ？　そんなこと言ってるヒマあるんだったらさっさと見せてみなよ。切り札ってのをさ！」

「いいだろう。これから君が見るのは誰だれも知らない僕の本当の目的の一いつ端たんだ」

　今度はイヴァノフが楽しげに笑う。その笑い声は不快だったが、同時にリーディング能力を持つマモンは悟るのだった。

　──ハッタリじゃない？

　危険を感じたマモンはとっさに振り返り、空中を爪つめで一いつ閃せんした。手ごたえがあった。うしろからの敵は完かん璧ぺきなタイミングで破は壊かいしてのけた。なのにマモンの驚おどろきは止まらなかった。

「なんで？」

　破壊され飛び散ったのはいかずち隊の黒い体ではなく、透明なガラス質の物体だった。中央に赤いものが光っている。

「なんでこんなところに無機物生命体がいるんだよ！」

　部屋全体に赤い光点が瞬またたいた。いつのまにか部屋中が無機物生命体であふれていた。

「さあ第二ラウンドといこうか」

　イヴァノフの楽しげな笑い声とともに、無数の赤い光がマモンを包み込んだ。
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　冷却された空気の水蒸気が壁や床に張り付いて凍っていた。霜しもである。

　それもそのはずだ。部屋の中央には人一人が入るにちょうどいい大きさの水すい槽そうが置いてあり、中はマイナス１９６度以下の液体窒ちつ素そが注がれていた。

「液体窒素注入完了。バルブ収納します」

　ガラスで仕切られた別室には数人の研究者と朝あさ倉くら小さ夜よ子こがいた。

　小夜子の指示によって水槽上部のバルブからの液体窒素の注入は停止し、バルブそのものは天てん井じようの穴に収納された。かわりに現れたのはマニピュレーターのアームだ。アームは２センチ四方くらいの小さなチップを持っている。チップの周囲を取り囲む配線は真核生物等にある鞭べん毛もうに見えなくもない。

「Ｂ─００３０５を液体窒素に投入します」

　アームが開きチップが液体窒素の水槽に落ちた。モニターの一つはプール内部の様子を映していた。チップの沈んでいく様子が解わかる。目が見えない小夜子は点字モニターで状況を把は握あくしていた。

　チップが投入されてから数十分は何も変化はなかった。研究員達たちの間にこの実験は失敗だろうかという雰ふん囲い気きが漂ただよい始める。

　しかし一時間が経過しようとしたとき、ついに変化が現れた。チップの周りの液体窒素が凝ぎよう固こを始めたのである。

「形成始まりました」

　小さ夜よ子こがやや興こう奮ふんを抑えた声で報告した。

　凝ぎよう固こした液体窒ちつ素そがチップを覆おおい隠す。凝固現象は止まらず拡大を続けていき、中央から五つの突起物が生まれた。次第に突起物は人型を連想させる形となった。さらに拡大を続け、ただの突起物だった手足は、しだいに指先が視認できるほどの形状まで発展していく。頭に該当する部分には口や目鼻とおぼしき形状が見受けられた。

「順調のようですね」

　小夜子はマイクに向かって話しかける。最下層では由ゆ宇うも実験の様子を見ているはずだが、返事はなかった。

　小夜子は落ち着かない気持ちになる。もともとこの実験は由宇の希望であった。しかし未知数が多く伊だ達ては許可をおろさなかった。それが可能になったのはロシアの無機物生命体との関連性を由宇が指摘したからだったのだが、サタンとあのロシアの生命体の間にどのような関連性があるのか小夜子にはまだ解わからない。

「さらに成長を続けています。最大部では長さ60センチを超えました」

　水すい槽そう内の様子を研究員達たちは固かた唾ずを呑のんで見守っていた。

『浮くぞ』

　いままで無言だった由宇がぽつりとつぶやく。

「に、人間？」

　浮いてきたものを見て、研究員の一人がたまらず叫んだ。人型になった窒素の塊かたまりは、浮いて水面に三分の一ほど顔を出している。

「Ｂ─００３０５、フェーズ３へ移行。外気に接触し液体酸素の分留を行います」

　視覚でとらえられない小夜子は他ほかの研究員ほどには驚おどろかなかったが、気味悪さは指先と空気から伝わってきた。

　フェーズの移行にともなって、細い管が人型の全身に張り巡らされ、その中を液体酸素が流れていく。さながら血管と血液のようだ。

「ほんとに人の形をしているみたいですね」

　小夜子は専用の点字フォーマットで、ある程度のビジュアルイメージは把は握あくできるようになっている。

　液体窒素と液体酸素で体を構成された人型、七つの大罪の一人であるサタンの再生は順調に行われていた。液体窒素の分子配列を操り人の形を作っているところは、環たまきあきらが使用するウィンディーネと似ている。

　サタンは灼しやく熱ねつと超低温を操りＡＤＥＭを苦しめた敵だったが、あきらの手によって倒され、現場から小さなチップが発見された。

『液体酸素は高熱を発生させる際の酸化剤としても使われる。高熱と超低温、両方を操るのに都合のいい体をしているものだ』

「凝ぎよう固こした液体窒ちつ素そはさらに拡大。１メートルに達します、いえ達しました。さらに拡大進行中。成長率は予測をやや上まわっています。……え？」

　形状のバランスが崩れてきている気がした。頭が大きく下半身の発達が足りない。

「あの、形が崩れていませんか？」

「確かに崩れてるね」

　目が見えない小さ夜よ子こは詳細を他ほかの研究員に確認するしかない。

『まずいな』

　由ゆ宇うの一言はいつも小夜子を動揺させる。

「まずいって何がですか？」

『実験は中止だ。チップを水すい槽そうから出せ』

「あ、はい。Ｂ─００３０５の再生実験を停止。緊きん急きゆうフェーズに移行します」

　天てん井じようのアームが降りてきて液体窒素の中のチップを取り出そうとした。そのアームを液体窒素の中から現れた腕がつかむ。

　腕に続いて上半身が現れた。溶けた蝋ろう細工のような顔が小夜子達たちのほうを見た。強化ガラスで隔へだてられているとはいえ、恐怖心が消え去るわけではない。

　人型はアームを乱暴に振り払うと水槽から出ようとする。しかしバランスの悪い未完成の体では思うように動けず、水槽からころげ落ちるようにして外に出た。衝しよう撃げきで一番未発達だった下半身が崩れ落ちる。

　外気に触れた人型から水蒸気が勢いよくあふれ出す。本来は断熱スーツで蒸発を防がなくてはならない体なのだ。一気にあふれ出した蒸気で実験室は何も見えなくなった。

　蒸気こそあふれ出したもののそのあとは何も起こらなかった。不気味なほどにガラスの向こうの実験室は静かだ。

「……停止したのか？」

　研究員の一人がガラスの向こうをよく見ようと顔を近づけた。隔てられた向こう側はさながら濃のう霧むの有様で数十センチ先もよく見えない。

　彼がさらに顔を近づけたとき、霧きりの奥から白い手のひらが現れてガラスを叩たたいた。

「うわっ」

　驚おどろいた研究員が尻しり餅もちをつく。手はすぐに霧の奥へ消えた。

「水蒸気を排出します」

　別の研究員が換気口を稼か働どうさせると実験室の蒸気は徐々に薄うすれてきた。すると部屋の隅に上半身だけの人型があった。冷気の霧が晴れるとともに音にならない奇声を発しながら室内を腕だけではいずりまわる。サタンとは似ても似つかない原始的な行動だ。

「ひっ」

　上半身だけの人型が迫ってくるのを見て、研究員達は軽いパニック状態になった。人型は強化ガラスの前にたどり着くと、両腕で何度も激しく叩たたいた。強化ガラスは鈍い音をたてて震しん動どうする。

　腕だけでなく頭も使ってガラスを殴なぐる。そのたびに顔はひび割れ崩れ落ちるが、次々と再生されていった。しかし再生は追いつかず顔としての形は失っていき、ただの歪いびつな氷の塊かたまりになっていく。しかし研究員の一人がマニピュレーターのアームでチップを取り出そうとしても、白い腕で阻そ止しされる。アームが壊こわされたら外部から活動を停止する手段は失われてしまう。

　強化ガラスに亀き裂れつが入った。マイナス１９６度以下という超低温が、強化ガラスの耐久性をもろくした。

「わ、割れるぞ」

　亀裂は衝しよう撃げきのたびに大きくなった。

『完全に暴走している。小さ夜よ子こ、マニピュレーターの操作の権限をこっちによこせ』

「で、でも」

『早くしろ。このままだと強化ガラスが持たないぞ』

「は、はい」

　小夜子は権限を由ゆ宇うへ移行させた。

　とたんマニピュレーターのアームがなめらかに動く。機械の直線的な動きではなく、なめらかでまるで生きているかのようだ。人型に迫る長いアームは頭上の木から獲物に襲おそいかかる蛇へびのように見えた。

　人型が腕を振ってまたアームを阻止しようとする。しかしそれらをたくみにかわし、しまいには腕をからめとり動けなくした。肩の付け根から割れて人型の腕が落ちる。チップの制御を失った腕は床に落ちるとガラスのように割れた。

　さらに由宇の操るアームは首のうしろに突き刺さる。人型は片腕だけで首のうしろのアームを引き抜こうともがいた。形を取り戻した顔が目まぐるしく表情を変えていく。

　アームがついに体内からチップを取り出した。人型は叫び声の表情のまま文字通り凍りつき、ゆっくりとうしろに倒れると、腕と同じように割れてばらばらになった。




　　　　　　　　９




　伊だ達ては渡されたサタンのチップの再現実験結果に低くうなった。

「ここでつながるとはな……」

　手にしているのは実験室内の人型のエックス線写真だ。中央のチップから体の隅々までラインが延びている。報告書には液体酸素とあった。

　もう一枚はチップと液体酸素の部分を赤くＣＧ処理したものだ。その姿と同系統のものを伊達は映像で見ている。

「無機物生命体の一種だったのか」

　それが本当なら無機物生命体の解釈は大幅な修正が必要となる。しかしその前にあの娘に話を聞かなければならないだろう。思いたつと伊だ達ては最下層に向かった。

　由ゆ宇うはソファに横になっていた。無気力なのはあいかわらずだ。

「おまえのこの分析結果は本当か？」

「ただの推測だ」

　伊達のほうを向こうともしない。昔の姿とかぶる。何者にも心を閉ざし部屋の隅で膝ひざをかかえていたあの頃ころだ。

「これが本当なら無機物生命体は予想以上に進化していることになる」

「少し違うな」

　由宇はやっとソファから身を起こすと伊達を見上げた。

「それはいくつかある進化の可能性の一つだった。しかし淘とう汰たされた。生存競争に負けた」

「もっと解わかるように言え」

　由宇は首を振って拒否する。

「すべては私の憶おく測そくに過ぎない。いやここまでくると妄もう想そうのたぐいだ。しかしもしその妄想が正しいのなら、大規模な淘汰はまた起こる。その先に何が起こるか私には想像もできない。だから動きようがない」

　そう言って由宇はまた横になる。答える気はないという態度だ。この極度の秘密主義は由宇の悪あく癖へきの一つだが、いまは別の要因も働いているように見えた。

　動かないこと、動きたくないことへの言い訳にしか聞こえなかった。

「ＡＤＥＭの三人がロシアに行っている。その中には岸きし田だ博士もいる」

「そのために八や代しろとマモンをメンバーにしたんだろう。それに私の憶測が原因で失敗されても困る。私だって完かん璧ぺきじゃない。ときに間違えることだってある。いや、間違いだらけだ」

　伊達は深いため息をついた。

「解った。おまえに期待した俺おれが馬ば鹿かだったのだろう」

　伊達が立ち去るときも由宇は顔をあげようともしなかった。
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　岸田博士は目をこすりながら、モニターに表示されているさまざまなデータを何度も見返していた。

「さすがにこの歳としになると徹てつ夜やがこたえる」

　腰と肩を何度か叩たたく。今日一日もロシア側の研究につきそうことになる。あまり楽な一日ではない。しかし岸田は休めなかった。




　どうしても納得がいかない。

　ロシア側がまとめた無機物生命体の分布図を穴の開くほど見つめ、考える。

「なにかおかしい」

　首を傾かしげ何度も計算をやり直す。その結果導き出されるのは、ＮＣＴ研究所での推測とあまり差はない。一ヵ月後に四倍、半年後にロシアの三分の一、一年後にはユーラシア大陸を覆おおい尽くす。違ったとしても誤差程度だ。

　だが岸きし田だは何度もやり直し続けた。さまざまな方面からアプローチし、納得がいく違う結果を導き出そうとしている。

　なぜこんなにも納得がいかないのか岸田自身にも解わからない。あるとすれば科学者としての勘だろうか。しかしそれだけでは岸田もここまで熱心にやり直さないだろう。

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうのゼロファイルは自分も無関係ではない。

　科学者としての責任と、せめて由ゆ宇うが感じている罪の意識の苦しみの一片でも理解しようという両方の気持ちが岸田を駆り立てていた。

「駄だ目めだ。これも駄目だ」

　もう何百回計算したか。

「やはり私では由宇君の代わりにはなれないか」

　徹てつ夜やの眠たさに空腹も加わって、ますます追い詰められた気分になった。

「せめて空腹だけでも解消しておくか」

　客間のテーブルの上のかごの中にはさまざまな果物が置かれていた。岸田はその中からりんごを一つ取って豪快にまるかじりする。

「……」

　何かが引っかかった。りんごのかじったあとを見て、岸田は考え込む。

「そうか……」

　岸田は机に向かうと再計算を始めた。

　一つ疑問だったことがあった。無機物生命体は炭素に弱い。ゆえに春になると激減したというのがいままでの説だった。今年の初夏は冷夏のためいまだに雪が溶けておらず、そのため無機物生命体が激増したのだと、ロシア側はそう分析している。

　そこが岸田には疑問だった。確かに冬は無機物生命体にとってかっこうの活動時期かもしれない。しかしはたして本当に冬だけ活動していたのだろうか。

　さらに無機物生命体の増加率がおかしい。活発に活動できる時期と考えても、増え方が想定より多かった。

　岸田はある仮説を打ちたて、それを元に再計算した。

　八や代しろが言っていた微び震しんの理由もこれで説明がつくかもしれない。

「やはりそうか」

　三十分ほどしてできあがった分析結果は驚おどろくべきものであった。

「これは絶対にＡＤＥＭへ知らせないと」

　そのとき八や代しろが慌あわてて部屋に入ってきた。

「岸きし田だ博士、マモンがいなくなりました！」
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　八代がマモンの不在に気づいたのは朝だった。朝食の時間になっても来ないので、部屋をたずねたらベッドは空っぽだった。

「まさかロシア軍にさらわれたんじゃ？」

　慌てる岸田博士に、八代は首を振った。

「ロシア側が僕達たちを呼んだ真意を考えると、おかしいですね。何も問題は起こさず無事に帰すのが、彼らにとって一番有益な方法のはずです。ここで行方不明という事件を起こしては彼らの計画そのものが危うくなる」

「そ、それはそうだが」

　二人が廊下で話しているとゴーゴリが足音を鳴らしながら歩いてきた。

「一人消えたというのは本当なのか？」

　表情に怒りと焦あせりがある。それを見て少なくともゴーゴリは何も知らないと二人は思った。ここで迫真の演技ができるほど器用な人物にも見えない。

「はい、いま探しているのですが」

「我々も協力しますぞ。しかしいったいどこにいったのだ？　小娘が抜けられるほど、この基地の警備は甘くない」

　小娘と言いたくなる気持ちも解わからないでもないが、マモンならばここの警備をくぐりぬけるのは容易だろう。問題はどこに向かって、いまどうしているかだ。

　八代はマモンの部屋に入ると周囲を見渡す。バラバラにされたバッグやペン等の小物。高熱と型を使った形跡もある。

「霧む斬ざんは作っていったのか」

　マモンが霧斬を細かいパーツに分けてこっそりともってきていたのは知っていた。なかなか巧みな隠し方で、これならロシアのチェックもクリアできるに違いないと考えた八代は黙だまっていた。中でも刃の部分の密輸方法は独創的で面おも白しろいと思った。材料だけ持ち込んで形をこちらで作るなど、なかなかできる発想ではない。

　しかし霧斬を携帯してなお戻ってこれない状況になったとなるとかなりまずい。それとも自分の意思で戻ってこないのか。どちらにしても危険な状況だ。

　ゴーゴリは一通り騒さわいだあと、立ち去ってしまった。思い通りにいかないことに憤ふん慨がいしているようだ。なにがなんでも今回の件で手柄を立てたい。そういう心情が垣かい間ま見みえる。というより駄だ々だ漏もれであった。

「どうしようもない男だな」

　めったに人のことを悪く言わない岸きし田だ博士もあきれていた。しかしすぐにゴーゴリのことは忘れてマモンのことに戻る。

「八や代しろ君はこの状況をどう考えるかね？」

「色々考えたんですが可能性は二つあると思います。彼女自身の意思で戻ってこない場合。何かに気づいて追跡中とか。つまらないので帰りたくなったとか、いろいろ理由は考えられますが、この部屋の状況を考えるとその可能性は低いと思っています。もう一つはロシア側にとらえられている。あるいはすでに殺されている可能性」

「しかし司令官の様子は演技に見えなかったが」

「演技じゃないでしょうね。つまりロシア軍、少なくともこの基地内は一枚板じゃない、と考えられないでしょうか」

　岸田博士も思い到ったのか難しい顔をした。

「イワン・イヴァノフか？」

「ええ。昨日のあの男をゴーゴリ司令官が掌しよう握あくしているように思えません」

「ゴーゴリが完全に指揮下に置いていたら、あんな服装は許さないだろうね」

　八代はマモンの行動パターンを考えた。マモンの行動はいたってシンプルだ。

　窓から下を見る。20メートルの高さだが、アンチインパクトスーツを着ているマモンならここから飛び降りるのもなんてことはないだろう。

　今朝は雪が降ったせいで、マモンが飛び降りたとしても足跡はかき消されている。

「そもそもこの気候が異常なんだよね」

　ひとりごちる八代に岸田博士も同意した。

「六月でこの寒さはちょっとありえないですな。例年なら気温はセ氏10度くらいにはなっているはず」

　八代は窓から身を乗り出して周りを見てみた。建物の陰になって見えないが、気になる建物はそちらのほうにある。いかずち隊が入っていった建物だ。

　──あの娘こなら屋根づたいに行くかな。

　経路を予測して屋根に注目して見てみると、何箇所か雪が崩れているところがあった。普通に雪が重みに耐えかねて落ちただけのようにも見えるが、八代はそう考えなかった。

「ちょっと様子を見てきます。ここから動かないで、何かあったら大声を出してください。すぐに戻りますから」

　そう言って外に出た。雪の崩れた屋根を見ながら歩いていくと、昨日の問題の建物の前に出た。警備兵がゲートの前で見張っている。

「この先は立ち入り禁止です」

　八や代しろはあっさりと引き下がり建物の周りを歩いて回る。

「寒いな。いま何度なんだろ？」

　すると途中でまたもや足止めされた。

「お通しするわけにはいきません」

　今度はいきなり銃をつきつけられた。ここに何があるのか。ちょうど建物の裏側に位置するところだった。

　トラックが何台か走ってきた。奥から怒声が聞こえてくる。乱暴な声で降りろと怒鳴っていた。

　トラックから降りてきたのは民間人らしい服装の人間だ。銃で追いやられ建物裏手に連れて行かれて見えなくなった。

「ちょっと、物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きなんだけど。どういうこと？」

　八代は咎とがめる口調で問いただす。

「脱走兵を連行しているだけです。耐え切れず逃げ出す者も多いのですから」

「脱走兵？」

　ロシア軍の脱走兵が多いことは以前耳にしたことがある。待遇が悪く環境も厳しいからだ。物資の横流しも多い。モラルの低下がロシア軍の抱えている問題の一つのはずだ。

　しかしいま連行された人間は民間人に見えた。兵士独特の雰ふん囲い気きを持っていない。

「本当に脱走兵？」

「はい。これ以上、我々の醜しゆう態たいに関かかわらないでいただきたい」

　これ見よがしに銃を構えなおす。これ以上追及したら、この銃口はおまえのほうを向くぞと脅おどしていた。

「ますます怪しいな」

　イワン・イヴァノフはこの建物で何をしているのか。そもそもゴーゴリ司令官は正しくすべてを把は握あくしているのか。

「うーん、これは本人に会って確かめてみるしかないか」

　気楽な口調ではあったが、表情に忍ばせた焦あせりの色は隠しきれていなかった。
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　イヴァノフが前に立つと、入り口をふさいでいた兵士達たちが敬礼をして道を開けた。

　案内された岸きし田だ博士と八代は、あまりにもあっけなく通れたので、逆に面食らっていた。

「さ、遠えん慮りよせずに入ってくださいよ」

　正面のゲートが開くとそこには昨夜の美女、マーガレットが待っていた。

「お帰りなさいませ」

　マーガレットは機械のように規則正しい動きで一礼する。

「昨夜に引き続きお客さんだよ。おもてなしの準備をして」

　マーガレットが去った後、三人は古くて長い通路を進む。人気もなく本当に使われているかどうかも怪しかった。

「ずいぶんと古い建物ですな」

「作られたのはかれこれ四十年近く前になるんじゃないかな？　周りの基地のほうがずっと新しい。それも当然だけど」

「当然とはどういうことですか？」

「この建物を守るために作られたんだよ」

「どういうことか解わかるかね？」

　岸きし田だ博士は意見を求めようとして八や代しろのほうへ振り返ったが彼の姿はそこにはなかった。

「八代君？　どこに行ったんだ？」

　まわりを見渡すと通路のずっとうしろのほうでしゃがんでいる姿を見つけた。

「ああ、すみません。ちょっと気になるものを見つけたもので」

　八代は走って追いつく。

「ここは元は放射性廃はい棄き物ぶつを保管する地下倉庫になる予定だったんだ。ここともう一箇所の二箇所でね」

　通路の突き当たりにあるエレベーターは建物の古さに反して最新式の設備が投じられていた。何重もの認証システムをクリアしなければ通過できないようになっている。

　イヴァノフが認証をすませてエレベーターに乗り込む。エレベーターの箱も強化ガラスで作られた透明の代しろ物もので、新しさを主張している。しかしガラスの向こうに見えるのが安っぽいコンクリの壁では、いささか興ざめだ。

　エレベーターが降りていくなかイヴァノフの説明は続いた。

「放射性廃棄物を保管するために１０００メートル以上まで縦穴が掘られた。しかし急きょ取りやめになり、別の目的に使用されることになった。巨大な地下施設を持つ実験場を欲しがる科学者がいたのさ。いまから四十年も前の昔の話だ。結局そっちの施設はあまり使われることなく、もう一つの地下施設がメインで稼か動どうしてたんだけどね」

「もしかしてそのもう一つの施設というのが？」

　岸田博士の疑問をイヴァノフはあっさりと肯定する。

「そう。ここが無機物生命体が生まれたセルゲイ・イヴァノフの研究所、ツァーリ研究局、そのものさ」

　エレベーターはまだ降りていく。

　八代達たちは驚おどろいてばかりではいられなかった。

「これを。さっき通路で拾ったものです」

　八や代しろはそっと、岸きし田だ博士の手に、あるものを握らせた。岸田博士は渡されたものを見て目を見開いた。球体だ。それがどのような機能なのか岸田博士はよく知っている。

「まさか舞まい風かぜ君が着ている……」

「間違いないですね。舞風君は昨夜、ここに来ています。そして行方不明になった」

　八代は懐ふところに手を当てた。そこには拳けん銃じゆうがある。買収できそうな兵士を見定めて横流ししてもらった拳銃だ。

「どこまで降りるんですか？」

「無機物生命体の情報を知りたいんでしょ。いま僕が知っている最重要機密ってのを教えてあげるよ。じつはね、ゴーゴリ司令官にもまだ教えていない機密中の機密なんだ」

　イヴァノフはそう言って喉のどをならして笑う。

「あと少しで見えるよ。そのための透明なエレベーターだからね」

　ガラスの向こうはずっとコンクリの壁が流れていた。それが突然消失した。何もない真っ暗な空間に放り出されたと錯さつ覚かくするが、そうではない。エレベーターの明かりがまわりに届いてないだけだ。

　しかし暗くら闇やみが続いたのもわずかな間のことだった。

　光が点ともった。赤い光だ。最初は一つだった。それが二つ三つと増え続け、やがて数えるのが難しくなり、しまいには四方すべてに赤い光が無数に点っている。

　それだけの数が発光すれば空間内全体を見渡すこともできた。岸田博士と八代は言葉を失ったまま一言も発することはできなくなった。

　赤い光はすべて無機物生命体の光であった。地下空間すべてが赤い光で満たされている。

「ありがとう。いい反応だよ。驚いてくれなかったらどうしようかと思ったよ。さあ見てくれたまえ。これが無機物生命体の最高機密。彼らの勢力範囲はわずか一万数千平方キロメートルじゃない。彼らの活動拠点は地下だ。地上の生息域は地下からはみ出たほんの一部なのさ。氷山の一角にすぎない。彼らの生息域はじつに……」

「千五百万立方キロメートルだな」

　岸田博士の言葉に、朗々と演説していたイヴァノフは驚き、さらに嬉うれしそうな顔をする。

「これは驚いたな。そう。彼らの生息域を表現するのは面積じゃない、体積なんだよ。気づいてたのかい？」

「今朝、やっとだが」

　岸田博士はふがいないと内心で自分をなじった。

　八代は銃を取り出してイヴァノフを狙ねらう。

「いったい何を考えている？　目的はなんだ？」

　目の前の銃など見えないかのように、イヴァノフの不敵な笑顔は消えなかった。

「無機物生命体はわずか十数年でこれだけの勢力を作った。人類の歴史上、いや地球の歴史上にこれだけの勢力を誇った生物はいただろうか。いないと断言しよう。無機物生命体こそが地球上の覇は者しやにふさわしい。はははははははっ」

　高笑いをするイヴァノフだったが、ぴたりと収まる。

「いずれ無機物生命体は地球を制するだろう。地球の成分の26パーセントは珪けい素そ、無機物生命体のベースとなる資源が大量に含まれている。地球そのものが無機物生命体となるのだよ。どうだい、すばらしいと思わないか？」

「狂人の発想だ」

　八や代しろに銃を突きつけられているにもかかわらずイヴァノフは懐ふところに手を入れた。八代はとっさに肩を狙ねらって撃うつ。しかし銃弾はイヴァノフの手前で何かにはじかれた。

　小さな赤い光を放つ物体がイヴァノフの周囲を回っていた。いままで見たこともない無機物生命体が飛んでいる。それが弾丸をはじいた。

「僕達たちはこれを蚊クレクスと呼んでいる。いまのところ発見されている最小の無機物生命体だよ」

　イヴァノフが懐から取り出したのは武器でもなんでもなくタバコであった。火をつけて吸い始めている。

「や、八代君、外を見るんだ」

　エレベーターの降下にあわせて外では大きな無機物生命体が降りている。花のようなもの、エレベーターの外壁の筒に巻きつくようにはりついて一いつ緒しよに降りていく多足生命体、蚊クレクスの姿もある。

　人間の姿もあった。ただし誰だれ一人として生きている様子はない。体が切り裂かれているか、折れているか、無残な姿となっていた。

「ひどいことをする」

「ははは。どうやら彼らは僕の探している人間じゃなくてね。いったいどこに隠れているのやら」

「探している人間？」

　八代は先ほど見た連行される人々を思い出した。

「そう。探している。人というよりある能力をね。さて、そろそろ最下層にたどり着くかな」

　気になることはたくさんある。しかしそれを問う時間はもう残されていなかった。最下層の地面が近くなり、いくつもの赤い光が見える。

「岸きし田だ博士、エレベーターが開いたら、走って逃げてください。僕が援護します」

　エレベーターが到着し開くと同時に二人は走って逃げた。周囲は赤い光だらけだ。

「な、なんてことだ」

　赤い光の正体を見て岸田博士は絶句した。空洞の壁に無機物生命体がはりついて光を発しているのではなかった。壁という壁がすべてガラス状だ。すなわち地下そのものが無機物生命体であった。

「あっちへ走って！　早く」

　八や代しろが指差した方向は唯一無機物生命体に侵されていない場所であった。長い通路が続いている。

　岸きし田だ博士は転びそうになりながらも必死に走った。襲おそいかかる無機物生命体は八代が撃うって阻そ止しする。拳けん銃じゆう一つで対抗できる相手ではないが、注意をそらすくらいはできた。

　無機物生命体をなんとかかわしながら岸田博士は通路の入り口を目指した。フロスの回転刃に斬きられそうになり、ペルティカに刺されそうになる。いくつかはかわしきれず岸田博士に傷を作った。しかし奇跡的に致命傷にはいたらない。

「ふう、はあはあ」

　岸田博士は転がるようにして通路に飛び込んだ。

「八代君、君も早く」

　振り返った洞どう窟くつ内はすべて赤い光に埋め尽くされていた。いつのまにか八代が発砲する銃声も聞こえなくなっていた。

「なんて、ことだ……」

　通路内に入ると無機物生命体の動きはなぜか鈍くなった。それでも岸田博士を追って中に入ってくる。

「う、うわああっ！」

　もはや恥も外聞もなかった。悲鳴をあげて通路内を必死に走る。

　八代は死んでしまったのだろうか。マモンも死んでしまったのだろうか。いったい世界はどうなってしまうのか。自分も死んでしまうのか。

　振り向けばすぐそこに赤い光が見える。立ち止まれば追いつかれる。殺される。

　なかばあきらめていた。通路はどこまでも続いている。うしろから迫る無機物生命体の勢いが止まる様子はない。心臓はいまにも張り裂けそうで、足はいつもつれてもおかしくないほどふらついていた。

　──私はきっと死ぬ。

　その覚悟が岸田博士の頭を占める。

　──由ゆ宇う君。

　あの娘こだけは幸せになって欲しかった。地下で膝ひざをかかえて生きるしかない運命をなんとかしてあげたかった。

「由宇君、すまない。私はもう……」

　岸田博士の足がもつれた。
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「いったいどうなっているんです!?」

　伊だ達ての剣幕にロマンコフは身が縮まる思いだったが、必死に威厳を取り繕つくろおうとした。

「で、ですから派遣されたＡＤＥＭの派遣員三名が、十二時間前から行方不明になったと……」

　しかしますます険しくなる視線に声がしだいに小さくなる。

「十二時間前？　到着してから二十時間もたっていない。何があったのか説明していただけますね？」

　伊達はなるべく冷静に話そうとする。

「そ、それが私どももまだ詳細はつかめておらず。いくぶん辺境の基地内の出来事でして……」

「基地の責任者はなんと？」

　ロマンコフは流れ出る汗をしきりにぬぐう。

「そ、それがシベリア軍管区の責任者でもあるゴーゴリ司令官も要領を得ず、おそらく向こうも混乱しているものかと……」

　まるで話にならない。伊達は怒りを呑のみ込み、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「解わかりました。あなたがたにも事情はあるでしょう。しかしこちらとしましても、ＡＤＥＭの重じゆう鎮ちんである岸きし田だ博士を失うわけにはいかない。同行した二名もとても優秀な人材です。これはＡＤＥＭの死活問題でもあります」

「はい。それは以前おうかがいいたしました」

「では岸田博士他ほか二名の捜索のため、ＡＤＥＭより増援を送ることに異存はありませんね？　今度の人選は文官ばかりとはいかないでしょうが」

「そ、それは困ります。本国より……」

「本国より、なんですか？」

　それはロマンコフの失言だったのだろう。しまったという顔をしている。

「何があってもＡＤＥＭに介入させるな。それがロシア側の姿勢なのですね？」

　ロマンコフは目を泳がせ、言葉を捜していたが、しばらくして言い訳をあきらめたといわんばかりのため息をついた。

「はい、そのとおりです。この件で我々があなたがたの要求に首を縦に振ることはないでしょう」

「失礼する」

　伊達は立ち上がるとロマンコフが呼び止めるのもかまわず部屋を出て行った。
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　ＮＣＴ研究所に直行した伊だ達ては、そのまま最下層まで向かった。そこにはいまだ無気力な姿でいる峰みね島しま由ゆ宇うがソファに寝転がっている。

　──駄だ目めか。

　由宇にもロシアの情報は提示されている。いま由宇が見ているのはロシアが自分達たちの優位性を証明するために積極的に開示している無機物生命体のデータだろう。

　ＡＤＥＭはこのデータを公開する義務がある。もし公開され、ロシアの処置がＡＤＥＭより適切であったと判断されれば、第三京都条約でＡＤＥＭの権利の一部が譲じよう渡とされる可能性がある。

　それだけは回かい避ひしたい伊達であった。ロシア政府の積極性の裏には峰島勇ゆう次じ郎ろうの遺産利用が見え隠れしているからだ。

「よくできている。ロシアの分析もなかなかのものではないか」

　しかし伊達の思いを踏ふみにじるように、由宇はロシアのデータをひらつかせた。

「目的はどうあれ、この分析はなかなかのものだぞ。ここ一年の無機物生命体の勢力分析は、ＮＣＴ研究所より正確だ。もっとも向こうのほうが参考データが多い分有利だろうが」

　そして由宇はつまらなさそうに書類を放り出す。

「岸きし田だ博士達はおそらくロシアの基地で少しまずいものを見たくらいだろう。しかしロシア政府の目的を考えればいずれ解放される。私はさほど深刻な状況とは思えない」

　伊達は歯ぎしりする。

　あまりにも楽観的すぎる状況判断の裏にあるのは、動きたくないという由宇の無気力さだ。

　──やはり駄目か。

　由宇は動かない。ならば今の自分にどれだけのことができるだろうか。次に派遣する人材を選出し、岸田博士達の捜査も内密に行ってもらう。しかしそれだけのことをするのにロシア側とどれだけ交渉しなければならないか。

　伊達は焦しよう燥そうにかられ、もはやこの場所に用はないと背を向けた。

　由宇は伊達の背を見て、また自分の世界に閉じこもろうとする。最低限のことしかしない。それがいまの峰島由宇だ。

　ソファの上で寝返りをうつとき、ロシアの資料が目に入った。と言っても最初のページは岸田博士からの雑感だ。由宇が感じたことと変わらないことが書いてある。

『追伸、例の件で千五百万の値打ちがあるかどうか彼女に尋ねてくれ』

　由宇はその一文を見て首を傾かしげた。彼女とは誰だれのことだろう。小さ夜よ子こだろうか。それとも他ほかの研究者か。例の件とやらに心当たりがない自分は関係ないだろう。

　──千五百万？

　しかしなにかが由ゆ宇うの頭にひっかかる。

　いつのまにか手が書類に伸びた。もう関かかわりたくないという気持ちと裏腹に、体が勝手に動いていた。







「伊だ達て、伊達、伊達真しん治じ！」

　エレベーターに乗ろうとした伊達は、スピーカーから流れる少女の声を聞いた。横暴で不ふ遜そんな声だ。

　しかしすぐにそう感じた自分に伊達は驚おどろく。

　──横暴で不遜だと？

　伊達は閉じかけたエレベーターの扉を無理やりこじ開けると、足早に向かった。

　峰みね島しま由宇が立っていた。その顔に宿るのは無気力にあらず。傲ごう慢まんにも見えかねない力強い眼まな差ざしだ。

「岸きし田だ博士からのメッセージを伝える」

「メッセージだと？」

　由宇はモニターに地球の断面図を表示し、そこに丸を描いた。

「無機物生命体の正確な生息域は千五百万立方キロメートル。やつらの本当の生息場所は地上ではない。地下にある」

「なんだと？」

「無機物生命体が地上を支配するのに半年もいらない」

　峰島由宇は無常な真実を言い放つ。

「十日だ」

　伊達はしばし絶句したが、すぐに各地へ連絡を取り付け始めた。

　由宇は書類の一番最初にある追伸をもう一度見た。

「……さすがだ」

　いまの無気力な自分は、データを見てもこのことに気づけなかった。岸田のほうが先に真実を発見した。

　──万が一のことを考えて私にたくそうとして……。

　そこまで自分を信しん頼らいしてくれているのに、自分は大変なことを見過ごし、危うく岸田博士と八や代しろとマモンの三人を見殺しにするところだった。

　自分は信頼に応こたえなければならない。

　由宇は岸田博士からのメッセージに力強くうなずいた。
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「以上がシベリアで発生した無機物生命体の生息域です」

　由ゆ宇うの意見をベースに再構築された無機物生命体の研究データは、会議室にいる面々を驚おどろかせるに充分なものだった。

　そこには初日にいなかった面子メンツが一人増えている。峰みね島しま由宇だ。と言っても彼女の姿は映像だけで、本人のいる場所は最下層のままだ。

「たった十日だと？」

「ばかな。それこそ何かの間違いでないのか」

　信じられない、あるいは信じたくないという声が次々と上がる。しかし意見が収束しまとまる頃ころには由宇の、正確には岸きし田だ博士の出した結論の可能性が高いということとなった。

「もう一つ気になることがある」

　腕を組んだままずっと黙だまっていた由宇が口を開く。初めて意見をする彼女がどのようなことを言うのか誰だれもが注目した。

　由宇がスクリーンを操作し表示したのは、伊だ達てがロシア大使館で極秘裏に見せられたあの映像だ。真まな目め麻ま耶やが手をつくし先日手に入れたものである。

　由宇が映像を止めたのは最後の部分だった。伊達を驚かせたスヴェトラーナだ。由宇が気になるのも無理はないと思った伊達だったが、彼女が口にしたのはまったく別のことだった。

「この映像は加工されている」

「なんだと？」

　伊達は目を凝こらして映像を見る。映っているのはスヴェトラーナの姿がほとんどで、加工をするような場所などほとんどないように思えた。

「と言ってもたいした加工ではない。この女性の顔がよく解わかるようにしてあるだけだ。加工前は誰だか見分けがつきにくかっただろう。それを解りやすくした。それだけのことだ」

　無機物生命体ではなく、人間のみを加工することにどういう意図があるのか。誰もが疑問に思う。

「この映像を見た人間に解らせたかったのだろう。さらに憶おく測そくするならこれを加工した人間はＡＤＥＭに渡るのを予測していたのかもしれない」

　そこから導き出される結論は一つしかなかった。由宇がモニターを通して伊達を見る。

「俺おれに見せるためか。だがなんのために？」

「麻耶の報告にあったな。軍の一部の暴走による徴兵という名目の拉ら致ち。誰かを探しているのではないか？」

　由宇の返答は伊達の問いかけとは離はなれていたが、何が言いたいのかは解った。

「ロシア軍はスヴェトラーナを探しているということか？　そのために俺おれに見せてＡＤＥＭの動向を探ろうとしたと。しかし憶おく測そくがすぎる」

　伊だ達てはすぐには同意できなかった。由ゆ宇うらしくない論理に思えた。推測の結論からプロセスを構築している。

「そうだろうか？　無機物生命体は珪けい素そをベースに無機物を自在に操る技術から進化した。対しスヴェトラーナは炭素で髪を自在に操る。珪素と炭素、この二つの分子の性質は似ており、そのため無機物生命体の分子間力制御装置Intermolecular Force Controlは炭素に触れると誤作動を起こす。いわば炭素は無機物生命体の毒だ。スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤはその毒を自在に操る。だから探しているという憶測は、さほど見当違いのものでもないと思うが」

　それは全員の疑問を納得させるにふさわしい憶測であった。伊達も一度うなったが、すぐに議題の方向性を修正した。

「ではそのように仮定しよう。ロシア軍は無機物生命体対策としてスヴェトラーナを探しているということになるのか。いや、それはおかしい。ならばこんなまわりくどい事はしないはずだ。いままでの様子から考えるにロシア軍部はスヴェトラーナのことに気づいていない」

　由宇は腕を組んだまま指を叩たたきながら、思案顔で答える。しかし答えはすでに彼女の中にあるはずだ。いま由宇が思案しているのはいかに自分の考えを正しく伝えるか。そのようなたぐいのものであった。ともすれば他人の理解などまったく無視して理論を構築していく彼女の傾向を考えれば、それは大きな変化といえた。

「ロシアの思惑の裏に別の何かがある。二つの思惑が見え隠れしている。一つは遺産の利権を狙ねらう、ある意味解わかりやすいロシア軍部だ。もう一つは手段と目的をたくみにカモフラージュしながら、スヴェトラーナを探し、何かをしようとしている者」

　いままでいま一つ納得のいっていなかった伊達の表情が別のものへ変わった。険しさとあせりだ。

「岸きし田だ博士はわざわざ暗号めいた文章で、我々にメッセージを送ってきた。それはロシア軍部とは違う思惑の存在に気づいていたからか」

「ああ。だが隠し方が中ちゆう途と半はん端ぱだ。おそらく疑っていた程度だと思う。しかし大っぴらに書けるほど信用できる状況でもなかった」

　語る由宇にどのような想おもいがこもっているのか、それとも思惑が潜ひそんでいるのか誰だれにも知りようがないが、確かに彼女は変わった。

「派遣された三名が、その裏の勢力の手で行方不明になったのなら状況は深刻だ。中でもマモンはそう易やす々やすと捕らえられないはずだ。しかしロシア軍部に気づかれることなく行方不明になった。相手は無機物生物体の知識だけでなく、相応の武力を持っていると思って間違いない。巧みにロシア軍とＡＤＥＭを利用し、目的を遂すい行こうしようとしている。この敵は思ったよりも手ごわい」

　ずっと由ゆ宇うの言葉を聞いていた麻ま耶やは、彼女が何を考えているのか解わかった。彼女はずっと地下に閉じこもっていたことを後悔している。自分のかたくなな態度が状況を悪化させただけだと思っているのだろう。

　──でも、内ない罰ばつ的てきな部分だけは変わりませんのね。

　しかしそれは由宇自身だけの責任といえるだろうか。まわりが自然と頼たより、それに応こたえないことを責める空気を作っていたのも事実だ。由宇の能力はそれだけ絶対的なものとも言えるが、それは言い訳に過ぎない。自分も頼ってしまった一人だ。

　それでも由宇は立ち上がった。内外の罪をすべて呑のみ込み、なおかつ挑もうとする姿勢さえ見せる。

　由宇は立ち上がった。決意を秘めた瞳ひとみがまっすぐに伊だ達てを射い貫ぬいた。

「私はロシアに行く」







　　　エピローグ







　何台ものトラックが続けて走ってきた。針葉樹に囲まれた山やま間あいの細い道を無ぶ骨こつなエンジン音が潜くぐり抜けていく。堅けん牢ろうな外装はトラックというより装甲車と言ったほうが近いかもしれない。

　複数のトラックはやがて開けた場所に出る。開けた場所の中央にあるのは人工物、大きな建物であった。

　およそデザインと呼べるものは皆無に等しい無骨な外観の建物のまわりには、周囲の景色よりなお冷たいコンクリートの高い塀へいがあった。塀の周りには銃器を持った兵士が巡回している。全身分厚い防寒具に身を包み、表に出ているのは目くらいのものであった。

　兵士達たちは小型のマシンガンをいつでも撃うてるようにかまえ、トラックに近づく。

「例の荷か」

「そうだ。ツァーリ研究局の実験体生き残り、今日は三名も捕まえてきたぞ。若い女もいる」

「まともか？」

　外見がという言葉ははぶかれている。実験体にされた結果、何かしら容姿がおかしくなっている例も、いままでに何度かあった。

「まともどころか、女のほうはかなりの上玉だ。実験材料にされるのがもったいない」

「へえ」

「見るならうしろに回れよ。どうせ荷をチェックするんだろ」

「そうする」

　兵士は多少浮き足立った足取りで、トラックの裏に回る。なにもない極ごつ寒かんの地の施設では、目の保養だけでも娯楽になる。

「どれどれ？」

　兵士はのぞき窓のハッチを開けた。狭いスリットから荷台の中を見ることができる。明かりもなく狭いのぞき窓では中の様子は把は握あくしづらい。ライトで中を照らすと、毛布をかぶり荷台の奥に顔をふせてうずくまっている少女の姿があった。

　長い黒髪が印象的であった。風と雪こそ防げるものの荷台の中は外気温とさほど変わらない。毛布一枚では凍こごえそうに寒いだろう。そのためかライトで照らされても少女に動く様子はなかった。生きているかどうかも怪しいほどに、生気が感じられない。

　この土地は夏でも涼しく、冷夏と報じられた今年にいたっては、真冬と変わらない気候であった。絶え間なく吹きすさぶ雪は世界を真っ白に染めている。

　かつては神に呪のろわれた地と呼ばれた場所なのだ。

「おい、くたばっちまったのか？」

　思わず荷台のドアを乱暴に叩たたいた。体がぴくりと震ふるえ、伏せられた顔がゆっくりと持ち上がった。前髪の間から黒い瞳ひとみが兵士を覗のぞき見る。東洋人の少女だった。

　顔の半分はかかえた膝ひざや髪の陰に隠れている。それでもわずかに見えるパーツから運転手の言葉が嘘うそでないことは充分に解わかった。退廃的な雰ふん囲い気きが、よりいっそう少女の美しさを妖あやしく見せている。

　目と目があった。

「うわっ」

　兵士は慌あわててのぞき窓のハッチを閉める。ならばなぜ自分は驚おどろきの声を上げてハッチを閉めてしまったのか。驚きは予想以上に美しかったことで説明がつく。しかし慌ててハッチを閉める必要はない。それどころか、じっくりと鑑かん賞しようしてもいいくらいだ。

「な、なんなんだ？」

　いつのまにか背筋に汗をかいていた。この極ごつ寒かんの気候の中でだ。

「どうだ。かなりいい女だっただろ」

　運転手が陽気に話しかけてくる。

「あ、ああ」

　あいまいにうなずき兵士は残りの荷台もチェックする。やがて問題ないことを確認すると、

「よし、通っていいぞ」

　と通行許可を出す。門が開かれトラックは敷しき地ち内に入っていく。その中には東洋人の少女を乗せたトラックもある。

「ようこそイヴァノフ研究所へ」

　兵士の一人が皮肉っぽく言った。

　しかし塀へいに囲まれた建物の様相は研究所というにはあまりにも堅けん牢ろうであった。むしろ要よう塞さいと言ったほうがふさわしい。広大な敷地の中には戦車、戦せん闘とう機き、ヘリが数多く並び、何百名という兵士が号令とともに行軍している。その規模は一個師団に匹敵し、さながら最前線の軍事基地といった有様であった。研究所を連想させるものは皆無に等しい。

　少女を乗せたトラックが塀の中に入ると、門は再び固く閉じられた。







　トラックが研究所の敷地内で停止すると、銃器を持った兵士が大勢荷台の周りを取り囲んだ。

「出ろ」

　荷台が開けられると中に身を切る寒さの風がすべりこむ。

「ひい」

　寒さに驚おどろいたのか中から悲鳴が聞こえた。

「早く出ろと言ってる」

　兵士の怒声に中からようやく一人の人間が姿を表した。痩やせこけた若い男だ。薄うす手での服装ではシベリアの寒さから身を守ることもできず、ただ寒さに震ふるえている。

「あ、あの何か着るものを……。せめて履はくものをください」

　はだしであるため若者は、荷台から雪の積もる地面におりることをためらっていた。

「ごちゃごちゃ言わずにさっさと出るんだ」

　兵士は腕をつかむと無理やり荷台から引きずり落とす。凍いてついた地面と風にさらされ若者は悲鳴をあげて、体をまるめた。まさに身を切る寒さであったが、震える若者を取り囲んだのは、防寒具ではなく冷たい銃口だった。

「じっとしていろ。不審な挙動をすれば撃うつ」

「あっ、あっ」

　がたがたと震えているのは寒さからだけではない。

「次、出るんだ」

　兵士は別の荷台のドアを開けると、また同じように外へ出るようにうながす。しかし最初の若者と同じようになかなか出てこようとはしなかった。

「おいっ……うわっ！」

　声を荒らげようとした兵士がもんどりうってひっくり返った。中から獣けもののように飛び出した大男がのしかかっていた。その俊敏さは人のものではない。

「ぎゃああああっ！」

　しかし悲鳴をあげたのは兵士ではなかった。飛び掛かりのしかかってきた大男であった。放電の青白い火花が全身から飛び散る。

「ちくしょうが」

　しびれて動けなくなった大男を手荒にのけて下から這はい出してきた兵士が手に持っているのは警棒だ。スイッチを入れると紫電の光が走る。

「なめんじゃねえぞっ！」

　大男の首筋に警棒を押し付けると躊ちゆう躇ちよなしにスイッチを入れた。

「うがああ、ぎゃああ」

　悲鳴をあげて暴れるが警棒から逃れることはできなかった。やがて暴れる気力もなくなったのか悲鳴は小さくなり、体の痙けい攣れんだけが残った。

「ほどほどにしておけ。この前みたいに死んでしまうぞ」

「ちっ」

　別の兵士にたしなめられて、警棒を持った兵士は舌打ちをして、スイッチをようやく切った。兵士が離はなれても大男は立ち上がろうとはしなかった。いやできなかった。かろうじて背中が呼吸で上下している。

「ほら立て」

　襟えり首くびをつかみ無理やり立たせると、引きずるように最初に連れてこられた若者の隣となりに放り投げる。

「ひっ」

　若者は悲鳴をあげると救いを求める表情でまわりを見渡した。しかし彼らを取り囲む兵士は誰だれ一人として同情する様子を見せなかった。

「あと一人、久々の上玉だ」

　警棒で手のひらを叩たたきながら、兵士は最後の荷台を開ける。

「さっさと……あっ？」

　兵士が怒鳴る前に荷台から小柄な体は飛び降りていた。兵士は二重の意味で驚おどろく。なんのためらいもなく降りたこと、そして降りることにいっさい反応できなかったこと。さっきのいきなり飛び掛かってきた男でさえ兵士は電極警棒で対処できた。しかし気づいたときには少女はあっさりと兵士の横をすり抜けていた。

　その奇妙な違和感と異常は充分でないにせよ他ほかの兵士達たちにも伝わった。その中心に立つのは髪の長い東洋人の少女だ。

　少女はすたすた歩くと、最初に降ろされた男に自分のくるまっていた毛布を差し出した。

「……あ」

　寒さにうずくまっていた男は、差し出された暖かいぬくもりの残る毛布に驚おどろき、少女を見上げ、少女の美しさにもう一度驚く。

　漆しつ黒こくの黒い髪。強い意志を持った黒こく曜よう石せきの瞳ひとみ。

　毛布の下は薄うすいシャツにカーゴパンツのみ。

　外気温はマイナス20度。絶え間なく吹きすさぶ風は容よう赦しやなく肌に突き刺さる。薄着一枚という格好だ。常人ならば凍こごえそうな寒さに身を縮ませ動けなくなる。

　しかし黒髪の東洋人の少女は違った。激しい風にたなびく髪も気にせず、大地に足を下ろすと凜りん然ぜんとその場に立っていた。寒さに耐えている様子でもない。

　異様なのはそれだけではなかった。

　いま少女は極ごつ寒かんにさらされているだけではない。銃器を持った十数名の兵士に囲まれているのだ。どんなに豪胆であれ、銃器に囲まれていれば無視はできない。気が小さい人間は怯おびえ臆おくし、無む謀ぼうな人間はいまにも飛び掛かりそうな顔をし、強きよう靭じんな精神力の持ち主であれば、兵士達たちを強い眼まな差ざしで睨にらみつける。あるいは銃などないように無視する。

　しかし少女の反応はどれにも該当しなかった。まるで銃に囲まれていることなど頓とん着ちやくしていない。髪を乱す風が少しばかりうっとうしい。そういう顔をしているだけだった。

「おい、おまえっ!?」

　奇妙な不安感にかられた兵士の一人が声を荒らげた。しかし反応はない。

「ちっ、言葉は通じないか」

　東洋人にロシア語など解わかるはずがない。兵士が吐はき捨てるように喋しやべると、

「通じるぞ」

　東洋人の少女はよどみないロシア語で返事をする。寒さなどないかのような凜とした声であった。

　兵士達の間で小さなざわめきが起こる。ロシア語の流りゆう暢ちようさは、少女の不気味さをかえって際きわ立だたせた。流暢過ぎる発音は、逆の意味で不自然で、純然たる母国語であるはずなのになぜか異国の言葉のように耳に残る。

　──いったい何者なんだ？

　兵士達全員の頭に共通の疑問がわきあがる。ここに連れてこられるのは遺産で何かしらの改造を受けた人間だ。そのための厳重な警戒態勢である。しかし少女はそうした肉体的超常の部分とは根本が異なる何かを身にまとっていた。

　正体不明の黒髪の少女は目の前の建物を睨んで、ただ一人立っている。

　あれほど激しかった風が唐突にやみ、たなびいていた黒髪が落ちる。風だけではない。誰だれもが物音一つたてることもできず一言も発せず、ただ少女を遠巻きに見守っていた。

　嵐あらしの前の静けさを連想させる不気味な沈ちん黙もくであった。




　峰みね島しま由ゆ宇うはシベリアの大地に立った。
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　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。

　電でん撃げきでは久しぶりの新刊になってしまいました。ご無ぶ沙さ汰たしてしまって申し訳ありません。

　これが発売されるころは、もう夏休みも終わっていると思いますが、皆様いかがお過ごしだったでしょうか。

　どこかで聞いた話で、

「作家は勤め人に比べれば、毎日が夏休みのようなものだ。だがその夏休みは毎日が八月三十一日なのだ」

　というのがありまして、うまいこと言うなあと感心してしまいました。そういえば、私は夏休みの宿題を計画的にできたためしがありません……。




　さて、メルマガや電撃のＨＰを見て既すでに知っていた方もいらっしゃると思いますが、表紙を見て「あれ??」と驚おどろかれた方も多いと思います。今巻からイラストレーターさんが変わりました。山やま本もとヤマトさんがご多忙のためです。

　ライトノベルのイラストは、単なる装丁の一部や挿絵ではなく、物語と両りよう翼よくの関係にある作品世界の柱。今まで山本さんの素晴らしいイラストに助けられてきた葉山ですので、読者の方がいま感じているであろう戸惑いも、理解していると思います。

　後継のイラストレーターさんは、これまでのキャラや作品世界のイメージを崩さず、なおかつ自分の個性を入れていくという、とても難しいことをしなくてはなりません。ハードルの高さに、私も不安がなかったといえば嘘うそになります。

　ですが増ます田ださんのイラストを見たとき、私の不安は吹き飛びました。

　それは今巻のイラストを見た読者の方々にも納得していただけると思います。

　繊せん細さいさとかっこよさに内包される美しさと力強さは、増田メグミさんならでは。一巻刊行当初から、ずっと『９Ｓ』が大好きとおっしゃって下さっていた増田さんの描くイラストは、由ゆ宇うは由宇らしく、闘とう真まは闘真らしく、それでいて新しい魅み力りよくが加わったのではないでしょうか。

　八や代しろは少しオトコマエ度が上がった？　アリシアのカウガールは最高にカワイイ＆カッコイイ！　新キャラのイヴァノフ。美形なのにちょっとあぶない感じはイメージ以上です！

　心残りは、増田さんが一番好きなキャラかもとおっしゃっていた風かざ間まをイラストに入れられなかったこと。

　ラフを拝見したときから、必ずイラストに入れたい！　と思っていたのに、本編唯一の出番は、裸の少女二人の前でクールな顔をしている風間という、どこからどう見ても変態チックな状況……。

　さすがにこのシーンにするわけにもいかず、風かざ間まの登場は、担当氏ともども泣く泣くあきらめました。次こそはかっこいい風間を登場させたいと思っています。というか私が見たい。




　もう一つ。今巻から「true side」というサブタイトルをつけました。これからいろんな真相に近づくぞ！　という気合と期待をこめております。

　クレールママやセルゲイ・イヴァノフの名を見てピンときている方も多いと思いますが、それぞれの親の代の謎なぞにも踏ふみ込んだ話になってきました。

　二十年前に端たんを発する出来事がどのような事件を巻き起こし、今の由ゆ宇うと闘とう真まの関係にどのように繋つながっていくのか、どうぞご期待ください。

　10巻まで一気読みされた方や短編集の存在を見落としていた方は、短編集「memories」に収録されている「亜あ麻ま色いろの髪の娘」をどうぞ。クレールママ、蛟みずち、不ふ坐ざ、伊だ達て、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが交こう錯さくする物語を読めば、今巻の裏事情、人間関係がよりいっそう楽しめると思います。




　最後にお礼の言葉を。

　山やま本もとヤマトさん。いままで本当にありがとうございました。今後のご活かつ躍やくをお祈りしています。

　増ます田だメグミさん。途中からのイラスト引き継ぎという難しい仕事を引き受けてくださって、本当にありがとうございます。気が早いですが次巻のイラストが早くも楽しみです。

　校閲の安あん藤どう様、毎回毎回厳しいスケジュールの中、いつも丁てい寧ねいにチェックしていただきありがとうございます。私の稚ち拙せつな文章が少しでも読めるものになるのは、安藤様のおかげです。

　印刷所の皆様、こうして無事に本の形となり読者さんの手元に届いたのは奇跡でもなんでもなく、印刷所の皆様のご尽じん力りよくの賜たま物ものだと思います。ありがとうございます。

　担当の高たか林ばやしさん、私がこうしてのびのびと書けるのは、ひとえに高林さんのおかげに他ほかなりません。

　読者の皆様は私が本を書く原動力そのものです。今回から新装になりますが、私も気持ちをより引き締めがんばろうと思いますので、これからも『９Ｓ』をどうぞよろしくお願いいたします。





２００９年　７月　　　葉は山やま　透とおる
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。ずっと一緒にがんばってきた二代目のノートＰＣ、ＴＹＰＥ－Ｔがとうとう壊れ、三代目はＺになりました。初代のＣ１は、ＬＡＦＩサードのモデル。ノートＰＣは常に傍らにあるので愛着もひとしおです。

http://blog.livedoor.jp/lafinet/
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増ます田だメグミ

兵庫県在住。多方面で活躍中のイラストレーター。代表作に『風の王国』シリーズ（コバルト文庫）、『真紅の式使い』（一迅社文庫アイリス）など。
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